PRODUCT APPENDIX 1 


SOFTWARE AND 製品 付属 文書 1 
SUPPORT 
SUBSCRIPTIONS ト サブ スク リプ ショ ン 


ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン 及 び サ ポー 


e RedHat 


This Product Appendix (including the attached Exhibits) governs 
your use of Software Subscriptions and Support Subscriptions. 
This Product Appendix does not apply to Red Hat managed, hosted 
or on-line subscription offerings. When we use a capitalized term 
without defining it in this Product Appendix, the term has the 
meaning defined in, either the Red Hat Enterprise Agreement set 
forth at http://www.redhat.com/agreements or, if applicable, a 
mutually signed agreement between Client and Red Hat. In the 
event of a conflict, inconsistency or difference between this Product 
Appendix and an Exhibit to this Product Appendix, the terms of the 
Exhibit control. 


Red Hat may modify this Product Appendix by posting a revised 
version at http://www.redhat.com/agreements, or by providing 
notice using other reasonable means. If you do not agree to the 
revised version then, (a) the existing Product Appendix will 
continue to apply to Red Hat Products you have purchased as of 
the date of the update for the remainder of the then-current 
Subscription term; and (b) the revised version will apply to any new 
purchases or renewals of Red Hat Products made after the 
effective date of the revised version. 


This Product Appendix does not apply to generally available open 
source projects such as www.wildfly.org, www.fedoraproject.org, 


この 製品 付属 文書 (添付 の 別紙 を 含む ) は 、 お 客 様 に よる ソフ ト 
ウェ ア サブ スク リプ ショ ン 及 び サ ポー ト サブ スク リプ ショ ン の 
ご 利用 方 法 を 規定 し て いま す 。 こ の 製品 付属 文書 は レッ ド ハ ッ ト 
の マネ ー ジ ド 若 し く は ホス テッ ド サブ スク リプ ショ ン 品 目 又 は 
オン ライ ン サブ スク リプ ショ ン 品 目 に は 適用 され ませ ん 。 この 製 
品 付属 文書 に お いて 定義 され て いな い 用 語 が 使用 され て いる 場 
合 、 そ の 用 語 は 、FHed Hat エ ンタ ー プ ライ ズ 超 約 

(http:/www_redhat.com/aqreements に 記載 ) また は お 客 様 と レ 
ッ ド ハッ ト 双 方 が 署名 し た 契約 が ある 場合 は 当該 契約 中 で 定義 さ 
れ て いる と お り の 意味 を 有する も の と し ます 。 こ の 製品 付属 文書 
と この 製品 付属 文書 の 別紙 の 間 に 旧 齢 、 矛 盾 また は 相違 が ある 場 
合 、 別 紙 の 条件 が 優先 され ます 。 


レッ ド ハ ッ ト は 、 改 訂 版 を http://Www.redhat.com/agreements に 掲 
載 し 、 ま た は 他 の 合理 的 な 手段 を 用 いて 告知 する こと に より 、 こ 
の 製品 付属 文書 を 修正 する こと が で きま す 。 改訂 版 に ご 同意 いた 
だ け な い 場合 、(a) 更 新 日 時 点 で ご 購入 済み の レッ ド ハ ッ ト 製 品 に 
は その 時 点 の サブ スク リプ ショ ン 期 間 の 残余 期間 に わた り 引 き 続 
き 既 存 の 製品 付属 文書 が 適用 され 、(b) 改 訂 版 の 発効 日 後に 行わ れ 
た レッ ド ハ ッ ト 製 品 の 新規 ご 購入 また は 更新 に は 、 改 訂 版 が 適用 
され ます 。 


この 製品 付属 文書 は 、www.wildfly.org、www_.fedoraproject.orq、 
www.openstack.redhat.com, www.gluster.org, www.centos.ord、 


www.openstack.redhat.com, www.qgluster.org, www.centos.org, 
okd.io, Ansible Project Software or other community projects. 


1. Subscription Services 


okd.io Ansible Project ソ フト ウェ ア 又 は その 他 の コミ ュ ニ ティ プ 
ロジ ェクト な どの 、 一 般 に 利用 可能 と な っ て いる オー プン ソー ス 
プロ ジェ クト に は 適用 され ませ ん 。 


1. サブ スク リブ プション サー ビス 


1.1 Unit Definitions. Fees for Subscription Services are 44 ユー ッ ト の 定義 。 サ ブス クリ プシ ョ ン サー ビス の 料金 は 該 
determined by counting the Units and metrics associated 当 す る レッ ド ハ ッ ト 製 品 に 関連 する ユニ ッ ト お よび 基本 単 
with the applicable Red Hat Product. Table 1.1 below defines 位 を 数 える こと に よっ て 決ま り ま す 。 下 表 1.1 で 、 ソ フト ウ 
the various Units that are used to measure your use of ェ ア サブ スク リプ ショ ン の ご 利用 量 の 測定 に 使用 する 各種 
Software Subscriptions. The specific Units that apply to the ユニ ッ ト に つい て 定義 し て いま す 。 各 種 ソ フト ウェ ア サブ 
various Software Subscriptions are contained in the Order スク リプ ショ ン に 適用 され る ユニ ッ ト は ご 購入 時 の ご 注文 
Form(s) applicable to your purchases and in the Exhibit(s). 用 紙 及び 別紙 に 記載 され て いま す 。 
Table 1.1 
Unit Software Subscription 
Unit Definitions 
x a file that identifies the holder and enables the secure exchange of information that is generated or 
Certificate 
managed by the Software. 
Cluster a group of connected computing resources or devices intended to work together. 
a physical processing core located in a CPU or a virtual processing core within a virtual machine or 
Core p : : : 
supporting a container, in each case, that contains or executes the Software. 
Core Band a group of processing Cores (e.g. 2, 4, 16 or 64). 
CPU a central processing unit in a computer system. 
Customer User your and your Affiliates' third party end users with access to the Software. 
Deployment means an installation of a single Quay Enterprise registry using a single shared data store. 


Employee User 


your and your Affiliates’ employee users acting on your behalf (including your independent 
contractors and those of your Affiliates) who are able to access the Software. 


Full Time Equivalent or FTE 


the sum of (a) the total number of full time faculty plus one third of the part time faculty and (b) the 
total number of full time staff plus one half of the part time staff. 


GB of RAM 


a gigabyte of processing memory that contains or executes the Software. 


Peripheral Board 


Managed Node 


an acceleration or expansion board with a processing unit which contains or executes all or a 
portion of the Software. 

each and every Node managed by the Software. “Node” means a Virtual Node, Physical Node, 
device or other instance of software. 


Module 


use of the Software to manage one System, Virtual Node or Physical Node. 


Physical Node 


a physical system which contains or executes all or a portion of the Software including, without 
limitation, a server, work station, laptop, blade or other physical system, as applicable. 


Power IFL (Integrated Facility 
for Linux) including PowerVM 
Socket 

Socket-pair 


a processor core on an IBM Power system that is activated and contains or executes all or a portion 
of the Software. 

a socket occupied by a CPU. 

up to two Sockets. 
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Storage Band 


System 


an amount of Storage (measured in terabytes "TB" and/or petabytes "PB"), where "Storage" is the 
total (absolute) capacity of storage available to each instance of the Software. 

a system which contains or executes all or a portion of the Software including, without limitation, a 
server, work station, laptop, virtual machine, container, blade, node, partition, appliance or engine, 
as applicable. 


System on a Chip or SOC(s) 


a single integrated circuit that includes the major components of a computer and is generally 
recognized as a system on a chip. 


System z IFL (Integrated 
Facility for Linux) 


a mainframe CPU that is activated and contains or executes all or a portion of the Software. 


vCPU 


a CPU, in whole or in part, which is assigned to a virtual machine or container which contains or 
executes all or a portion of the Software. 


Virtual Node or Virtual Guest 


an instance of the Software executed, in whole or in part, on a virtual machine or in a container. 


表 1.1 
ユニ ッ ト ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン 
= ユニ ッ ト の 定義 
証明 書 保有 者 を 特定 する ファ イル で あっ て 、 こ れ に より 本 ソフ トウ ェ ア が 生成 また は 管理 する 情報 の 安全 な 
ae 交換 が 可能 に な り ま す 。 
CPU に ある 物理 プロ セッ シン グ コア 、 又 は 仮想 マシ ン 内 に 存在 する 、 も し く は コン テ ナ を サポ ー ト 
コア する た め の 仮想 プ ロ セ ッ シ ン グ コア で あっ て 、(a)(b) い ずれ の ケー ス も 、 本 ソフ トウ ェ ア を 格納 し 、 
又は 実行 する も の を いい ます 。 
クラ スタ 連動 する た め に 互い に 接続 され た 一 群 の コン ピュ ー テ ィング リソー ス ま た は デバ イス 
コア バン ド プロ セッ シン グ コ ア 群 ( 例 : 2、4、16 又は 64) 。 
CPU コン ピュ ー タ シス テム に ある 中 央 演算 処理 装置 。 
顧客 ユー ザ 本 ソフ トウ ェ ア へ の アク セス 権 を 有する お 客 様 及び お 客 様 の 関連 会 社 の 第 三 者 た る エン ド ユ ー ザ 。 
展開 1 つの 共有 デー タス ト ア を 使用 し て 1 つの Quay Enterprise レ ジス トリ を イン スト ー ル する こと 
従業 員 ユ ー ザ 本 ソフ トウ ェ ア に アク セス で き 、 お 客 様 を 代表 し て 行動 する お 客 様 及 び お 客 様 の 関連 会 社 の 従業 員 ユ 


ー ザ (お 客 様 と 関連 会 社 の 請負 人 を 含む ) 。 


フル タイ ム 当 量 ま た は FTE 


(a) 常 勤 教員 の 総数 及び 非常 勤 教 員 の 1/3 と (b) 常 勤 職員 の 総数 及び 非常 勤 職員 の 1/2 の 合計 。 


RAM の GB 


本 ソフ トウ ェ ア を 格納 し 、 ま た は 実行 する プロ セッ シン グ メ モリ の ギガ バイ ト 。 


本 ソフ トウ ェ ア の 全部 また は 一 部 を 格納 し 、 ま た は 実行 する 処理 装置 を 備え た アク セラ レー ショ ン ボ 


が ー ド また は 拡張 ボー ド 
管理 対象 ノー ド 本 ソフ トウ ェ ア に よっ て 管理 され る 各 ノ ー ド 。「 ノ ー ド 」 と は 、 仮想 ノー ド 、 物 理 ノー ド 、 デ バイ ス 
E 又は その 他 の ソフ トウ ェ ア の イン スタ ンス を 意味 し ます 。 
モジ ュー ル 1 つの シス テム 、 仮 想 ノ ー ド また は 物理 ノー ド の 管理 に 本 ソフ トウ ェ ア を 使用 し て いる こと 。 

本 ソフ トウ ェ ア の 全部 また は 一 部 を 格納 し 、 ま た は 実行 する 物理 シス テム で 、 サ ー バ 、 ワ ー ク ステ ー 
物理 ノー ド ショ ン 、 ノ ー ト パソ コン 、 ブ レー ド ま た は その 他 の 物理 シス テム (該当 する 場合 ) を 含み ます が 、 こ 


れ ら に 限定 され ませ ん 。 


PowerVM を 含む Power IFL 
(Integrated Facility for 
Linux) 


動作 し て いる IBM Power シ ステ ム 上 の プロ セッ シン グ コ ア で 、 本 ソフ トウ ェ ア の 全部 また は 一 部 を 格 
納 し 、 ま た は 実行 する も の 。 


ソケット 


1 つの CPU が 上 古 有する ソケット 。 


ソケット ペア 


最大 2 つま で の ソケット 。 


スト レー ジ バ ン ド 


スト レー ジ の 量 (単位 は テラ バイ ト (TB) 及び / ま た は ペタ バイ ト (PB) ) で 、「 ス トレ ー ジ 」 と は 本 ソフ トウ ェ ア の 各 イ 
ンス タン ス が 利用 で きる スト レー ジ の 合計 (絶対 ) 容量 を いい ます 。 


シス テム 


本 ソフ トウ ェ ア の 全部 また は 一 部 を 格納 し 、 ま た は 実行 する シス テム で 、 サーバ 、 ワ ー ク ステ ー シ ョ 
ン 、 ノ ー ト パソ コン 、 仮想 マシ ン 、 コ ン テ ナ ー、 ブ レー ド 、 ノ ー ド 、 パ ー テ ィ シ ョ ン 、 ア プラ イア ン 
ス ま た は エン ジン (該当 する 場合 ) を 含み ます が 、 こ れ ら に 限定 され ませ ん 。 


System on a Chip ま た は SOC 


コン ピュ ー タ の 主要 な コン ポー ネン ト を 含ん だ 1 個 の 集積 回 路 で 、 一 般 に system on a chip (VAT 
ム を 1 個 の チッ プ 上 に 載せ た も の ) と し て 認識 され る も の 。 


System z IFL (Integrated 
Facility for Linux) 


動作 し て いる メイ ン フ レー ム CPU で 、 本 ソフ トウ ェ ア の 全部 また は 一 部 を 格納 し 、 ま た は 実行 する 
も の 。 


vCPU 


本 ソフ トウ ェ ア の 全部 また は 一 部 を 格納 し 、 ま た は 実行 する 仮想 マシ ン ま た は コン テナー に 割り 当て 
られ る CPU の 全部 また は 一 部 。 


仮想 ノー ド ま た は 仮想 ゲス ト 


全部 また は 一 部 が 仮想 マシ ン ま た は コン テナー で 実行 され る 本 ソフ トウ ェ ア の イン スタ ンス 。 
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1.2 
(a) 


Use of Subscription Services. 

Basis of the Fees. While you have Subscriptions entitling 
you to receive Subscription Services for a Red Hat Product, 
you are required to purchase the applicable Software 
Subscriptions and Support Subscriptions in a quantity equal 
to the total number and capacity of Units of that Red Hat 
Product from the commencement of your use or deployment 
of such Red Hat Product(s). For Add-On Subscriptions, you 
must purchase a quantity equal to the total number and 
capacity of Units that receive the associated Subscription 
Services. For purposes of counting Units, Units include (a) 
non-Red Hat Products if you are using Subscription Services 
to support or maintain such non-Red Hat Products and (b) 
versions or copies of the Software with the Red Hat 
trademark(s) and/or logo file(s) removed. The fees are for 
Subscription Services; there are no fees associated with the 
Red Hat Software licenses. An instance of a Red Hat 
Universal Base Image by itself (e.g., not combined or used 
with Red Hat Products) is not considered a Unit unless such 
instance receives or uses Subscription Services. 


Supported Use Cases. Subscription Services are provided 
for a Red Hat Product only when the Software is used for 
Supported Use Cases as described in the table below and 
the Exhibits to this Product Appendix. The Supported Use 
Cases associated with a Red Hat Product also determine the 
type of Subscription that is required. If your use of any aspect 
of the Subscription Services is contrary to or conflicts with a 
Supported Use Case, you are responsible for purchasing the 
appropriate Subscriptions to cover such usage. For example, 
if you are using a Red Hat Enterprise Linux Desktop 
Subscription on a System that is a server, you are obligated 
to purchase Red Hat Enterprise Linux Server Subscription 
Services. 


Table 1.2(b): Supported Use Cases 


1.2 
(a) 


サブ スク リプ ショ ン サー ビス の 利用 。 

本 料金 の 算定 基準 。 お 客 様 は 、 レ ッ ド ハッ ト 製 品 の サブ スク 
リプ ショ ン サー ビス が 受け られ る サブ スク リプ ショ ン を 
お 持ち の 間 、 そ の レッ ド ハ ッ ト 製 品 の ユニ ッ ト 総 数 お よび 
総量 に 相当 する 数 量 の 該当 する ソフ トウ ェ ア サブ スク リ 
プシ ョ ン お よび サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン を 、 そ の レッ 
ド ハ ッ ト 製 品 の 使用 また は 実装 の 開始 時 点 か ら ご 購入 いた 
だ く 必 要 が あり ます 。 ア ド オ ン サブ スク リプ ショ ン に つい て は 、 該当 
する サブ スク リプ ショ ン サ ービス が 提供 され る ユニ ッ ト の 総数 お よび 総 
量 に 相当 する 数 量 を 、 購入 いた だ く 必 要 が あり ます 。 ユニ ッ ト 数 の 
計算 上 、(a) お 客 様 が レッ ド ハ ッ ト 以 外 の 製品 の サポ ー ト も 
し く は メン テ ナ ン ス を 受け る 目的 で サブ スク リプ ショ ン 
サー ビス を 利用 し よう と する 場合 は 、 そ れ ら の レッ ド ハ ッ 
ト 以外 の 製品 、 及 び (b) 本 ソフ トウ ェ ア の うち レッ ド ハ ッ ト 
の 商標 及び / ま た は ロゴ ファ イル が 削除 され て いる バー ジョ 
ン ま た は コピ ー も 、 カ ウン ト に 含め る も の と し ます 。 料金 は 
サブ スク リプ ショ ン サー ビス 用 の も の で あり 、 レ ッ ド ハッ 
ト ソフ トウ ェ ア ライ セン ス に 関す る 料金 は あり ませ ん 。 

Red Hat Universal Base Image の イン スタ ンス 自体 は 、 ユ ニ 
ッ ト と 見 な され ませ ん 。 た だ し 、 当 該 イ ンス タン ス が サブ ス 
クリ プシ ョ ン サー ビス を 受領 も し く は 使用 する 、 ま た は 、 

レッ ド ハ ッ ト 製 品 と 組み 合わ され る 、 も し く は レッ ド ハ ッ 
ト 製 品 と と も に 使用 され る 場合 を 除き ます 。 


サポ ー ト され る ユー ス ケー ス 。 サ ブス クリ プシ ョ ン サー 
ビス は 、 下 の 表 及 び 本 製品 付属 文書 の 別紙 に 記載 され て い 
る 「 サ ポー ト さ れる ユー ス ケー ス 」 で 本 ソフ トウ ェ ア が 利 
用 され る 場合 に 限り その レッ ド ハ ッ ト 製 品 に つい て ご 提供 
する も の で す 。 レッド ハッ ト 製 品 に 関連 付け られ て いる サ 
ポー ト さ れる ユー スケ ー ス か ら 、 必 要 と な る サブ スク リプ 
ショ ン の 種類 を 判断 する こと も で きま す 。 サ ブス クリ プシ 
ョ ン サー ビス の 何ら か の 側面 の ご 利用 方 法 が 、 サ ポー ト さ 
れる ユー スケ ー ス に 反し て お り 、 ま た は 抵触 する 場合 、 そ の 
よう な 利用 方 法 を 対象 と し て いる 適切 な サブ スク リプ ショ 
ン を お 客 様 の 責任 に お いて ご 購入 いた だ きま す 。 た と えば 、 
お 客 様 が Red Hat Enterprise Linux Desktop サ ブス クリ プシ 
ョ ン を サー バ で ある シス テム 上 で 使用 され る 場合 、 Red Hat 
Enterprise Linux Server サブ スク リプ ショ ン サー ビス を ご 
購入 いた だ か な けれ ば な り ま せん 。 


Use Case Name 


Supported Use Case 


Hardware Capacity 
Limitations and Examples 


Supported only for server class hardware used for distributed computing, 


Physical and virtual server 
class instances, typically 
connected to data sources 
from endpoints or gateways 
and optionally connected to 


datacenter and to the individual endpoint devices via one or multiple cloud- 
cellular- LAN or WiFi connections. Excludes deployments in a data center, purpose 
built hosting facility or public cloud. 


Edge Server excluding deployments in a data center, purpose built hosting facility or public | cloud and data center 
cloud. resources. Server class 
hardware and systems with 
up to 1-2 physical sockets, 
more than 8 cores per socket, 
over 32G of memory. 
Supported only for non-server class hardware used for distributed computing, : : 
: : ; : Devices include non-server 
typically connecting to endpoint systems and devices to aggregate them. 
Gateways provide a secure bi-directional interconnect between the IT enterprise hardware such Ben 
Edge Gateway NUC with mobile or desktop 


class X processors, Intel 


Celeron & i3 - i7 CPUs. 


Edge Endpoint 


Supported for non-server class hardware at the endpoint with lightweight, low cost, 
single purpose devices such as systems on chip or module, connecting internet of 
things (“loT’) and other sensor and data gathering systems. Excludes 
deployments in a data center, purpose built hosting facility or public cloud. 


Devices include single 
purpose system on chip 
(“SoC”), system on module 
(“SoM”) boards, Atom class 
processors directly receiving 
input from a data generating 
source(s) including human 
interfacing devices such as 
kiosks and retail POS 
devices. 


Disaster Recovery 


Supported only on Systems or Physical Nodes used intermittently for disaster 
recovery purposes such as systems receiving periodic backups of data from 
production servers, provided those disaster recovery systems have the same 


Not applicable. 
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Service Levels (as set forth in the Subscription Appendix, Section 2.4(d)) and 
configurations (e.g. Socket-pairs, Virtual Guests, Cores). The Disaster Recovery 
Use Case does not include the execution of active workloads. 


purpose other than as described in (a) — (e) above. Qualified academic institutions 
must be accredited by a national accreditation agency (e.g. the United States 
accreditation is located at http://ope.ed.gov/accreditation/Search.aspx). 

Note: When you use Red Hat Enterprise Linux — Academic Edition for non- 
qualified academic purposes as described above, standard Red Hat Enterprise 
Linux subscription rates apply. 


Firs Supported only for Software used for backup or archival purposes. Off-line storage devices. 
Developer Solely to support the Software contained in the Red Hat Developer Support for Not applicable 
Support for Teams} Teams Subscription for Development Use. : 
AUML Solely to support applications that (a) include oraccessa data warehouse and (b) Not applicable. 
use techniques which learn or create logic by analyzing large data sets. 
Supported for temporary scenarios where Client is (a) transitioning from an 
Migration unsupported technology to a standard Red Hat Product, or (b) upgrading from one | Not applicable. 
version of a Red Hat Product to a newer version of a Red Hat Product. 
Adda Supported only on active Standard and Premium level base Subscriptions (e.g. 
- Red Hat Enterprise Linux Server Software Subscriptions and Red Hat OpenShift | Not applicable. 
Subscriptions C ; 
ontainer Platform). 
Supported only for use by qualified academic institutions for teaching and learning 
purposes that consist of (a) faculty, staff, or student laptops or desktops for 
personal and academic use, (b) computer labs available to faculty, staff, and 
students for general education use, (c) classroom desktops, (d) laboratories for 
technical and research use and/or (e) laboratories for software development use. 
Acadamie Red Hat Enterprise Linux — Academic Edition is not supported when used for any | Minimum of one thousand 


(1,000) FTEs 


High Performance 
Computing (HPC) 


Supported only for high performance computing (“HPC”) that consists of a Cluster 
with all of the following characteristics: (a) the Cluster is used for compute- 
intensive distributed tasks sent to individual compute nodes within the Cluster, (b) 
the Cluster works as a single entity or system on specific tasks by performing 
compute-intensive operations on sets of data (Systems running a database, web 
application, load balancing or file serving Clusters are not considered HPC nodes), 
(c) the number of management or head nodes does not exceed one quarter of the 
total number of nodes in the Cluster and (d) all compute nodes in the Cluster have 
the same Red Hat Enterprise Linux configuration. When Red Hat Enterprise Linux 
for HPC Head Nodes (an optional Software Subscription for management of 
compute nodes) is combined with Red Hat Enterprise Linux for HPC Compute 
Nodes Software Subscriptions for the compute nodes in the same Cluster, the 
compute node inherits the Service Level (as set forth in Section 2.3(d) of the 
Product Appendix) of the Head Node. 


Minimum of four (4) Physical 
Nodes per Cluster 


Grid 


Supported only in a compute Grid where a "Grid" means a Cluster with the 
following characteristics: (a) all the nodes in the Cluster have the same Red Hat 
Enterprise Linux configuration, (b) the Cluster is running a single application or is 
controlled by a single job scheduler, (c) the workloads are sent to the Cluster by a 
job scheduler, (d) the workloads are maintained in a single distributed application 
across the Cluster, (e) the workloads are non-interactive, and (f) the production 
outage of the Cluster is defined as 3096 of the nodes in Cluster being unable to 
run the workload. This Supported Use Case does not include nodes running 
databases, web applications, load balancing, or file services. 


Minimum of fifty (50) Socket- 
pairs per Cluster 


表 1.2(b) : サポ ー ト され る ユー ス ケー ス 


ユー ス ケー ス 名 


サポ ー ト され る ユー ス ケー ス 


ハー ドウ ェ ア 容 量 の 制限 と 例 


エッ ジ サー バー 


分 散 コ ン ピ ュ ー テ ィング で 用 いら れる サー バー クラ ス ハー ドウ ェ ア で の み サ ポ 
ー ト され ます 。 デ ー タ セン ター、 特 定 目的 で 構築 され た ホス ティ ング 施設 又は パ 
ブリ ッ ク クラ ウド で の 展開 は 除き ます 。 


物理 及び 仮想 サー バー で 、 通 
常 は エン ド ポ イン ト 又 は ゲー 
トウ ェ イ か ら デ ー タ ソー ス に 
接続 され て お り 、 オ プシ ョ ン 
と し て クラ スタ や デー タ セ ン 
ター リソー ス に 接続 され る 
こと も あり ます 。1 な いし 2 
の 物理 ソケット 、 ソ ケッ ト ご 
と に 8 を 超え る コア 、32G を 
超え る メモ リ を 持つ サー バー 
クラ ス ハー ドウ ェ ア と シス 
テム で す 。 


分 散 コ ン ピ ュ ー テ ィング で 使用 され る 非 サ ー バ ー クラ ス ハー ドウ ェ ア で の み サ 
ポー ト さ れ ま す 。 通常 は エン ド ポ イン ト シス テム と デバ イス に 接続 し て お り 、 そ 
れ ら を 集約 し ます 。 ゲ ー ト ウェ イ は 、1 つつ 又は 複数 の クラ ウド - 携帯 電話 -LAN 


デバ イス に は 、 モ バイ ル 又 は 
デス クト ッ プ クラ ス の プロ 


222 アート | 又は WiF 接 続 を 通し て 、 IT エンター プラ イズ デー タ セン ター と 、 個 々 の エン ド ポ | セッ サ 、 Celeron &i3-i7 CPU 
イン ト デバ イス の 間 の セキ ュ ア な 双方 向 相互 接続 を 提供 し ます 。 デ ー タ ヤセ ンタ | を 搭載 し た 、Intel 製 の NUC が 
ー、 特 定 目的 で 構築 され た ホス ティ ング 施設 又は パブ リッ ク クラ ウド で の 展開 は | 含ま れ ま す 。 
除き ます 。 
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エッ ジ エン ド ポ 
イン ト 


物 の イン ター ネッ ト (「loT」) や 他 の セン サー 及び デー タ 収 集 シ ステ ム を 接続 す 
る 、 オ ン チッ プ や オン モジ ュー ル の シス テム な ど 、 軽 量 、 ロ ー コ スト 、 専 用 タ 
イプ の デバ イス を 備え た エン ド ポ イン ト で の 非 サ ー バ ー クラ ス ハー ドウ ェ ア で 
の み サ ポー ト さ れ ま す 。 デ ー タ セン ター、 特 定 目的 で 構築 され た ホス ティ ング 施 
設 又は パブ リッ ク クラ ウド で の 展開 は 除き ます 。 


デバ イス に は 、 デ ー タ 生成 ソ 
ー ス か ら の 入力 を 直接 受信 す 
る 、 専 用 目的 の オン チッ プ 
シス テム (「SoC」) や オン モ 
ジュ ー ル シス テム (「SoM」) 
ボー ド 、Atom ク ラス の プロ セ 
ッ サ な ど が 含ま れ ま す 。 ソ ー 
ス と し て は 、 キ オス ク や 小売 
店 の POS デ バイ ス な どの ヒ 
ュー マン イン ター フェ ー ス 
デバ イス が あり ます 。 


本 番 サ ー バ ー か ら の デー タ の 定期 的 な バッ クア ッ プ を 受信 する シス テム な ど 、 障 
害 回 復 の 目的 で 断続 的 に 使用 され る シス テム 又は 物理 ノー ド で の み サ ポー ト さ れ 
ます 。 た だ し 、 こ れ ら の 障害 回 復 シ ステ ム が 同じ サー ビス レベ ル (サブ スク リプ 
ショ ン の 付属 文書 、 第 2.4 条 (d) で 定め られ て いる も の ) と 構成 (ソケット ペア 、 
仮想 ゲス ト 、 コ ア な ど ) を 持っ て いる こと が 条件 と な り ま す 。 障 害 回 復 の ユー ス 
ケー ス に は 、 ア クティ ブ な ワー クロ ー ド の 実行 は 含ま れ ま せん 。 


適用 な し 


バッ クア ッ プ と 
アー カイ ブ 


バッ クア ッ プ と アー カイ ブ の 目的 で 使用 され る ソフ トウ ェ ア で の み サ ポー ト さ れ 
ます 。 


オフ ライ ン スト レー ジ デバ 
イス 


チー ム 向 け の 開 
発 者 サポ ー ト 


開発 用 途 の 、Red Hat Developer Support Teams サ ブス クリ プシ ョ ン に 含ま れる 
ソフ トウ ェ ア で の み サ ポー ト さ れ ま す 。 


適用 な し 


AI/ML 


(a) デ ー タ ウェ アハ ウス を 含む か 、 デ ー タ ウェ アハ ウス に アク セス し 、(b) 大 規模 な 
デー タ セ ッ ト の 分 析 を 通し て ロジ ッ ク を 学習 する か 作成 する と いう 技法 を 使用 し 
て いる と いう 条件 を 満た し て いる アプ リケーション だ け を サポ ー ト し ます 。 


適用 な し 


お 客 様 が (a) サ ポー ト 対 象 外 の 技術 か ら 標 準 的 な レッ ド ハ ッ ト 製 品 に 移行 する 場 
合 、 又 は (b) あ る レッ ド ハ ッ ト 製 品 の 一 つの バー ジョ ン か ら 同 じ レ ッ ド ハッ ト 製 品 
の 新しい バー ジョ ン に アッ プ グ レー ド す る 場合 の 暫定 的 な シナ リオ に 関し て サポ 
ー ト し ます 。 


適用 な し 


アド オン サブ 
スク リプ ショ ン 


アク ティ ブ な スタ ンダ ー ド お よび プレ ミア ムレ ベル の ベー ス サ ブ スク リプ ショ ン 
で の み サ ポー ト さ れ ま す (Bl: Red Hat Enterprise Linux Server Software 
Subscriptions お よび Red Hat OpenShift Container Platform) 


適用 な し 


以下 の (a) か ら (e) の いずれ か で 構成 され る 適格 学術 機関 に お いて 、 教 育 及び 学習 
目的 で 使用 する 場合 の み が サ ポー ト 対 象 と な り ま す 。(a) 教 員 、 職 員 ま た は 学生 
が 個人 で も し く は 学術 目的 に 使用 する ノー ト パ ソ コン また は デス クト ッ プ パソ コ 
ン 、(b) 教 員 、 職 員 ま た は 学生 が 一 般 教育 目的 で 利用 で きる パソ コン 室 、(c) 教 室 
の デス クト ッ プ 、(d) 技 術 ・ 研 究 用 の 研究 室 、(e) ソ フト ウェ ア 開 発 用 の 研究 室 。 
Red Hat Enterprise Linux — Academic Edition は 、 上 記 (a) か ら (e) に 記載 され て い 
る 目的 以外 で の 使用 で は サポ ー ト され ませ ん 。 適 格 学術 機関 は 国内 の 認定 機関 に 
より 認定 を 受け て いる 必要 が あり ます A: 米国 に お ける 認定 状況 は 
http://ope.ed.gov/accreditation/Search.aspx で 確認 で きま す ) 。 

注 : 上記 の よう な 不適 格 の 学術 目的 で Red Hat Enterprise Linux — Academic Server 
を 使用 され る 場合 、 標 準 の Red Hat Enterprise Linux サブ スク リプ ショ ン 料 金 が 
適用 され ます 。 


最低 で も 1.000 FTE 


ハイ パフ ォ ー マ 
ンス コン ピュ 
ー テ ィング 
(HPC) 


クラ スタ で 構成 され る 高 性 能 コ ン ピ ュ ー テ ィング (「HPC」) で 、 次 の 全て の 特 
性 を 備え た も の の み が サ ポー ト 対 象 と な り ま す 。(a) ク ラス タ は クラ スタ 内 の 
個々 の コン ピュ ー ト ノー ド に 送ら れる 数 値 計算 分 散 タ スク に 使用 され 、(b) ク ラ 
スタ は 、 複 数 組 の デー タ に つい て 数 値 計算 作業 を 実行 する こと で 、 特 定 の タス ク 
で 単 一 の エン ティ ティ また は シス テム と し て 機能 し (デー タベース 、Web アプ 
リケーション 、 ロ ー ド バラ ン シ ン グ 、 ま た は ファ イル サー ビン グ の 各 ク ラス タ 
を 稼働 させ る シス テム は HPC ノー ド と みな され ませ ん ) 、(Cc) 管 理 ノ ー ド また は 
ヘッ ド ノ ー ド の 数 が クラ スタ の ノー ド 総 数 の 4 分 の 1 を 超え ず 、(d) ク ラス タ 内 
の 全て の コン ピュ ー ト ノー ド が 同じ Red Hat Enterprise Linux 構成 で ある こと 。 
Red Hat Enterprise Linux for HPC Head Nodes (コン ピュ ー ト ノー ド の 管理 用 の 
オプ ショ ン で ある ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン ) を 同じ クラ スタ の コン ピ 
ュー トノ ー ド 用 の Red Hat Enterprise Linux for HPC Compute Nodes の ソフ トウ 
ェ ア サブ スク リプ ショ ン と 組み 合わ せる 場合 、 コンピュ ー ト ノー ド は ヘッ ド ノ 
ー ド の サー ビス レベ ル (製品 付属 文書 第 2.3 条 (d) に 定め る も の ) を 継承 し ます 。 


1 クラ スタ あたり 最低 で も 4 
個 の 物理 ノー ド 


グリ ッ ド 


コン ピュ ー ト グリ ッ ド 内 の み が サ ポー ト 対 象 と な り 、「 グ リッ ド 」 と は 、 次 の 
特徴 を 備え た クラ スタ を 意味 し ます 。(a) ク ラス タ 内 の 全て の ノー ド が 同じ Red 
Hat Enterprise Linux 構成 で あり 、(b) ク ラス タ が 一 つの アプ リケーション を 稼働 
させ て いる か 、 一 つの ジョ ブス ケ ジ ュ ー ラ に よっ て シス テム 群 が 制 御 さ れ て お 
り 、(c) ワ ー ク ロー ド が ジョ ブス ケ ジ ュ ー ラ に よっ て クラ スタ に 送ら れ 、(d) ワ ー 
クロ ー ド が クラ スタ 内 の ノー ド 全 体 に 配布 され る 一 つの アプ リケーション 内 に 維 
持 さ れ 、(e) ワ ー ク ロー ド が イン タラ クティ ブ で は な く 、(⑪) ク ラス タ 全 体 の 本 番 
稼働 休止 と 上 は 、 ク ラス タ の ノー ド の 309%% が ワー クロ ー ド を 処理 で き な い 状態 と 
定義 され て いる こと 。 こ の サポ ー ト 対象 と な る ユー スケ ー ス に は 、 デ ー タ ベー 
ス 、Web アプ リケーション 、 ロ ー ド バラ ン シ ン グ 、 ま た は ファ イル サー ビス を 
稼働 させ る ノー ド は 含ま れ ま せん 。 


1 クラ スタ あたり 最低 で も 50 
個 の ソケット ペア 


(c) Development and Production Uses. This Section 1.2(c) (c) 
describes four types of Activities (Demonstration Activities; 
Coding and Testing Activities; 


Individual 


Anf XE 1 
(ARE) 


Multi-User 
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開発 及び 本 番 用 途 。 この 第 1.2 条 (c) で は 、 4 種類 の アク ティ ビ テ イィ に 
つい て 説明 し ます (デモ ンス トレ ーション の アク ティ ビ テ ィ 、 個人 の コー デ 
ィング と テス ティ ング アク ティ ビ テ ィ 、 マル チ ユ ー ザ ー 開 発 、 テ スト 
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Table 1.2(c): Development and Production Uses 


Red Hat Enterprise Linux and 
associated products (Exhibit 1.A) 


Development, Test and Integration Activities; and 
Deployment Activities). As described in Table1.2(c), each of 
the Activities is categorized as either a Development Use or 
a Production Use, based on the Red Hat Product to which 
the Activities are associated. “Development Use" consists 
of the Activities set forth in Table 1.2(c) below based on the 
Red Hat Product lines; and also includes creating software 
that functions as an extension to or an integration with a Red 
Hat Product (e.g. OpenShift operator or Ansible 
integrations). “Production Use" consists of those Activities 
identified as Production set forth in the Table below and any 
use other than for Development Use. These defined terms 
are used in numerous Red Hat Product Use Cases in the 
attached Exhibits. Notwithstanding anything to the contrary, 
Development Use and Production Use both exclude 
Unauthorized Subscription Services Uses (defined in 
Section 1.2(h) below. 


Development Use 


Development Use 


及び 統合 アク ティ ビ テ ィ 、 及 び 展 開 ア クティ ビ ティ ) 。 表 1.2(c) 
に 示す と お り 、 それ ぞ れ の アク ティ ビ テ イィ は 、 その アク ティ ビ テ ィ が 関連 付 
けら れ て いる Red Hat の 製品 に 基づき 、 開発 用 途 と 本 番 用 途 の い ず 
れ か に 分 類 さ れ ま す 。「 開 発 用 途 ]」 は 、 次 に 示す 表 1.2(c) の レッ ド 八 
ッ ト 製品 ライ ン に 基づい て 定め られ た アク ティ ビ テ イィ から 構成 され て お 
り 、 Red Hat 製 品 へ の 拡張 機能 また は 統合 と な る ソフ トウ ェ ア の 作成 
も 含ま れ ま す (た と えば OpenShift オ ペレ ー タ 又は Ansible 統 合 機 
BE) 。「 本 番 用 途 ]」 は 、 次 の 表 で 定め られ て いる 本 番 と し て 識別 され 
る アク ティ ビ テ ィ と 、 開発 用 途 以外 の すべ て の 用 途 か ら 構成 され ます 。 
これ ら の 定義 済み 用 語 は 、 添付 され て いる 別紙 内 の 多数 の レッ ド 八 
ッ ト 製 品 で 使用 され て いま す 。 これ と 異な る 定め が あっ て も 、 許可 され 
て いな い サ ブス クリ プシ ョ ン サ ービス (下記 の 第 1.2 条 (h) で 定義 ) の 


使用 は 、 開発 用 途 と 本 番 用 途 用 途 の どちら か ら も 除外 され ます 。 


Development Use Production Use 


All other Red Hat Products 
(Exhibits 1.B, 1.C, and 1.D) 


Development Use 


Development Use 


Production Use Production Use 


表 1.2(c): 開発 及び 本 番 用 途 


Red Hat Enterprise Linux 及 び 関 


au eves 開発 用 途 開発 用 途 開発 用 途 AGE 
他 の すべ て の レッ ド ハ ッ ト 製 品 ; 8 ; 
(別紙 1.B、1.C、 及 び 1.D) ea Mk da AENA 


(d) Support Levels. You agree not to use Software (d) サポ ー ト レベ ル 。 お客様 は 、 ご 購入 に な っ た サポ ー ト サー ビ 


(@) 


(f) 


Anf E 1 


Subscriptions with support service levels, such as Standard 
and/or Premium, (as described in Section 2.4(c) below) 
higher than the support levels (e.g. Self-support and/or 
Standard) you have purchased. For example, Clusters of 
Systems all require the highest level support for that given 
Cluster. 


Transferring Subscriptions. You may transfer, migrate or 
otherwise move Software Subscriptions provided you are 
accountable for the number and types of Units associated 
with the Software Subscriptions. 


Scope of Use of Subscription Services. The Agreement 
(including pricing) is premised on the understanding that you 
will use Subscription Services only for your internal use 
(which may include Affiliates). Your internal use may include 
running a web site and/or offering your own software as a 
Service, provided that such use (a) does not include a 
distribution, sale or resale of any of the Subscription Services 
and (b) provides as the primary component of the web site 
or service a material value added application other than the 
Subscription Services. However, providing the Subscription 
Services to, or using them for the benefit of, a third party (for 
example, using Subscription Services to provide hosting 
Services, managed services, Internet service provider (ISP) 
services, or third party access to or use of the Subscription 
Services) is a material breach of the Agreement. 


Subscription Services may be used by third parties acting on 
your behalf, such as contractors or outsourcing vendors 
provided. You (i) are fully responsible for the activities and 
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スレ ベル ( 例 : セル フサ ポー ト 及 び / ま た は スタ ンダ ー ド ) よ 
り も 高い サポ ー ト サー ビス レベ ル (Bl : 以下 の 第 2.4 条 (c) に 
記載 の 、 ス タン ダー ド 及 び / ま た は プレ ミア ム ) の ソフ トウ 
ェ ア サブ スク リプ ショ ン を 利用 し な いこ と に 同意 し ます 。 
例え ば 、 シス テム の クラ スタ すべ て に 、 そ の クラ スタ の 最高 
レベ ル の サポ ー ト か が 必要 で す 。 


サブ スク リプ ショ ン の 移行 。 お 客 様 は 、 ソ フト ウェ ア サブ 
スク リプ ショ ン に 付随 する ユニ ッ ト の 数 量 及び 種類 に 関し 
て お 客 様 が 責任 を 負う と いう こと を 条件 と し て 、 ソ フト ウェ 
ア サブ スク リプ ショ ン を 移動 、 移 行 、 又 は その 他 移 転 さ せ 
る こと が で きま す 。 


サブ スク リプ ショ ン サー ビス の 利用 範囲 。 本 契約 (価格 設 
定 を 含む ) は 、 お 客 様 の 内 部 利用 (関連 会 社 を 含む ) に の み 
サブ スク リプ ショ ン サー ビス を 利用 する と の 了解 を 前 提 と 
し た も の で す 。 お 客 様 の 内 部 利用 に は 、 ウ ェ ブ サイ ト の 運営 
や お 客 様 ご 自身 の ソフ トウ ェ ア を サー ビス と し て 提供 する 
場合 な ども 含ま れ ま す が 、 そ の よう な 利用 に お いて は 、(a) サ 
ブス クリ プシ ョ ン サー ビス 自体 の 配布 、 販 売 も し く は 再販 
を 伴わ な いこ と 、 及び (b) 当該 ウェ ブサ イト また は サー ビス 
の 主たる 構成 要素 と し て サブ スク リプ ショ ン サー ビス 以外 
の 実質 的 な 付加 価値 を 有する アプ リケーション の 提供 が 行 
われ る こと が 条件 と な り ま す 。 た だ し 、 サ ブス クリ プシ ョ ン 
サー ビス を 第 三 者 に 提供 する こと 、 ま た は 第 三 者 の 利益 の た 
め に 利用 する こと (た と えば 、 ホ ステ ィング サー ビス 、 マ ネ 
ー ジ ドサ ービス 、 イ ンタ ーネット サー ビス プロ バイ ダ (ISP) 
サー ビス を 提供 する た め 、 ま た は 第 三 者 が サブ スク リプ ショ 
ン サー ビス に アク セス し も し く は 利用 で きる よう に する た 
め に サブ スク リプ ショ ン サー ビス を 利用 する こと ) は 、 本 
契約 の 重大 な 違反 と な り ま す 。 

サブ スク リプ ショ ン サー ビス は 、 委 託 業者 また は 外注 先 な 
ど お 客 様 の 代行 を する 第 三 者 も 利用 で きる も の と し ます 。 お 
客 様 は 、() お 客 様 の 代理 と し て 行動 する 当該 第 三 者 の 活動 及 
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omissions of the third parties acting on your behalf and (ii) in 
the case of a migration to a third party cloud or hosting 
provider, are qualified for and comply with the terms of the 
Red Hat Cloud Access program as set forth in Section 3 
below. 


Unauthorized Use of Subscription Services. Any 
unauthorized use of the Subscription Services is a material 
breach of the Agreement. Unauthorized use of the 
Subscription Services includes: (a) only purchasing or 
renewing Subscription Services based on some of the total 
number of Units, (b) splitting or applying one Software 
Subscription to two or more Units, (c) providing Subscription 
Services (in whole or in part) to third parties, (d) using 
Subscription Services in connection with any redistribution of 
Software or (e) using Subscription Services to support or 
maintain any non-Red Hat Software products without 
purchasing Subscription Services for each such instance 
(collectively, “Unauthorized Subscription Services 
Uses’). 


Subscription Start Date. Unless otherwise agreed in an 
Order Form, Subscription Services will begin on the earlier 
of the date you purchase or first use the Subscription 
Services. 


End User and Open Source License Agreements. The 
Red Hat Software is governed by the End User License 
Agreements (“EULAs”) set forth at 
www.redhat.com/agreements. Software Subscriptions and 
Subscription Services are term-based and will expire if not 
renewed. This Agreement establishes the rights and 
obligations associated with Subscription Services and is not 
intended to limit your rights to software code under the terms 
of an open source license. 


Red Hat Software Subscription Bundles. Red Hat offers 
combinations of Software Subscriptions with complementary 
feature sets and price discounts (“Bundle(s)”). The basis of 
the fees for these Bundles is the combined use of such 
Software Subscriptions on a single Unit. When any of the 
combined Software Subscriptions are used independently 
from the Bundle, the fees for such independent usage will be 
Red Hat’s standard fees associated with the Unit for the 
particular Software Subscription. 


Usage Related Information. As part of the Subscription 
Services, information related to use of the Software may be 
transmitted to Red Hat. That information may be used for 
purposes of providing support and upgrades, optimizing 
performance or configuration, minimizing service impacts, 
identifying and remediating threats, troubleshooting, 
improving the offerings and user experience, responding to 
issues and for billing purposes pursuant to the Agreement. 
Additional details related to the type of information collected 
and the methods by which you may opt out of the data 
collection are provided in the specific Red Hat Product 
documentation. 
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び 不 作為 に つい て 全 責 任 を 負い 、 か つ (⑪ 第 三 者 の クラ ウド 
また は ホス ティ ング プロ バイ ダ へ の 移行 の 場合 、 お 客 様 が 第 
3 条 に 定め る レッ ド ハ ッ ト クラ ウド アク セス プロ グラ ム 
へ の 参加 資格 を 有 し 、 同 プロ グラ ム の 条件 を 遵守 する こと が 
条件 と な り ま す 。 


サブ スク リプ ショ ン サー ビス の 不正 な 利用 。 サ ブス クリ プ 
ショ ン サー ビス を 不正 に 利用 する こと は 、 本 契約 に 対す る 
重大 な 違反 と な り ま す 。 サ ブス クリ プシ ョ ン サー ビス の 不 
正利 用 に は 、(a)J ユ ニッ ト 総 数 の 一 部 に つい て し か サブ スク 
リプ ショ ン サー ビス を 購入 も し く は 更新 し な いこ と 、(b)1 
つの ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン を 2 つ 以 上 の ユニ ッ 
ト に 分 割 し 、 又 は 適用 する こと 、(c) 第 三 者 に サブ スク リプ シ 
ョ ン サー ビス を (全部 又は 一 部 ) 提供 する こと 、(d) 本 ソフ 
トウ ェ ア の 再 配布 に 関連 し て サブ スク リプ ショ ン サー ビス 
を 利用 する こと 、 又は (e) そ の 都度 サブ スク リプ ショ ン サー 
ビス を 購入 する こと な く レ ッ ド ハッ ト 以 外 の ソフ トウ ェ ア 
製品 の サポ ー ト も し く は メン テ ナ ン ス に サブ スク リプ ショ 
ン サー ビス を 利用 する こと が 含ま れ ま す (併せ て 「 サ ブス 
クリ プシ ョ ン サー ビス の 不正 な 利用 」 と 呼び ます ) 。 


サブ スク リプ ショ ン の 開始 日 。 ご 注文 用 紙 に お いて 別段 の 
合意 を し て いな い 限 り 、 サ ブス クリ プシ ョ ン サー ビス は ご 
購入 日 また は 初回 ご 利用 日 の いずれ か 早い 日 に 開始 し ます 。 


エン ド ユ ー ザ ー ラ イセ ンス 契約 及び オー プン ソー スラ イセ 
ンス 契約 。 レッド ハッ ト の ソフ トウ ェ ア に 対し て は 、 
www.redhat.com/agreements に 記載 され て いる エン ド ユ ー ザ ー ラ 
イセ ンス 契約 (EULAD が 適用 され ます 。 ソ フト ウェ ア サブ 
スク リプ ショ ン 及 び サ ブス クリ プシ ョ ン サー ビス は 有期 で 
あり 、 更新 され な けれ ば 失効 し ます 。 本 契約 は 、 サ ブス クリ 
プシ ョ ン サー ビス に 関連 する 権利 義務 を 定め た も の で あ 
り 、 オ ー プ ン ソ ー ス ライ セン ス の 規約 に 基づく お 客 様 の ソー 
スコ ー ド に 係る 権利 を 制限 し よう と し た も の で は あり ませ 
ん 。 


レッ ド ハ ッ ト ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン バン ド 
ル 。 レッ ド ハ ッ ト で は 、 補 完 的 な 機能 を 有する 複数 の ソフ ト 
ウェ ア サブ スク リプ ショ ン を 組み 合わ せ た も の を 割引 価格 
に て 提供 し て いま す (以下 「 バ ンド ル 」 と いう ) 。 バン ドル 
の 料金 は 、 そ れ ら の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン が 1 
つの ユニ ッ ト で 組み 合わ せ て 使用 され る こと を 前 提 に 設定 
され て いま す 。 組み 合わ せ に な っ て いる ソフ トウ ェ ア サブ 
スク リプ ショ ン の いずれ か が バン ドル か ら 切 り 離 され て 単 
独 で 利用 され た 場合 、 そ の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ 
ン の ユニ ッ ト に 関連 付け られ て いる レッ ド ハ ッ ト の 標準 料 
金 が 単独 で の 利用 料金 と な り ま す 。 


使用 方 法 に 関連 する 情報 。 サ ブス クリ プシ ョ ン サー ビス の 
一 部 と し て 、 ソ フト ウェ ア の 使用 方 法 に 関連 し た 情報 が レッ 
ド ハ ッ ト に 送信 され る こと が あり ます 。 そ の よう な 情報 は 、 
サポ ー ト と アッ プ グ レー ド の 提供 、 パ フォ ー マ ン ス 又 は 構成 
の 最適 化 、 サ ービス に 対す る 影響 の 最小 化 、 脅威 の 識別 と 救 
済 措置 、 ト ラブ ル シ ュ ー テ ィング 、 提 供 内 容 と ユー ザー エ 
クス ペリ エン ス の 改善 、 問題 へ の 対応 、 及び 契約 に 従っ た 課 
金 を 目的 と し て 用 いら れ ま す 。 収集 され る 情報 の タイ プ と 、 
デー タ 収 集 を オプ ト アウ ト す る 方 法 に 関連 し た 詳細 な 内 容 
は 、 特 定 の レッ ド ハ ッ ト 製 品 の 文書 に 記載 され て いま す 。 
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Subscription Service Support Terms 


Trials and Evaluations. Red Hat may offer Trial and/or 
Evaluation Subscriptions for trial or evaluation purposes and 
not for Production Use. Trial or Evaluation Subscriptions may 
be provided with limited or no support and/or subject to other 
limitations. If you use the Trial or Evaluation Subscription(s) 
for any purpose other than trial or evaluation, you are in 
violation of this Agreement and are required to pay the 
applicable subscription fees for such use in accordance with 
Section 1 above, in addition to any and all other remedies 
available to Red Hat. 


Developer Subscriptions. Red Hat may offer Developer 
Subscriptions for Development Use and not for Production 
Use. Developer Subscriptions may be provided with limited 
or no support and/or subject to other limitations. If you use 
the Developer Subscription(s) for any purpose other than 
Development Use, you are in violation of this Agreement and 
are required to pay the applicable subscription fees for such 
use in accordance with Section 1 above, in addition to any 
and all other remedies available to Red Hat. 


Red Hat Developer Subscription for Teams. Red Hat 
Developer Subscription for Teams provides access to 
Software for numerous Red Hat Products (excluding Red Hat 
OpenShift Container Platform), on a self-supported basis 
only for Development Use on up to 25,000 Physical or Virtual 
Nodes. You may purchase Support Add-ons for certain Red 
Hat Products contained in the Red Hat Developer 
Subscription for Teams. If you provide Red Hat with personal 
information in the form of a list(s) to create accounts on a 
batch or bulk basis, you represent to Red Hat that you have 
the required consents of the individuals on such lists to be 
added to the appropriate Red Hat systems. 


Support from a Business Partner. If you purchase 
Software Subscriptions that include support provided by an 
authorized Red Hat Business Partner (not by Red Hat) then 
Section 2.4 does not apply to you and you should work with 
your Business Partner to obtain support services. Section 2.4 
only applies if you have purchased Software Subscriptions 
with Support provided by Red Hat. 


Support from Red Hat. 

Development Support. Certain Software Subscriptions 
include Development Support. “Development Support” 
consists of assistance with architecture, design, 
development, prototyping, installation, usage, problem 
diagnosis and bug fixes, in each case, for the applicable 
Software when used for Development Use. Requests for 
deployment and maintenance assistance and/or assistance 
for Production Use are not included within the scope of 
Development Support, but may be available on a consulting 
basis under the terms of a separate agreement. 


Production Support. Certain Software Subscriptions 
include Production Support. "Production Support" consists 
of assistance with installation, application testing, usage, 
problem diagnosis and bug fixes, in each case, for the 
applicable Software when used for Production Use. 
Production Support does not include assistance with (i) code 
development, system design, network design, architectural 
design, optimizations, tuning recommendations, 
development or implementation of security rules or policies, 
(ii) third party software made available with Red Hat 
Software, (iii) software on the supplementary, optional or 
Extra Packages for Enterprise Linux (“EPEL”) channels or 
(iv) preview technologies. 
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サブ スク リプ ショ ン サー ビス サポ ー ト 条件 


トラ イア ル と 評価 。 レ ッ ド ハッ ト は 、 本番 用 途 で は な く ト ラ 
イア ル や 評価 用 に トラ イア ル 又 は 評価 サブ スク リプ ショ ン 
を 提供 する こと が あり ます 。 ト ライ アル 又は 評価 サブ スク リ 
プシ ョ ン の 提供 に 際 し て は サポ ー ト が 限定 的 な 場合 や 付属 
し な い 場 合 、 及 び / 又 は 他 の 制約 が 課さ れる 場合 が あり ます 。 
お 客 様 は 、 ト ライ アル 又は 評価 以外 の 目的 で トラ イア ル 又 は 
評価 サブ スク リプ ショ ン を 利用 する 場合 、 本 契約 に 違反 する 
こと に な り 、 レ ッ ド ハッ ト が 利用 で きる その 他 一 切 の 救済 に 
加え 、 第 1 条 に 従っ て 当該 利用 方 法 に 適用 され る サブ スク 
リプ ショ ン 料 金 を お 支払 いい た だ く 必 要 が あり ます 。 


Developer サ ブス クリ プシ ョ ン 。HRed Hat で は 、 開 発 用 途 向 
け に Developer サ ブス クリ プシ ョ ン を 提供 する こと が あり 
ます 。 こ れ は 本 番 用 途 向 け で は あり ませ ん 。Developer サ ブ 
スク リプ ショ ン の 提供 に 際 し て は サポ ー ト が 限定 的 な 場合 
や 付属 し な い 場 合 、 及 び / 又 は 他 の 制約 が 課さ れる 場合 が あ 
り ま す 。 お 客 様 は 、 開 発 用 途 以 外 の 目的 で Developer サ ブス 
クリ プシ ョ ン を 利用 する 場合 、 本 契約 に 違反 する こと に な 
り 、 レ ッ ド ハッ ト が 利用 で きる その 他 一 切 の 救済 に 加え 、 第 
1 条 に 従っ て 当該 利用 方 法 に 適用 され る サブ スク リプ ショ 
ン 料 金 を お 支払 いた だ く 必 要 が あり ます 。 


Red Hat Developer サ ブス クリ プシ ョ ン for Teams. Red 
Hat Developer サ ブス クリ プシ ョ ン for Teams で は 、 最 大 
25,000 の 物理 又は 仮想 ノー ド に 置か れ た 、 開 発 用 途 で の み 
使用 で きる 多数 の レッ ド ハ ッ ト 製 品 向 け リ ソフ トウ ェ ア に 、 セ 
ルフ サポ ー ト ベー ス で アク セス で きま す (Red Hat 
OpenShift Container Platform は 除き ます ) 。 お 客 様 は 、Red 
Hat Developer サ ブス クリ プシ ョ ン for Teams に 含ま れ て い 
る 特定 の Red Hat 製 品 用 サポ ー ト アド オン を 購入 する こと 
が で きま す 。 バ ッ チ また は バル クベ ー ス で アカ ウン ト を 作成 
する た め に お 客 様 が 個人 情報 を リス ト の 形 で レッ ド ハ ッ ト 
に 提供 する 場合 、 お客 様 は レッ ド ハ ッ ト に 対し 、 該 当 す る レ 
ッ ド ハッ ト の シス テム に 追加 され る こと に つい て 、 当 該 リ ス 
ト に 掲載 され て いる 個人 か ら 必 要 な 同意 を 得 て い る こと を 
表明 する も の と し ます 。 


ビジ ネス パー トナ ー に よる サポ ー ト 。 ご 購入 に な っ た ソフ 
トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン に 含ま れ て いる サポ ー ト が 、 
(レッ ド ハ ッ ト で は な く ) レッ ド ハ ッ ト の 正規 ビジ ネス パー 
トナ ー が 提供 し て いる も の で ある 場合 、 第 2.4 条 は お 客 様 に 
は 適用 され ず 、 サ ポー ト サ ー ビ ス を 受け る に は お 客 様 の ビジ 
ネス パー トナ ー に お 問い 合わ せく だ さい 。 第 2.4 条 は 、 お客 
様 が レッ ド ハ ッ ト の 提供 する サポ ー ト 付き の ソフ トウ ェ ア 
サブ スク リプ ショ ン を 購入 され た 場合 に の み 適 用 され ます 。 


レッ ド ハ ッ ト に よる サポ ー ト 。 

開発 サポ ー ト 。 一 部 の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン に 
は 開発 サポ ー ト が 含ま れ て いま す 。「 開 発 サ ポー ト 」 は 、 ア 
ー キ テク チャ 、 デ ザイ ン 、 開 発 、 プ ロト タイ ピン グ 、 イ ンス 
トー ル 、 利用 、 問題 の 診断 及び バグ の 修正 (いずれ の ケー ス 
も 開発 用 途 に 利用 され る 場合 ) の 支援 か ら な り ま す 。 展開 及 
び メ ン テ ナ ンス の 支援 及び / 又 は 本 番 用 途 で の 支援 の リク エ 
スト に つい て は 、 開発 サポ ー ト の 範囲 に 含ま れ ま せん が 、 個 
別 契 約 の 条件 に 基づき 個別 コン サル ティ ング の 形 で ご 利用 
いた だ ける 場合 が あり ます 。 


本 番 サ ポー ト 。 一 部 の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン に 
は 本 番 サ ポー ト が 含ま れ て いま す 。「 本 番 サ ポー ト 」 は 、 イ 
ンス トー ル 、 ア プリ ケー ショ ン の テス ト 、 利用 、 問題 の 診 
及び バグ の 修正 (いずれ の ケー ス も 本 番 用 途 に 利用 され る 場 
合 ) の 支援 か ら な り ま す 。 本 番 サ ポー ト に は 、() コ ー ド 開発 、 
シス テム 設計 、 ネ ットワーク 設計 、 ア ー キ テク チャ 設計 、 最 
適 化 、 チ ュー ニン グ の 推奨 、 セ キュ リティ 規則 又は 方 針 の 策 
定 も し く は 導入 の 支援 、(i) レッ ド ハ ッ ト の ソフ トウ ェ ア と 
と も に 利用 可能 と な る 第 三 者 の ソフ トウ ェ ア に 関す る 支援 、 
(0 追加 の チャ ン ネ ル 、 オ プシ ョ ン と な る チャ ン ネ ル も し く 
は Extra Packages for Enterprise Linux (「EPEL」) チャ ン 
ネル 上 の ソフ トウ ェ ア に 関す る 支援 、 又 は (iv) プ レビ ュー 技 
術 に 関す る 支援 は 含ま れ ま せん 。 
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Support Coverage. Support is provided in the English 
language but may be available in other languages based on 
available resources. Red Hat does not provide support for 
(a) any underlying infrastructure or for any third party 
products; (b) Software that (i) you (or a third party) have 
modified or recompiled, (ii) is running on hardware or 
platforms that are not Supported Configurations or (iii) is not 
running in its Supported Use Case. You are responsible for 
testing the Software before deploying it in your environment, 
backing up your systems on a regular basis and having those 
backups available if needed for support purposes. Except as 
otherwise expressly stated, Support does not include data 
migration or data recovery support. Unless otherwise agreed 
in writing, Support does not include remote access by Red 
Hat personnel to your network and/or systems. 


Service Level Guidelines. Red Hat will use commercially 
reasonable efforts to provide Support at one or more of the 
following support levels, depending on the Red Hat Product: 
Self-support (limited offering), Standard or Premium, as set 
forth at 
https://access.redhat.com/support/offerings/production/sla. 


Obtaining Support. To receive Support, you must provide 
Red Hat with sufficient information to validate your 
entitlement to the relevant Support. Certain Support is 
provided only during Red Hat’s local standard business 
hours. You may contact Red Hat through your designated 
Support Contacts. You may designate up to the number of 
contacts described at 
https://access.redhat.com/support/offerings/production/cont 
acts . 


Software Subscription Lifecycle. During the life cycle of 
Software, the scope of Software Maintenance and Support 
evolves and, after a number of years, we discontinue 
Software Maintenance and Support for older versions of 
Software. The life cycle for Software Maintenance and 
Production is described at 
https://access.redhat.com/support/policy/update_policies.ht 
ml and in applicable Exhibit(s). For certain versions of 
Software, you may purchase Extended Update Support 
(“EUS”) and/or Extended Life Cycle Support (“ELS”) Add-On 
Subscription(s) to extend your Subscription Services as 
further described at 
https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata/. 


Cloud Access: Deploying Software Subscriptions 
in a Public Cloud 


Enabling Eligible Subscriptions for use in a Public 
Cloud. You may deploy Red Hat Software Subscriptions in 
a Vendor’s Cloud under the Cloud Access program if you 
have a sufficient number of Software Subscriptions, provided 
such Software Subscriptions do not have Units that are 
solely based on physical attributes as further described at 
the Red Hat Subscription Management Customer Portal 
(https://access.redhat.com/management/cloud). The 
deployment of Software Subscription(s) for use in a Vendor's 
Cloud does not change the start date or the duration of the 
original Software Subscription(s). This means that when your 
Software Subscription expires, your access to the Software 
Subscription deployed in the Vendor’s Cloud will cease, 
unless renewed. 


Cloud Usage Reporting. You consent to a Vendor reporting 
to Red Hat your usage of Red Hat Software Subscriptions in 
the Vendor’s Cloud. 
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サポ ー ト の 対象 範囲 。 サポ ー ト は 英語 で 提供 し て いま す が 、 対応 可能 
な リソー ス が ある 場合 に は 他 言 語 で も ご 利用 いた だ ける 場合 が あり ま 
す 。 レッ ド ハ ッ ト は 、 (a) 基 盤 と な る イン フラ スト ラク チャ また は 第 三 者 の 
製品 、 (b) 本 ソフ トウ ェ ア の うち (1) お客様 (も し く は 第 三 者 ) が 改変 も 
し く は 再 コ ソ パ イル を 行っ た も の 、 (ii) サ ポー ト さ れる 構成 で は な い ハ ー ド 
ウェ ア も し く は プラ ッ ト フ ォ ー ム で 稼働 し て いる も の 、 また は (ii) サ ポー ト さ 
れる ユー スケ ー ス で 稼働 し て いな いも の に つい て は 、 サポ ー ト を 提供 し て 
お り ま せん 。 お 客 様 は 、 お 客 様 の 環境 へ の 展開 前 に 本 ソフ トウ ェ ア の 
テス ト を 行い 、 定期 的 に お 客 様 の シス テム の バッ クア ッ プ を 取り 、 サポ 
ー ト に 必要 な 場合 は それ ら の バッ クア ッ プ を 提供 する 責任 を 負い ます 。 
別段 の 明示 的 な 記載 が ある 場合 を 除き 、 サポ ー ト に は デー タ 移 行 ま 
た は デー タリ カバ リ の サポ ー ト は 含ま れ ま せん 。 書面 に よる 別段 の 合意 
が な い 限 り 、 レッ ド ハ ッ ト の 人 員 に よる お 客 様 の ネッ トワ ー ク 及び / 又 は 
シス テム へ の リモ ー ト アク セス は サポ ー ト に 含ま れ ま せん 。 


サー ビス レベ ル の ガイ ドラ イン 。 レッ ド ハ ッ ト は 、 レッド ハ 
y F 製 品 に 応 じ て 
https://access.redhat.com/support/offerings/production/sla 
に 記載 され て いる セル フサ ポー ト (限定 的 サー ビス ) 、 スタ 
ンダ ー ド また は プレ ミア ム の うち 1 つ 以 上 の サポ ー ト レベ 
ル で サポ ー ト を 提供 で きる よう 、 商 業 的 に 合理 的 な 努力 を 払 
いま す 。 


サポ ー ト の 取得 。 サポ ー ト を 受け る に は 、 そ の サポ ー ト を 受 
ける 権利 を お 持ち で ある こと を 確認 する た め の 十 分 な 情報 
を ご 提供 いた だ か な けれ ば な り ま せん 。 一 部 の サポ ー ト に つ 
いて は レッ ド ハ ッ ト の 現地 営業 時 間 内 の み の 提 供 と な り ま 
す 。 レッ ド ハ ッ ト へ の ご 連絡 は 、 ご 指定 の サポ ー ト 連絡 担当 
者 を 通じ て 行う こと が で きま す 。 お 客 様 は 、 

https://access.redhat.com/support/offerings/production/cont 
acts に 記載 され て いる 人 数 まで 連絡 担当 者 を ご 指定 いた だ 
け ま す 。 


ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン の ライ フサ イク ル 。 本 ソ 
フト ウェ ア の ライ フサ イク ル 期 間 中 、 ソ フト ウェ ア メン テ 
ナン ス 及 び サ ポー ト の 範囲 は 常に 変化 し 、 何 年 か の 後に 本 ソ 
フト ウェ ア の 古い バー ジョ ン か ら ソ フト ウェ ア メン テ ナ ン 
ス 及 び サ ポー ト が 終了 し ます 。 ソ フト ウェ ア メン テ ナ ン ス 
及び サポ ー ト の ライ フサ イク ル は 
https://access.redhat.com/support/policy/update policies.ht 
ml に 記載 され て お り 、 該 当 す る 別紙 に 記載 され る こと も あ 
YET, 本 ソフ トウ ェ ア の 特定 の バー ジョ ン に 関し て お 客 様 は 、 
https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata/[= T 
詳 述 され て いる と お り 、 お 客 様 が お 持ち の サブ スク リプ ショ ン サー ビス 
の 期間 を 延長 する た め に 、 Extended Update Support (「EUS」) 
お よび ン ま た は Extended Life Cycle サ ポー ト ( TELS] ) ア 
ド オ ン サブ スク リプ ショ ン を 購入 する こと が で きま す 。 
クラ ウド アク セス : パ ブリ ッ ク ク ラウ ド へ の ソフ トウ ェ ア サブ スク 
リプ ショ ン の 展開 


パブ リッ ク クラ ウド で 使用 する た め に 適格 サブ スク リプ 
ショ ン を 有効 化す る 。 お 客 様 は 、 十 分 な 数 の ソフ トウ ェ ア サ 
ブス クリ プシ ョ ン を お 持ち の 場合 クラ ウド アク セス プロ 
グラ ム に 基づい て ベン ダー の クラ ウド に Red Hat ソフ ト 
ウェ アサ ブス クリ プシ ョ ン を 展開 する こと が で きま す 。 た だ 
し 、 レ ッ ド ハッ ト サブ スク リプ ショ ン 管 理 用 カス タマ ー ポ 
ー タ ル (https://access.redhat.com/management/cloud) で 詳 
し く 記 述 さ れ て いる 物理 的 属性 の み に 基づく ユニ ッ ト を 持 
た な いこ と が 条件 と な り ま す 。 ベ ンダ の クラ ウド で 適格 サブ 
スク リプ ショ ン 利 用 する た め に ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ 
ショ ン を 展開 し て も 、 当 初 の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ シ 
ョ ン の 開始 日 及び 存続 期間 は 変わ り ま せん 。 つま り 、 お 客 様 
の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン が 失効 する と 、 更 新 が 
行わ れ な い 限 り 、 ベ ンダ の クラ ウド 内 で 展開 され た ソフ トウ 
ェ ア サブ スク リプ ショ ン へ の アク セス 権 も 終了 し ます 。 


クラ ウド で の 利用 状況 報告 。 お 客 様 は 、 ベ ンダ の クラ ウド で 
の お 客 様 の レッ ド ハ ッ ト ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン 
の ご 利用 状況 に つい て 、 ベ ンダ か ら レ ッ ド ハッ ト に 報告 が 行 
われ る こと を 承諾 し ます 。 
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Public Cloud Terms of Service. Through the Cloud Access 
program, you may obtain access to Software images and/or 
updates to the Software, if and when available, either (a) via 
new images obtained from the Vendor's Cloud or (b) from a 
Red Hat Portal. Certain information (such as Software 
related notices) may only be available to you via the Red Hat 
Portal. Payments to Red Hat for Software Subscriptions do 
not include any fees that may be due to the Vendor for the 
Vendor's Cloud services. Red Hat is not a party to your 
agreement with the Vendor and is not responsible for 
providing access to the Vendor's Cloud or performing any 
other obligations of the Vendor. The Vendor is solely 
responsible and liable for the Vendors Cloud. Red Hat may 
have a support relationship with the Vendor that enables Red 
Hat and the Vendor to collaborate and you consent to Red 
Hat and the Vendor sharing information for the purpose of 
providing Services including your Software Subscriptions 
and related Support. Red Hat will provide Support to you for 
each Eligible Subscription pursuant to this Agreement. 
Certain software components or functionality of the Software 
contained in the original Software Subscription (or Add-on 
Subscription) may not be available or supported when used 
in the Vendor's Cloud. 


Vendor Specific Services. Vendors may offer other 
services, offerings or commitments related to their Clouds, 
which may include the provision of services by US only 
personnel, compliance with various legal regimes or other 
Vendor Cloud specific obligations. Notwithstanding what 
may be offered by a Vendor, the Software Subscriptions are 
not provided subject to the terms of those Vendor offerings, 
and any Vendor offerings solely related to the Cloud itself 
and not to the Software Subscriptions operated on the Cloud. 
As between Red Hat and you, you are solely responsible for 
complying with any applicable export laws or regulations 
related to your use of the Software Subscriptions and you 
agree not to transmit information, data or technology 
governed by the International Traffic in Arms Regulations to 
Red Hat in the course of your use of the Software 
Subscriptions. 


Vendor Termination. Red Hat may terminate the availability 
of a particular Vendor that offers Cloud Access with sixty (60) 
day notice, provided you may continue to use any Software 
Subscription for the remainder of the term of the Software 
Subscription on another Vendor's Cloud or on your premises 
under the terms of this Agreement. 


Definitions 


"Add-On Subscriptions” are optional Software 
Subscriptions that may be purchased in addition to the base 
Software Subscription (e.g. a Red Hat Enterprise Linux 
Software Subscription). 


"Cloud" means a Vendor's hosted computing infrastructure 
that provides systems, virtual machines or container hosts 
to end users. 


"Cloud Access" is the Red Hat program terms when using 
Eligible Subscriptions in a Vendors Cloud as set forth in 
Section 3. 


"Demonstration Activities" means deploying some or all of 
the Software with other software or hardware solely for the 
purpose of illustrating its capabilities excluding use in 
staging and acceptance testing environments and revenue 
generating deployments such as paid proof of concepts. 
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パブ リッ ク ク ラ ウド の サー ビス 規約 。 お 客 様 は 、 ク ラウ ドア 
クセ スプ ログ ラム に お いて 、 本 ソフ トウ ェ ア の イメ ー ジ 及び 
/ ま た は アッ プ デ ー ト が 利用 可能 に な っ た 場合 、(a) ベ ンダ の 
クラ ウド で 新た な イメ ー ジ を 入手 する こと に より 、 ま た は 
(bD) レ ッ ド ハッ ト の ポー タル か ら こ れ ら に アク セス する こと 
が で きま す 。 一 部 の 情報 (本 ソフ トウ ェ ア に 関連 する 告知 な 
ど ) は 、 レ ッ ド ハッ ト の ポー タル か らし か 入手 で き な い 場合 
が あり ます 。 レ ッ ド ハッ ト へ の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ 
ショ ン に 関す る お 支払 金額 に は 、 ベ ンダ の クラ ウド サー ビス 
に 関し て ベン ダ に 支払 われ る べき 料金 は 含ま れ て いま せん 。 
レッ ド ハ ッ ト は 、 お 客 様 と ベン ダ の 間 の 契約 の 当事者 で は な 
く 、 ベ ンダ の クラ ウド へ の アク セス を 提供 し 、 ま た は ベン ダ 
の 義務 を 履行 する 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 ベ ンダ の 
クラ ウド に 関す る 責任 は その ベン ダ の み が 負 う も の で す 。 レ 
ッ ド ハッ ト は 、 ベ ンダ と の 間 で レッ ド ハ ッ ト と ベン ダ の 協力 
を 可能 に する 支援 関係 を 結ん で いる 場合 が あり 、 お 客 様 は 、 
本 サー ビス を 提供 する 目的 上 、 レ ッ ド ハッ ト と ベン ダ で 情報 
(お 客 様 の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン お よび 関連 
する サポ ー ト を 含み ます ) を 共有 する こと に つい て 承諾 し ま 
す 。 レッ ド ハ ッ ト は 、 各 適格 サブ スク リプ ショ ン に つい て 本 
契約 に 定め る と ころ に より お 客 様 に サポ ー ト を 提供 し ます 。 
当初 の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン (また は アド オン 
サブ スク リプ ショ ン ) に 含ま れる 本 ソフ トウ ェ ア の 一 部 の ソ 
フト ウェ アコ ン ポ ー ネ ン ト ま た は 機能 よ 、 ベ ンダ の クラ ウド 
で 使用 し た 場合 に ご 利用 いた だ けず 、 また は サポ ー ト され な い 場 合 
が あり ます 。 


ベン ダ に 固有 の サー ビス 。 ベ ンダ は 自社 の クラ ウド に 関連 
し て 、 米 国人 の み に よ る サー ビス の 提供 、 各種 法 体制 その 他 
ベン ダ の クラ ウド 固有 の 義務 の 遵守 等 、 他 の サー ビス も し く 
は 品目 を 提供 し 、 又 は 約定 を 行う 場合 が あり ます 。 ベン ダ が 
何 を 提供 し て いる か に か か わら ず 、 ソ フト ウェ ア サブ スク 
リプ ショ ン は それ ら ベ ンダ の 品目 に 関す る 規約 に 従っ て 提 
供 さ れる も の で は な く 、 ベ ンダ が 提供 する 内 容 は 専ら クラ ウ 
ド 自 体 に 関す る も の で あっ て 、 ク ラウ ド 上 で 運用 され る ソフ 
トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン に 関す る も の で は あり ませ 
ん 。 レ ッ ド ハッ ト と お 客 様 の 間 に お いて 、 ソ フト ウェ ア サ 
ブス クリ プシ ョ ン の ご 利用 に 関し て 適用 され る 輸出 関連 法 
及び 規制 を 遵守 する 責任 は お 客 様 の み が 負 う も の で あり 、 お 
客 様 は 、 ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン の ご 利用 過程 で 
武器 国際 取引 に 関す る 規則 の 管理 対象 と な る 情報 、 デ ー タ 及 
び 技 術 を レッ ド ハ ッ ト に 送信 し な いこ と に 同意 し ます 。 


特定 ベン ダ に 関す る サー ビス の 終了 。 レ ッ ド ハッ ト は 、60 日 
前 の 予告 を も っ て クラ ウド アク セス を 提供 する 特定 の ベン 
ダ を ご 利用 いた だ ける サー ビス を 終了 する こと が で きま す 。 
た だ し 、 そ の 場合 、 ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン の 残 
余 期 間 に わ た り 本 契約 の 条件 に 基づき 別 の ベン ダ の クラ ウ 
ド ま た は オン プレ ミス で ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン 
の 利用 を ご 継続 いた だ け ま す 。 


定義 


「 ア ド オ ン サブ スク リプ ショ ン 」 と は 、 ベ ー ス と な る ソフ 
トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン (Bl: Red Hat Enterprise 
Linux ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン ) に オプ ショ ン と し 
て 追加 する 形 で ご 購入 いた だ ける ソフ トウ ェ ア サブ スク リ 
プシ ョ ン で す 。 


「 ク ラウ ド 」 と は 、 エ ンド ユー ザ に シス テム 、 仮想 マシ ン ま 
た は コン テナー ホス ト を 提供 する 、 ベ ンダ の ホス ト 型 コン ピ 
ュー ティ ング イン フラ スト ラク チャ を 意味 し ます 。 


「 ク ラウ ドア クセ ス 」 と は 、 第 S 条 に 従い ベン ダ の クラ ウド 
で 適格 サブ スク リプ ショ ン を ご 利用 いた だ く 際 の レッ ド ハ 
ッ ト プ ログ ラム の 条件 を いい ます 。 


「 デ モン スト レー ショ ン の アク ティ ビ テ ィ 」 と は 、 本 ソフ ト 
ウェ ア の 一 部 又は 全体 を 、 そ の 能力 を 実 放す る こと の み を 目 
的 と し て 、 他 の ソフ トウ ェ ア 又 は ハー ドウ ェ ア と と も に 展開 
する こと を 意味 し て お り 、 ス テー ジン グ 及 び 受 容 試験 環境 で 
の 使用 、 及び 有料 で の 概念 実証 な ど 、 収入 を 生み 出す 展開 は 
除 か れ ま す 。 
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"Deployment Activities" means using the Software (a) in a 
production environment, (b) with live data and/or 
applications for any reason except Development Use and/or 
(c) for backup instances, whether cold or hot backup. 


“Eligible Subscriptions” means certain Software 
Subscriptions that meet the criteria for Cloud Access set 
forth at www.redhat.com/solutions/cloud/access. 


“Evaluation Subscriptions” and/or “Trial Subscriptions” 
means Red Hat Products offered without charge solely for 
evaluation and not for Production Use or Development Use, 
including offerings described as evaluation, trial, preview or 
beta. 


“Individual Coding and Testing Activities’ means an 
individual working independently (with their own installation 
of Red Hat Software) to develop other software and/or 
perform prototyping or quality assurance testing, excluding 
any form of automated testing, multi-user testing and/or 
multi-client testing. 


“Multi-User Development, Test and Integration 
Activities” means deploying the user-space (non-kernel) 
Software components, container images or products 
packaged as container images, solely for the purposes of 
multi-user software development, build, continuous 
integration environment and testing, including automated 
testing, multi-user testing and/or multi-client testing of such 
Software. 


“Red Hat Portal” means a Red Hat hosted delivery portal, 
such as Red Hat Customer Portal, Red Hat Container 
Registry, cloud.redhat.com and/or Red Hat Update 
Infrastructure (“RHUI’) that provides Software Access 
and/or Software Maintenance. 


“Red Hat Products” means Software, Services, and other 
Red Hat branded offerings made available by Red Hat. 


“Red Hat Universal Base Image(s)’ means a certain 
subset of Red Hat Enterprise Linux user space (non-kernel) 
software components and supporting container software 
provided by Red Hat via Red Hat Universal Base Image 
repositories. 


“Software” means Red Hat branded software that is made 
available in a Red Hat Product. 


“Software Access” means access to various Software 
versions if and when available. 


“Software Maintenance” means access to updates, 
upgrades, corrections, security advisories and bug fixes for 
Software, if and when available 


“Software Subscription” means a Subscription that 
contains Software Access, Software Maintenance and 
Support. 


“Standard Business Hours” are listed at 


https://access.redhat.com/support/contact/technicalSupport 
.html. 
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「 展 開 の アク ティ ビ テ ィ 」 と は 、 本 ソフ トウ ェ ア を (8) 本 番 
環境 で 使用 する こと 、(b) 開 発 用 途 以 外 の 何ら か の 理由 で 実 
際 の デー タ や アプ リケーション と 組み 合わ せ て 使用 する こ 
と 、 及 び / 又 は (c) コ ー ル ド 又 は ホッ ト バッ クア ッ プ を 問わ 
ず 、 バ ッ ク ア ッ プ イン スタ ンス で 使用 する こと を 意味 し ま 
Fo 


「 適 格 サ ブス クリ プシ ョ ン 」 と は 、 
www.redhat.com/solutions/cloud/access に 記載 され て いる 
クラ ウド アク セス の 基準 を 満た す 一 定 の ソフ トウ ェ ア サブ 
スク リプ ショ ン を 意味 し ます 。 


「 評 価 サ ブス クリ プシ ョ ン 」 及び / 又 は 「 ト ライ アル サブ ス 
クリ プシ ョ ン 」 と は 、 本 番 用 途 や 開発 用 途 で は な く 評 価 用 に 
の み 無 償 で 提供 され る 、 評価 版 、 プ レビ ュー 版 又は ベー タ 版 
と 呼ば れる 品目 等 の レッ ド ハ ッ ト 製 品 を 意味 し ます 。 


「 個 人 的 コー ディ ング 及び テス ティ ング アク ティ ビ テ ィ 」 
と は 、 他 の ソフ トウ ェ ア を 開発 する た め 、 及 び / 又 は プロ ト 
タイ ピン グ 又 は 品質 保証 テス ティ ング を 実施 する た め に 
(各自 イン スト ー ル し た レッ ド ハ ッ ト の ソフ トウ ェ ア を 使 
用 し て ) 独立 し て 行わ れる 個人 の 作業 を 意味 し て お り 、 い ず 
れ の 場合 に も 各種 の テス ト 自 動 化 、 マ ル チ ユ ュー ザー テスト 
及び / ま た は マル チク ライ アン ト テス ト を 伴わ な いも の と 
し ます 。 


「 マ ル チ ユ ー ザ ー 開 発 、 テ スト 及び 統合 アク ティ ビ テ ィ 」 と 
は 、 マル チュ ユ ュー ザー の ソフ トウ ェ ア 開 発 、 ビ ルド 、 連続 的 な 
環境 の 統合 及び テス ティ ング の み を 目的 と し て 、 ユ ー ザ ー 
スペ ー ス ( 非 カ ー ネ ル ) の ソフ トウ ェ ア コン ポー ネン ト 、 
コン テ ナ イメ ー ジ 又は コン テ ナ イメ ー ジ と し て パッ ケー 
ジ さ れ た 製品 を 展開 する こと を 意味 し て お り 、 そ の よう な ソ 
フト ウェ ア の 自動 化 テ ステ ィング 、 マ ル チ ユ ー ザ ー テス テ 
ィング 及び / 又 は マル チク ライ アン ト の テス ティ ング を 含み 
ます 。 


「 レ ッ ド ハッ ト の ポー タル 」 と は 、 レ ッ ド ハッ ト カス タマ 
ー ポー タル 、 レ ッ ド ハッ ト コン テナー レジ スト リ 、 
cloud.redhat.com 及 び / ま た は レッ ド ハ ッ ト アッ プ デ ー ト 
イン フラ スト ラク チャ (TRHU) ) な どの レッ ド ハ ッ ト で ホ 
スト され て いる 配信 ポー タル で 、 ソ フト ウェ ア アク セス 及 
び / ま た は ソフ トウ ェ ア メン テ ナ ン ス を 提供 する も の を 意 
味 し ます 。 


「 レ ッ ド ハッ ト 製 品 」 と は 、 本 ソフ トウ ェ ア 、 そ の 他 レ ッ ド 
ハッ ト が 利用 可能 に する レッ ド ハ ッ トブ ラン ド の 品目 を 意 
味 し ます 。 


[Red Hat Universal Base Image] & I4, Red Hat Enterprise 
Linux ユ ー ザ ー ス ペース ( 非 カ ー ネ ル ) ソフ トウ ェ ア コン ポ 
ー ネ ン ト お よび サポ ー テ ィング コン テナー ソフ トウ ェ ア 
の サブ セッ ト で あり 、HRed Hat Universal Base Image レ ポジ 
トリ か ら レ ッ ド ハッ ト が 提供 し ます 。 


「 本 ソフ トウ ェ ア 」 と は 、 レ ッ ド ハッ ト 製 品 の 中 で 提供 され 
る レッ ド ハ ッ トブ ラン ド の ソフ トウ ェ ア を 意味 し ます 。 


「 ソ フト ウェ ア アク セス 」 と は 、 本 ソフ トウ ェ ア の 各 バ ー 
ジョ ン が 利用 可能 と な っ た 場合 に それ ら を 利用 で きる こと 
意味 し ます 。 


「 ソ フト ウェ ア メン テ ナ ン ス 」 と は 、 本 ソフ トウ ェ ア の ア 
ッ プ デー ト 、 アップ グレ ー ド 、 修正 、 セ キュ リティ 勧告 及び 
バグ の 修正 が 利用 可能 と な っ た 場合 に それ ら を 利用 で きる 
こと を 意味 し ます 。 


「 ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン 」 と は 、 ソ フト ウェ ア 
アク セス 、 ソ フト ウェ ア メン テ ナ ン ス 及び サポ ー ト が 含ま 
れ た サブ スク リプ ショ ン を 意味 し ます 。 


「 標 E HS X 時 間 I は  、 


https://access.redhat.com/support/contact/technicalSupport. 
html に 記載 され て いま す 。 
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"Subscription" means a time bound offering, other than 
professional services. 


"Subscription Services’ means Red Hat offerings 
consisting of Software Access, Software Maintenance, 
Support and/or any other services associated with and 
during the term of a Subscription. 


"Support" means access to Red Hat support for issues 
relating to Software as described in Product Appendix 1. 


"Supported Configuration(s)” means the supported Red 
Hat Product hardware and platform configurations that are 
listed at https://access.redhat.com/supported- 
configurations. 


“Support Contact(s)” is a person authorized by you to open 
support requests and/or contact Red Hat support personnel. 


“Support Subscriptions” means a Subscription that 
contains a specialized Support offering that is supplemental 
to Support provided in a Software Subscription. 


“Subscription Services” means Red Hat offerings 
consisting of Software Access, Software Maintenance, 
Support and/or any other services associated with and 
during the term of a Subscription. 


“Supported Use Case” means the manner and/or 
environment in which a particular Subscription(s) is used 
and supported as further defined in an applicable Exhibit. 


"Vendor" means the Red Hat authorized third party from 
whom you purchase Cloud services and who is authorized 
by Red Hat to participate in this Cloud Access program. 
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「 サ ブス クリ プシ ョ ン 」 と は 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナル サー ビス 
を 除く 期限 付 の 製品 品目 を 意味 し ます 。 


「 サ ブス クリ プシ ョ ン サー ビス 」 と は 、 ソ フト ウェ ア ア 
クセ ス 、 ソ フト ウェ ア メン テ ナ ン ス 、 サ ポー ト 及 び / 又 は サ 
ブス クリ プシ ョ ン に 付随 する サブ スク リプ ショ ン 期 間 中 の 
その 他 の サー ビス か ら な る レッ ド ハ ッ ト の 品目 を 意味 し ま 
す 。 


「 サ ポー ト 」 と は 、 本 ソフ トウ ェ ア に 関連 し た 問題 に つい て 
[本 ] 製品 付属 文書 1 に 記載 され て いる 方 法 で レッ ド ハ ッ ト 
の サポ ー ト を 利用 で きる こと を 意味 し ます 。 


「 サ ポー ト さ れる 構成 」 と は 、 サ ポー ト さ れる レッ ド ハ ッ ト 
製品 の ハー ドウ ェ ア 及 び プ ラッ ト フ ォ ー ム の 構成 で 、 
https://access.redhat.com/supported-configurations に 記 載 
され て いる も の を 意味 し ます 。 


「 サ ポー ト 連 絡 担当 者 」 と は 、 お 客 様 が 新規 サポ ー ト リク エ 
スト を 提出 する 権限 及び / ま た は レッ ド ハ ッ ト の サポ ー ト 担 
当 者 に 連絡 する 権限 を 与え た 者 を いい ます 。 


「 サ ポー ト サブ スク リプ ショ ン 」 と は 、 ソ フト ウェ ア サブ 
スク リプ ショ ン で 提供 され る サポ ー ト を 補完 する 、 専 門 的 な 
サポ ー ト 品目 が 含ま れ た サブ スク リプ ショ ン を 意味 し ます 。 


「 サ ブス クリ プシ ョ ン サー ビス 」 と は 、 ソフトウェア アク セス 、 ソフ トウ ェ 
P メン テ ナ ン ス 、 サポ ー ト 及び / ま た は サブ スク リプ ショ ン に 付随 する サ 
ブス クリ プシ ョ ン 期 間 中 の その 他 の サー ビス か ら な る レッ ド ハ ルッ ト の 品 
目 を 意味 し ます 。 


「 サ ポー ト さ れる ユー スケ ー ス 」 と は 、 ある サブ スク リプ シ 
ョ ン の サポ ー ト され る 使用 方 法 及び / ま た は 環境 で あっ て 、 
該当 する 別紙 に 詳細 を 定め る も の を 意味 し ます 。 


「 ベ ンダ 」 と は 、 お 客 様 の クラ ウド サー ビス の 購入 先 で 、 レ 


ッ ド ハッ ト が 本 クラ ウド アク セス プロ グラ ム へ の 参加 を 許 
可 し て いる 、 レ ッ ド ハッ ト 認 定 の 第 三 者 を 意味 し ます 。 
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EXHIBIT 1.A 


RED HAT ENTERPRISE 


LINUX AND 


RELATED SOFTWARE 


SUBSCRIPTIONS 


別紙 1.A 
Red Hat Enterprise Linux 及び 
a au トウ ェ ア サブ スク リプ シ 

ヨン 


< RedHat 


This Exhibit 1.A. to Product Appendix 1 governs your use of the 


Software Subscriptions described below. 


製品 付属 文書 に 付随 する この 別紙 1.A. の 規約 は 、 以 下 に 記述 す 
る 、 


お 客 様 に よる ソフ トウ ェ ア サ ブス クリ プシ ョ ン の ご 利用 方 法 


を 規定 し て いま す 。 


1. Unit of Measure and Purchasing Requirements for 1. 


Red Hat Enterprise Linux Server, 


Red Hat 


Virtualization and Red Hat OpenStack Platform 

Table 1 sets forth the support level, Units of measure, 
capacity limitations, and stacking capabilities for various Red 
Hat Enterprise Linux Server, Red Hat Virtualization and Red 


Red Hat Enterprise Linux Server 、 Red Hat 
Virtualization URed Hat OpenStack Platform® 
測定 ユニ ッ ト 及 び ご 購入 要件 

表 1 は 、Red Hat Enterprise Linux Server, Red Hat 
Virtualization URed Hat OpenStack Platform の 各種 ソフ ト 
ウェ ア サブ スク リプ ショ ン の サポ ー ト レベ ル 、 測 定 ユ ニッ 


Hat OpenStack Platform Software Subscriptions. ト 、 容 量 制限 、 及 び 積 み 重 ね の 可 ・ 不 可 を 示し た も の で す 。 
Table 1 
veda Unit of . 
Software Subscription Measure Capacity 
- Supported Use Case 

Socket(s) or Virtual 

SOCs Nodes 
Supported only for server computing on Supported 
Configurations, including delivery of services to other 
logical or physical client or server systems and the 
: ] execution of multi-user applications and each Unit 
isole Eod Vest includes a bundled Ansible Engine entitlement to 
Nodes) provide configuration capabilities to that Unit of Red Hat 
Physical Socket-pair for each Physical Enterprise Linux (“RHEL Use Case") Any use of 
Node Node Ansible Engine other than the RHEL Use Case requires 
n the purchase of Ansible Automation Platform 


Red Hat Enterprise Linux for 
SAP Solutions 


Red Hat Enterprise Linux for 
Distributed Computing, Edge 
Server 


Virtual Nodes 


2 Virtual Nodes 


Subscriptions. 


RHEL Use Case and; supported only on Supported 
Configurations certified by SAP solely to run SAP’s 
HANA platform, S4 HANA and/or NetWeaver product 
(“SAP Use Case"). 


Edge Supported Use Case (Section 1.2 (b) above) 
RHEL Use Case 


Red Hat Enterprise Linux for 


Distributed Computing, 
Gateway 


Virtual Nodes 


Distributed Computing, Physical Single Socket for each 
Endpoint Node Physical Node 
Red Hat Enterprise Linux for or or 


2 Virtual Nodes 


Edge Endpoint Supported Use Case (Section 1.2 (b) 
above) RHEL Use Case 


Edge Gateway Use Case (Section 1.2 (b) above) 
RHEL Use Case 


Red Hat Enterprise Linux for 
Virtual Datacenters (See Note RHEL Use Case 
1 below) 
Red Hat Enterprise Linux for RHEL Use Case 
Virtual Datacenters for SAP SAP Use Case 
Solutions (see Note 1 below) 
ーー RHEL Use Case and supported on physical hardware 
Unlimited solely to run and manage virtual instances. The 
Physical Socket-pair Virtual Nodes | included Red Hat Enterprise Linux Software 
Red Hat Enterprise Linux with oag running ona Subscription is supported solely when used as the host 
Smart Virtualization Socket-pair operating system with the Red Hat Virtualization 
Hypervisor or when used as the guest operating 
system with virtual machines (“Smart Virtualization 
Use Case”). 
Red Hat Enterprise Linux for 
Power with Smart Smart Virtualization Use Case 
Virtualization 
Red Hat Enterprise Linux for Physical Peripheral N/A RHEL Use Case running on ARM based peripheral 
ARM based NVidia smart NIC Node Board boards. 
Red Hat Enterprise Linux is supported solely when used 
PSY as the host operating system for running Red Hat 
Unlimited 
Physical Virtual Nodes OpenStack Platform or when used as the guest 
Red Hat OpenStack Platform N Socket-pair z operating system with virtual machines created and 
ode running on a : 
: managed with Red Hat OpenStack Platform. Red Hat 
Socket-pair A ; 
Enterprise Linux is currently the only supported 
operating system for Red Hat OpenStack Platform. Red 
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Hat CloudForms, Red Hat AMQ and Red Hat OpenShift 
Container Platform are included and only supported 
when used to monitor and manage virtual machines 
created with Red Hat OpenStack Platform (“OSP Use 
Case"). 
RHEL Use Case 
Supported only when used on a Physical Node that is a 

Red Hat OpenStack Platform server running an Intel Atom processor. 

for Atom OSP Use Case 
RHEL Use Case 
Supported only on systems running (a) operating 
environments identified at 
www.redhat.com/mrg/hardware as Red Hat Enterprise 

Red Hat OpenStack Platform Linux for Real Time compatible and (b) hardware 

for Real Time systems identified as Red Hat Enterprise Linux for Real 
Time certified at https://hardware.redhat.com will be 
supported ("Real Time Use Case"). 
RHEL Use Case 

Red Hat OpenStack Platform Physical 

for Bare Metal Managed Socket-pair None OSP Use Case 

Node 
Nodes 
adi Hat Enterprise Linux for Real Time Use Case 
eal Time 
Supported on physical hardware solely to support virtual 
guests. Red Hat Virtualization is designed to run and 
manage virtual instances and does not support user- 
space applications. Red Hat Virtualization may be used 
as a virtual desktop infrastructure solution, however, the 
Subscription does not come with software or support for 
the desktop operating system. You must purchase the 
i . operating system for each instance of a desktop or 
Red Hat Virtualization Physical Socket-pair NA server separately. Red Hat Virtualization Manager, a 
Node 2 pA à 

component of Red Hat Virtualization, includes a 
subscription for Red Hat Enterprise Linux for the 
purposes of running Red Hat Virtualization Manager. 
Red Hat Virtualization includes Red Hat JBoss 
Enterprise Application Platform solely supported to run 
certain utilities in Red Hat Virtualization ("Virtualization 
Use Case"). 
RHEL Use Case 

Med Enterprise Linux for RHEL Use Case running on ARM based systems. 

Red Hat Enterprise Linux for Physical Up to 4 RHEL Use Case running on a Power based system. 

Power Node processor RR 

Red Hat Enterprise Linux for or mE RHEL Use Case and SAP Use Case running on a 

SAP Solutions for Power Virtual Nodes Socket-pair Power based system. 

Red Hat Enterprise Linux for 

Power with Smart i RHEL Use Case and; Virtualization Use Case 

Virtualization e Socket-pair N/A 

Red Hat OpenStack Platform ode RHEL Use Case and OSP Use Case running on Power 

for Power based systems. 

Red Hat Enterprise Linux for 

System z 

Red Hat Enterprise Linux for System z IFL N/A N/A RHEL use Case running on IBM System z. 

IBM Z and LinuxONE with 

Comprehensive Add-Ons 

Red Hat Enterprise Linux for 

ME ENIE System z IFL N/A N/A RHEL and SAP Use Cases running on IBM System z. 

Comprehensive Add-Ons 

Red Hat OpenStack Platform OSP Use Case 

Red Hat Enterprise Linux with Unlimited RHEL Use Case 

Smart Virtualization Physical Socket-pair Virtual Nodes | Virtualization Use Case 

Red Hat Enterprise Linux with Node runningona | RHEL Use Case 

Smart Virtualization for SAP Socket-pair | Virtualization Use Case 

Applications SAP Use Case 
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Red Hat Virtualization Suite 


Red Hat Virtualization Suite 
for SAP Applications 


Supported only when used on a Physical Node that is a 
server. Red Hat Enterprise Linux is supported solely 
when used as the guest operating system with virtual 
machines created and managed with Red Hat 
Virtualization. Red Hat CloudForms is included and only 
supported when used to manage virtual machines 
created with Red Hat Virtualization Suite. Red Hat 
Virtualization includes Red Hat JBoss Enterprise 
Application Platform solely supported to run certain 
utilities in Red Hat Virtualization (“Virtualization Suite 
Use Case"). 


Virtualization Suite Use Case 
SAP Use Case 


Red Hat Enterprise Linux 


Supported only for use by qualified academic 
institutions. Qualified academic institutions must (a) be 
accredited by a national accreditation agency (e.g. the 
United States accreditation is located at 


Academic Site Subscription Full Time 1 Virtual http://ope.ed.gov/accreditation/Search.aspx) and (b) 
Equivalent 1-2 Sockets Guest have at least one thousand (1,000) FTEs (“Academic 
(FTE) Use Case”). 
RHEL Use Case 
Red Hat Infrastructure for 
Academic Institutions - Site Academic Use Case 
Subscription 
Supported only on personal computing systems with a 
primary purpose of executing applications and/or 
1 Virtual services for a single user who is typically working from 
2 CPU ] 。 
Red Hat Enterprise Linux System Unlimited Guest or4 a directly connected keyboard and display. Each Red 
Workstation" RAM Virtual Hat Enterprise Linux Workstation Software Subscription 
Guests includes one Smart Management Module to be used 
solely with a single Red Hat Enterprise Linux 
Workstation System. 
Supported only on personal computing systems with a 
primary purpose of executing applications and/or 
services for a single user who is typically working from 
a directly connected keyboard and display. Red Hat 
; ; 1 CPU ; Enterprise Linux Desktop does not include support for 
NN Enterprise Linux System Up to 8GB 1 biben open source server applications (e.g., Apache, Samba, 
RAM or NFS), testing and development purposes or to share 
data with peers. Each Red Hat Enterprise Linux Desktop 
Software Subscription includes one Smart Management 
Module, each to be used solely with a single Red Hat 
Enterprise Linux Desktop System. 
1-2 Sockets, 9 Logical 
Partitions 
4 Sockets, 10 Logical 
Red Hat Enterprise Linux for Physical Partitions RHEL Use Case running on Fujitsu PRIMEQUEST 
PRIMEQUEST* Node 6 Sockets, 11 Logical Systems. 
Partitions or 
8 Sockets, 12 Logical 
Partitions 
ee EE Linux mr. Socket-pair None RHEL Use Case 
Subscription Services are provided only on Supported 
Red Hat Enterprise Linux for Configuration in the form of chassis that contain and use 
Hyperscale ] at least five (5) SOCs ("Hyperscale Use Case"). 
Physical Barid of None RHEL Use SN ii 
Node S909 Hyperscale Use Case 
Red Hat OpenStack Platform yp 
for Hyperscale OSF Use Case 
RHEL Use Case 


Note 1: Red Hat Enterprise Linux for Virtual Datacenters Subscriptions do not include an entitlement for the host operating system. 

Note 2: When Red Hat Enterprise Linux is used as a Virtual Guest, Virtual Guests may be pooled or shared on any other System that has a 
Software Subscription with the same (a) Support Level (Standard or Premium) and (b) number of Virtual Guests (1, 4 or unlimited Virtual Guests), 
provided that you do not exceed the total number of Virtual Guests associated with the underlying Software Subscriptions. 
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表 1 


A = 容量 
uou AREA IA zz , サポ ー ト され る ユー スケ ー ス 
ショ ン 名 ト は SOC 仮想 ノー ド 
サポ ー ト され る 構成 の サー バ コン ピュ ー テ ィング ( 他 
の 論理 / 物 理 ク ライ アン ト ま た は サー バシ ステ ム へ の サ 
ービス の 提供 及び マル チ ユ ー ザ アプ リケーション の 実 
Red Hat Enterprise Linux 行 を 含む ) の み が サ ポー ト 対象 と な JET, 各 ユ ニッ 
Server (物理 ノー ド ま た は 仮 に は 、Red Hat Enterprise Linux の ユニ ッ ト に 設定 機能 
a/— 8) ント が バン ドル され て いま す OLE, TRHEL ユー スケ 
I ント が バン ドリ ` AT. ユー 
物理 ノー ド | BSOMR IT BROEYT | 一 ス 」 と いい ます ) RHEL ユー スケ ー ス 以外 の Ansible 
又は i し く Engine の 使用 に は 、Ansible Automation Platform の サ 
仮想 ノー ド 2 仮想 ノー ド ブス クリ プシ ョ ン の 購入 が 必要 で す 。 
a RHEL ユー スケ ー ス で あり 、SAP の HANA プラ ッ ト 
Red Hat Enterprise Linux for フォ ー ム 、 S4 HANA、 及び / 又 は NetWeaver 製品 を 実行 
SAP Solutions する た め だ け に SAP が 認定 し た サポ ー ト 付き 構成 の 
み に 対 応 し ます (「SAP ユー スケ ー ス 」) 。 
Red Hat Enterprise Linux for Edge が 対応 する ユー スケ ー ス (上 記 第 12 条 (b 
Distributed Computing, Edge SHEL a ( (b) 
Server 
Red Hat Enterprise Linux for 
Distributed Computing, "s 、 Edge Endpoint が 対応 する ユー スケ ー ス (上 記 第 1.2 条 
Endpoint 物理 ノー ド a T 77 | (b) RHEL ユ ー ス ケー ス 
Red Hat Enterprise Linux for um F も し く は 
Distributed Cop utin B 2 仮想 ノー ド Edge Gateway ユ ー ス ケー ス ( 上 記 第 1.2% (b)) RHEL ユ 
ー ス ケー ス 
Gateway 
Red Hat Enterprise Linux for 
Virtual Datacenters RHEL ユ ー ス ケー ス 
( 注 1 を 参照 ) 
Red Hat Enterprise Linux for a = 
Virtual Datacenters for SAP icut 2: Pi 
Solutions ( 注 1 を 参照 ) 
ソケット ペ RHEL ユー スケ ー ス で あり 、 仮想 イ ンス タ ンス を 実行 
i ア で 稼働 す お よび 管理 する た め に の み 物 理 ハ ー ド ウェ ア に 対応 し 
物理 ノー ド ソケット ペア る 無制限 の ます 。 同 梱 の Red Hat Enterprise Linux ソフ トウ ェ ア 
Red Hat Enterprise Linux with 仮想 ノ ー ド ie ブス クリ プシ ョ ン は 、Red Hat Virtualization 
Smart Virtualization = Hypervisor と 共に ホス ト OS と し て 使用 する 場合 、 
た は 仮想 マシ ン と 共に ゲス ト OS と し て 使用 する 場合 
に の み 対 応 し ます (「 ス マー ト 仮 想 化 ユー スケ ー ス 」 と 
いい ます )。 
Red Hat Enterprise Linux for 
Power with Smart スマ ー ト 仮想 化 ユ ー ス ケー ス 
Virtualization 
Red Hat Enterprise Linux for en us EUER ARM ベ ー ス の 周辺 ボー ド で 動作 する RHEL ユ ー ス ケー 
ARM based NVidia smart NIC | 物理 ノー ド | 周辺 ボー ド 該当 な し |, 
Red Hat Enterprise Linux は 、Red Hat OpenStack 
Platform を 実行 する ホス ト OS と し て 使用 する 場合 、 
また は Red Hat OpenStack Platform で 作成 お よび 管 
理 さ れる 仮想 マシ ン の ゲス ト OS と し て 使用 する 場合 
の み 対 応 し ます 。Red Hat Enterprise Linux は 現在 、Red 
Hat OpenStack Platform に 対応 し て いる る 唯一 の OS 
Red Hat Openstack Plallom で す 。Red Hat CloudForms、Red Hat AMQ, Red Hat 
OpenShift Container Platform が 含ま れ て お り 、Red Hat 
OpenStack Platform で 作成 され た 仮想 マシ ン を 監視 ・ 管 
x 。 | 理 す る た め に 使用 され る 場合 の み 対応 し ます (「OSP ユ 
T ET | 一 スケ ー ス 」 と いい ます ) 
i ` ア で 動作 す ° 
物理 ノー ド | ソケット ペア | Lao [RHEL ユー スケ ー ス 
仮想 ノ ー ド イン テル Atom プ ロ セ ッ サ ー を 搭載 し た サー バ で ある 物理 ノー ド で 使 
Red Hat OpenStack Platform する 場合 の み 対応 し ます 。 
for Atom OSP ユ ー ス ケー ス 
RHEL ユ ー ス ケー ス 
(a)... www.redhat.com/mrg/hardware で Red Hat 
Enterprise Linux for Real Time 互換 と 指定 され た オペ レー 
ティ ング 環境 、 お よび (b) https//hardware.redhat.com で 
DONE Flea Red Hat Enterprise Linux for Real Time 認証 済 と 指定 さ 
れ た ハー ドウ ェ ア シ ステ ム が 稼働 し て いる シス テム の み 対 応 し ます 
(「Real Time ユー スケ ー ス 」 と いい ます ) 。 
RHEL ユ ー ス ケー ス 
Red Hat OpenStack Platform 
for Bare Metal Managed 物理 ノー ド ソケット ペア 該当 な し OSP ユ ー ス ケー ス 
Nodes 
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TABA TM Dee サポ ー ト され る ユー スケ ー ス 
ショ ン 名 ト は SOC 仮想 ノー ド 
ii Pod 2 Linux for Real Time ユー スケ ー ス 
仮想 ゲス ト を サポ ー ト する た め に の み 物 理 ハ ー ド ウェ 
ア に 対応 し ます 。 Red Hat Virtualization は 、 仮想 イン ス 
タン ス の 実行 お よび 管理 の た め に 設計 され て お り 、 ユ ー 
ザー スペ ー ス の アプ リケーション は サポ ー ト し ませ ん 。 
Red Hat Virtualization は 仮想 デス クト ッ プ イン フラ 
スト ラク チャ ソリ ュー ショ ン と し て 使用 で きま す が 、 
本 サブ スク リプ ショ ン に は デス クト ッ プ オペ レー テ 
ィング シス テム 用 の ソフ トウ ェ ア や サポ ー ト は 付い 
て いま せん 。 デ スク トッ プ や サー バー の 各 イ ンス タン ス 
Red Hat Virtualization 物理 ノー ド ソケット ペア 該当 な し の オペ レー ティ ング シス テム を 個別 に 購入 する 必要 が 
あり ます 。Red Hat Virtualization の コン ポー ネン ト で あ 
る Red Hat Virtualization Manager I= は 、Red Hat 
Virtualization Manager の 実行 を 目的 と し た Red Hat 
Enterprise Linux の サブ スク リプ ショ ン が 含ま れ て いま 
す 。Red Hat Virtualization に は 、Red Hat Virtualization 
で の 特定 の ユー ティ リティ の 実行 の み に 対 応 す る Red 
Hat JBoss Enterprise Application Platform が 含ま れ ま す 
(「 仮 想 化 ユー スケ ー ス 」 と いい ます ) 。 
RHEL ユ ー ス ケー ス 
oe Enterprise Linux for ARM ベ ペー ス の シス テム で 動作 する HHEL ユ ー ス ケー ス 
Red Hat Enterprise Linux for : 4 プロ セッ サ Power ベ ー ス の シス テム 上 で 動作 する RHEL ユ ー ス ケー 
Power 物理 ノー ド コア まで " A 
— — 又は 該当 な し - mE 
Red Hat Enterprise Linux for 仮想 ノー ド また は Power ベ ー ス の シス テム 上 で 動作 する RHEL ユ ー ス ケー 
SAP Solutions for Power id ソケット ペア ス お よび SAP ユ ー ス ケー ス 
Red Hat Enterprise Linux for 
Power with Smart RHEL ユ ー ス ケー ス 、 仮 想 化 ユ ー ス ケー ス 
Virtualization 物理 ノー ド ソケット ペア 該当 な し 
Red Hat OpenStack Platform Power ベ ー ス の シス テム 上 で 動作 する RHEL ユ ー ス ケー 
for Power ス お よび OSP ユ ー ス ケー ス 
Red Hat Enterprise Linux for 
System z 
Red Hat Enterprise Linux for System z IFL 該当 な し 該当 な し IBM System z 上 で 動作 する RHEL ユ ー ス ケー ス 
IBM Z and LinuxONE with 
Comprehensive Add-Ons 
Red Hat Enterprise Linux for 
UN IBM Z System z IFL 該当 な し 該当 な し p System z 上 で 動作 する RHEL お よび SAP ユ ー ス ケ 
Comprehensive Add-Ons 
Red Hat OpenStack Platform OSP ユ ー ス ケー ス 
Red Hat Enterprise Linux with RHEL ユ ー ス ケー ス 
Smart Virtualization 仮想 ユー スケ ー ス 
Red Hat Enterprise Linux with RHEL ユ ー ス ケー ス 
Smart Virtualization for SAP 仮想 ユー スケ ー ス 
Applications SAP ユ ー ス ケー ス 
サー バー で ある 物理 ノー ド 上 で 使用 する 場合 の み 対 応 
ソケット ペ し ます 。 Red Hat Enterprise Linux I., Red Hat 
ア 上 で 動作 | Virtualization で 作成 ・ 管 理 さ れ た Smart 仮想 マシ ン の 
物理 ノー ド ソケット ペア する 無制限 | ゲス ト OS と し て 使用 する 場合 の み 対 応 し ます 。 
の 仮想 ノー | CloudForms が 含ま れ て お り 、Hed Hat Virtualization 
Red Hat Virtualization Suite ド Suite で 作成 され た 仮想 マシ ン の 管理 に 使用 され る 場 
合 の み 対 応 し ます 。HRed Hat Virtualization に は Red 
Hat JBoss Enterprise Application Platform が 含ま れ 、 
Red Hat Virtualization で 特定 の ユー ティ リティ を 実行 
する た め に の み 対 応 し ます ( [Virtualization Suite ユ ー 
スケ ー ス 」 と いい ます ) 。 
Red Hat Virtualization Suite for 仮想 化 Suite ユ ー ス ケー ス 
SAP Applications SAP ユ ー ス ケー ス 
適格 な 学術 機関 で の 使用 の み 対 応 し ます 。 適 格 な 学術 機 
関 は 、 (』) 国 の 認定 機関 に 認定 され て お り A: KHOR 
T フル タイ ム Jd "M XE 機関 は http:/ope.ed.gov/accreditation/Search.aspx 
i 当量 (FTE) | 12 ソケット | 1 仮想 ゲス ト | に あり ます ) 、 か っ (b) 少 な く と も 1,000 の FTE を 有 し 
て いる こと が 必要 で す (「 ア カ デ ミ ッ ク ユ ー ス ケー ス 」 
と いい ます ) 。 
RHEL ユ ー ス ケー ス 
A fTfEXS1 17/39 ペー ジ 2022 £ 3A 


(ARE 


S En 容量 
toc 0 クン ee サポ ー ト され る ユー スケ ー ス 
ショ ン 名 ト は SOC 仮想 ノー ド 
Red Hat Infrastructure for 
Academic Institutions - Site アカ デミ ッ ク ユ ー ス ケー ス 
Subscription 
パー ソナ ルコ ン ピ ュ ー テ ィング シス テム で あっ て 、 通 
常 、 直 接 接続 され た キー ボー ド と ディ スプ レイ で 作業 す 
1 仮想 ゲス ト る 一 人 の ユー ザー の た め に 、 ア プリ ケー ショ ン や サー ビ 
Red Hat Enterprise Linux シス テム 2CPU また は 4 仮 ス を 実行 する こと を 主 な 目的 と し た も の の み に 対 応 し 
Workstation* 無制限 の RAM 想 ゲ ス ト ます 。 各 RedHat Enterprise Linux Workstation ソフ ト 
ウェ アサ ブス クリ プシ ョ ン に は 、1 台 の Red Hat 
Enterprise Linux Workstation シス テム で の み 使 用 され 
る 1 つの Smart Management Module が 含ま れ ま す 。 
パー ソナ ルコ ン ピ ュ ー テ ィング シス テム で あっ て 、 通 
常 、 直 接 接続 され た キー ボー ド と ディ スプ レイ で 作業 す 
る 一 人 の ユー ザー の た め に 、 ア プリ ケー ショ ン や サー ビ 
ス を 実行 する こと を 主 な 目的 と し た も の の み に 対 応 し 
ます 。Red Hat Enterprise Linux Desktop に は 、 オ ー プ 
m ン ソ ー ス サー バー アプ リケーション (Apache, 
NM Enterprise Linux シス テム be 1 仮想 ゲス ト | Samba、 ま た は NFS な ど )、 テ スト お よび 開発 目的 、 
お よび ピア と の デー タ 共 有 の た め の サ ポー ト は 含ま れ 
て いま せん 。 各 Red Hat Enterprise Linux Desktop Y 
フト ウェ アサ ブス クリ プシ ョ ン に は 1 つの Smar 
Management Module が 含ま れ て お り 、 そ れ ぞ れ 1 つの 
Red Hat Enterprise Linux デス クト ッ プ シス テム で の み 
使用 され る も の と し ます 。 
1-2 ソケット 、9 論 理 区 画 
Red Hat Enterprise Linux for 物理 ノー ド | 6 Med d ee e 富士 通 の PRIMEQUEST シ ステ ム 上 で 動作 する RHEL ユ 
PRIMEQUEST EU ` ー ス ケー ス 
8 ソケット 、12 論理 区 画 
Red Hat Enterprise Linux . Uu d " = = 
Desktop Server Entry level 物理 ノー ド pua peg な し REE スス 
サブ スク リプ ショ ン サー ビス は 、 少 な く と も 5 つの 
SOC を 搭載 し 使用 する シャ ー シ 形 式 の サポ ー ト 対象 
Red Hat Enterprise Linux for 構成 で の み 提供 され ます (「 ハ イ パ ー ス ケー ル ユー ス 
FYperscalg P 6 »i ケー ス 」 と いい ます )。 
物理 ノー ド | 1 連 の SOC な RHEL ユー スケ ー ス 
ハイ パー スケ ー ル ユー スケ ー ス 
p Ne Platform OSP ユ ー ス ケー ス 
RHEL ユ ー ス ケー ス 


注 1:Red Hat Enterprise Linux for Virtual Datacenters サ ブス クリ プシ ョ ン に は 、 ホス ト オペ レー ティ ング シス テム に つい て の 権利 は 含ま れ ま せん 。 

注 2: Red Hat Enterprise Linux が 仮想 ゲス ト と し て 使用 され て いる 場合 、 仮 想 ゲ スト は 、 同 じ (a) サポー トレ ベル (スタ ンダ ー ド また は プレ 
ミア ム ) お よび (b) 仮想 ゲス ト 数 (1、4、 ま た は 無制限 の 仮想 ゲス ト ) の ソフ トウ ェ ア サ ブス クリ プシ ョ ン を 有する 他 の シス テム 上 で プー ル 
また は 共有 する こと が で きま す が 、 基 礎 と な る ソフ トウ ェ ア サ ブス クリ プシ ョ ン に 関連 する 仮想 ゲス ト の 合計 数 を 超え な いこ と が 条件 と な り 


ます 。 
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Additional Terms for Red Hat Enterprise Linux Server and 2. 


associated Add-On Subscriptions 


Red Hat Enterprise Linux Server - Atomic Host. Red Hat 
Enterprise Linux Server may be deployed using RPM package 
manager or in an optional image based delivery, deployment 
and updating mechanism designed to support container based 
environments (“Atomic Host mode"). Each deployment of 
Red Hat Enterprise Linux, regardless of the method (including 
containers), constitutes a Unit. 


Red Hat Enterprise Linux Desktop and Workstation 
Software Subscriptions 

Production Support for Red Hat Enterprise Linux Desktop 
subscriptions is limited to Support Contacts that are helpdesk 
support personnel and not end users. 


Red Hat Enterprise Linux and Red Hat OpenStack 
Platform Extended Life Cycle Support Software 
Subscriptions 


Limited Maintenance and Production Support. Red Hat 
Enterprise Linux and/or Red Hat OpenStack Platform ELS 


2.1 


2.2 


2.3 


(a) 
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Red Hat Enterprise Linux Server お よび 関連 する アド オン サ 
ブス クリ プシ ョ ン に 関す る 追加 条件 


Red Hat Enterprise Linux Server - Atomic Host。 Red Hat 
Enterprise Linux Server は 、 コ ン テ ナ ー ベ ー ス の 環境 に 対応 
する よう 設計 され た RPM パッ ケー ジマ ネー ジャ 、 ま た は オ 
プシ ョ ン と な る イメ ー ジ ベー ス の デリ バリ ー、 展 開 及び ア 
ッ プ デー ト 機 構 (「Atomic Host モ ー ド 」 と いい ます ) T, 
展開 する こと が で きま す 。 (コン テナー な どの ) 方 式 に か 
か わら ず 、Red Hat Enterprise Linux の 各 展 開 が 1 ユニ ッ ト 
を 構成 し ます 。 

Red Hat Enterprise Linux Desktop 及 び Workstation の ソ 
フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン 

Red Hat Enterprise Linux Desktop サ ブス クリ プシ ョ ン の 本 
番 サ ポー ト は 、 お 客 様 の サポ ー ト 担当 者 で ある サポ ー ト 連 
絡 担当 者 に 限定 され 、 エ ンド ユー ザ に は あり ませ ん 。 


Red Hat Enterprise Linux お よび Red Hat OpenStack 
Platform Extended Life Cycle Support ソフ トウ ェ ア Y% 
ブス クリ プシ ョ ン 


限定 的 な 保守 及び 本 番 サ ポー ト 。Red Hat Enterprise Linux 
及び / ま た は Red Hat OpenStack Platform ELS ア ド オ ン サ 
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Add-on Subscriptions entitle you to receive Software 
Maintenance and Production Support for Severity 1 and 2 
problems on x86 architectures and z systems, but only for a 


limited set of software components listed at 
https://access.redhat.com/articles/2901071. Red Hat 


Enterprise Linux and/or Red Hat OpenStack Platform ELS 
Software Maintenance is limited to those Software updates 
that Red Hat considers, in the exercise of its sole judgment, to 
be (a) critical impact security fixes independent of customer 
support requests and (b) selected urgent priority defect fixes 
that are available and qualified for a subset of the packages in 
specific major releases of Red Hat Enterprise Linux and/or 
Red Hat OpenStack Platform beyond the end of its regular 
production cycles. The ELS streams will be maintained for an 
additional period of time immediately after the end-date of the 
regular production cycles of the relevant release as set forth at 


https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata/. Red 
Hat will only provide one code base for both Red Hat 


Enterprise Linux ELS and Red Hat OpenStack Platform ELS 
and will not make functional enhancements to versions of 
either Red Hat Enterprise Linux or Red Hat OpenStack 
Platform during the ELS cycle. 


Red Hat Enterprise Linux ELS Unsupported Components. 
Red Hat Enterprise Linux ELS does not support the following 
(in addition to those noted in Section 2.3(a) above): (a) 
desktop applications, (b) Red Hat Cluster Suite, (c) content 
from the Extras channel ("Extras" is a set of content with a 
shorter life cycle) and (d) Independent layered or Add-on 
products such as Directory Server, Red Hat Satellite, or 
Scalable File System. Red Hat reserves the right to exclude 
additional packages. 


Red Hat Enterprise Linux ELS Content Delivery. Red Hat 
Enterprise Linux ELS Software Maintenance is delivered 
through separate Red Hat Portal base channels for the specific 
release and corresponding child channels if applicable. You 
must install a modified redhat-release package downloaded 
from Red Hat Portal to subscribe a Unit to a Red Hat 
Enterprise Linux ELS channel. 


Red Hat Enterprise Linux Developer Suite 

Red Hat Enterprise Linux Developer Suite provides an open 
source development environment that consists of Red Hat 
Enterprise Linux with built-in development tools, certain Red 
Hat Enterprise Linux Add-Ons, Red Hat Enterprise Linux for 
Real Time, Smart Management and access to Software 
Maintenance, but no Support. If you use any of the 
Subscription Services or Software associated with Red Hat 
Enterprise Linux Developer Suite for Production Use, you 
agree to purchase the applicable number of Units of the 
applicable Software Subscription. 
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ブス クリ プシ ョ ン で は 、x86 アー キテ クチ ャ お よび z シス 
テム に お ける 深刻 度 1 及び 2 に 該当 する 障害 に つい て 、 ソ 
フト ウェ ア メイ ン テ ナ ンス 及び 本 番 サ ポー ト が 受け られ 
ます が 、 https;//access.redhat.com/articles/2901071 に 記載 
され て いる ソフ トウ ェ ア コン ポー ネン ト を 除い た も の の 
み が 対 象 と な り ま す 。 Red Hat Enterprise Linux 及 び / ま た は 
Red Hat OpenStack Platform ELS ソフ トウ ェ ア メ ン テ ナ 
ンス は 、 レ ッ ド ハッ ト が その 独断 で 、(a) 顧 客 の サポ ー ト の 
要求 と は 独立 し て 致命 的 な 影響 を 受け る セキ ュ リ ティ 修 
正 、 お よび (b) そ の 通常 の 本 番 サ イク ル の 終了 を 超え た Red 
Hat Enterprise Linux 及 び / ま た は Red Hat OpenStack 
Platform の 特定 の 重大 な リリ ー ス に お ける パッ ケー ジ の サ 
ブ セ ッ ト に 利用 可能 で あり 、 そ う 認 定 され た 選択 的 な 緊急 
の 優先 的 な 不具 合 の 修正 で ある と 判断 し た アッ プ デ ー ト に 
限ら れ ま す 。 ELS の スト リー ム は 、 
https://access.redhat.com/support/policy/updates/errata/ に 
定め られ た 当該 リリ ー ス の 通常 の 本 番 サ イク ル 終 了 日 直後 
か ら 開 始 す る 追加 期間 に わた り 保 持 さ れ ま す 。Red Hat 
Enterprise Linux ELS 及 び Red Hat OpenStack Platform ELS 
に つい て は 1 つの コー ド ベ ー ス の み を 提供 し 、ELS サ イク 
ル 中 Red Hat Enterprise Linux ま た は Red Hat OpenStack 
Platfotm の 各 バ ー ジ ョ ン の 機能 強化 は 行い ませ ん 。 


Red Hat Enterprise Linux ELS の 未 サ ポー ト コン ポー ネ 
Y ko RedHat Enterprise Linux ELS は 、 (第 2.3 条 (a) に 記 
載 さ れ て いる も の の ほか ) (a) デ スク トッ プ アプ リ ケ ー シ 
ョ ン 、(D)Red Hat Cluster Suite、(cC) エ キス トラ チャ ン ネ ル 

(「 エ キス トラ 」 は ライ フサ イク ル が 通常 より 短い 一 連 の 
コン テン ツ で す ) の コン テン ツ 、 及 び (d)Directory Server, 
Red Hat Satellite ま た は Scalable File System な ど 独 立 し た 
レイ ヤー 製品 また は アド オン 製品 は 対象 と な り ま せん 。 レ 
ッ ド ハッ ト は 追加 パッ ケー ジ を 除外 する 権利 を 留保 し ま 
す 。 


Red Hat Enterprise Linux ELS Content Delivery, Red Hat 
Enterprise Linux ELS ソ フト ウェ ア メン テ ナ ン ス の 提供 
は 、 別 途 特定 の リリ ー ス 向け の Red Hat Portal ベ ー ス チャ ン 
ネル と 対応 する 子 チ ャ ン ネ ル (該当 する 場合 ) に より 行い 
ます 。Red Hat Enterprise Linux ELS チ ャ ン ネ ル に ユニ ッ ト 
を ご 登録 いた だ くに は 、Red Hat ポ ボー タル か ら 修 正 レ ッ ド ハ 
ッ ト リ リー スパ ッ ケ ー ジ を ダウ ン ロ ー ド し 、 イ ンス トール 
し て いた だ く 必 要 が あり ます 。 


Red Hat Enterprise Linux Developer Suite 

Red Hat Enterprise Linux Developer Suite に より 、 内 蔵 開 
発 ツ ー ル 付き Red Hat Enterprise Linux、 一 部 の Red Hat 
Enterprise Linux ア ド オ ン 、Red Hat Enterprise Linux for 
Real Time、Smart Management 及 び ソ フト ウェ ア メン テ 
ナン ス へ の アク セス を 内 容 と する オー プン ソー ス 開 発 環境 
を 構築 する こと が で きま す が 、 サ ポー ト は 付き ませ ん 。 
Red Hat Enterprise Linux Developer Suite に 関連 する サブ 
スク リプ ショ ン サー ビス 又は ソフ トウ ェ ア を 本 番 用 途 に 
ご 使用 に な っ た 場合 、 該 当 す る ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ 
ショ ン を 該当 する ユニ ッ ト 数 量 分 購入 する こと に ご 同意 い 
た だ いた も の と な り ま す 。 
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4. Red Hat Enterprise Linux Developer Workstation and Red 4. Red Hat Enterprise Linux Developer Workstation 及 び 
Hat Enterprise Linux Developer Support Subscriptions Red Hat Enterprise Linux Developer サ ポー ト サブ スク リプ シ 
For each paid, active Red Hat Enterprise Developer ョ ソン 
Werke alan andor ed) Hat Fnterprise PL “Developer 有料 の 有効 な 各 Red Hat Enterprise Developer Workstation 
Support Subscription, Red Hat will provide you with (a) access や Red Hat Enterprise Linux Developer サ ポー ト サブ スク 
to the supported versions of Red Hat Enterprise Linux and リプ ショ ン に つき 、 レ ッ ド ハッ ト は (a)Red Hat E 
updates through a Red Hat Portal; and (b) assistance for: (i) J a sd in * 7 fry Me (a)Red : at nterprise 
installation, usage and configuration support, diagnosis of Linux の サポ ー ト され て いる バー ジョ ン 及 び ア ッ スー 
issues, and bug fixes for Red Hat Enterprise Linux, but only for へ の Red Hat ポ ボー タル か ら の アク セス 、 及 び (b)(⑪Red Hat 
issues related to your use of Red Hat Enterprise Linux for Enterprise Linux の イン ス トー ル 、 利 用 方 法 及び 構成 に 関す 
Development Use and (ii) advice concerning application る サポ ー ト 、 問 題 の 診断 及び バグ の 修正 の 支援 (た だ し 、 
architecture, application design, industry practices, tuning and Red Hat Enterprise Linux の 開発 用 途 で の ご 利用 に 関す る 問 
application porting (collectively, “Developer Support’). 題 に 限り ます ) と (i) ア プリ ケー ショ ン アー キテ クチ ャ 、 ア 

プリ ケー ショ ン デザ イン 、 業界 慣行 、 チ ュー ニン グ 及 び ア 
プリ ケー ショ ン の 移植 に 関す る アド バイ ス の 支援 (併せ て 
「 開 発 者 サポ ー ト 」) を 提供 し ます 。 
The Red Hat Enterprise Linux Developer Workstation and Red Red Hat Enterprise Linux Developer Workstation 及 び Red 
Hat Enterprise Linux Developer Support Subscriptions do not Hat Enterprise Linux Developer サ ポー ト サブ スク リプ シ 
include support for (a) modified software packages, (b) ョ ン に は (8) 改 変 さ れ た ソフ トウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ 、(b) ホ ー ル 
ales EN Dice a or (c) bns ee 4 セー ル 版 アプ リケーション の デバ ッ グ 、 ま た は (c)Red Hat 
e Re at Extras repository, supplementary channels, 2 ine T : 
preview technologies or Sonde abla nad fon etamin エキ スト ラ の レポ ジ ト リ 、 サプリ メン タリ チャ ン ネ ル 、 プ 
sites. レビ ュー テク ノロ ジー、 も し く は コミ ュ ニ ティ サイ ト か ら 
入手 する ソフ トウ ェ ア に 含ま れる ソフ トウ ェ ア (の サポ ー 
ト は 含ま れ ま せん 。 

4.1 Red Hat Enterprise Linux Developer Support Subscription 4.1 Red Hat Enterprise Linux Developer サ ポー ト サブ スク 
Levels. You may purchase Professional (two (2) business day リプ ショ ン の レベ ル 。 Red Hat Enterprise Developer 
response time) or Enterprise (four (4) Standard Business Workstation (1 シス テム ) 及び / ま た は Red Hat Enterprise 
Hours response fme) with web and phone support for an Developer サ ポー ト サブ スク リプ ショ シ (28 シス テム ) に 
unlimited number of requests for Re at Enterprise meis a 2 
Developer Workstation Aun (1) System) and/or Red Hat つい て 、 回 数 無制限 の Web 及 び 電 話 で の サポ ー ト と な る プ 
Enterprise Developer Support Subscriptions (twenty-five (25) ロフ ェ ッ ショ ナル (2 営業 日 以内 に 回 答 ) また は エン タプ 
Systems). ライ ズ (4 通常 営業 時 間 以 内 に 回 答 ) を ご 購入 いた だ け ま 

す 。 

5. Red Hat Directory Server Software Subscriptions 5. RedHat Directory Server ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ シ 
Table 5 sets forth the Unit of measure and Supported Use ョ ン 表 5 は 、Red Hat Directory Server の 測定 ユニ ッ ト 及 び 
Cases for Red Hat Directory Server. You must purchase the サポ ー ト され る ユー スケ ー ス を 示し た も の で す 。 お客 様 に 
appropriate number and type of these Subscriptions based on お いて は 、 表 5 に 記載 され て いる ユニ ッ ト 及 びそ の 他 の 制 
the Unit and other parameters described in Table 5 below. The i - ) き 、 適 切な 数 及び 種類 の サブ スク リプ ショ ・ 
Service Level(s)) for Directory Server is determined by the 限 範 囲 に 2 7 s ^ ve 
Service Level of the underlying Red Hat Enterprise Linux を ご 購入 いた だ く 必 要 が あり ます 。Directory Server の サー 
Subscription for the Physical Node or Virtual Node running ビス レベ ル は 、Directory Server を 稼働 させ て いる 物理 ノー 
Directory Server (for example, if the Service Level for the ド ま た は 仮想 ノー ド に 関す る ベー ス と な る Red Hat 
underlying Red Hat Enterprise Linux Software Subscription is Enterprise Linux サ ブス クリ プシ ョ ン の サー ビス レベ ル に 
Premium, then Directory Server would receive Premium level よっ て 決ま り ま す (た と えば 、 ベ ー ス と な る Red Hat 
support). Enterprise Linux ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン の サー 

ビス レベ ル が 「 プ レミ アム 」 で ある 場合 、Directory Server 
に つい て 受け られ る サポ ー ト は プレ ミア ムレ ベル と な り ま 
す ) 。 
Table 5 
MM Unit Supported Use Case 
Red Hat Directory Server is only supported on a physical server with a standard Red Hat Enterprise 
Linux Software Subscription (not a Red Hat Enterprise Linux Desktop, Red Hat Enterprise Linux for 
Physical | HPC or Red Hat Enterprise Linux Workstation Software Subscription). A Replica Red Hat Directory 
Red Hat Directory Node or | Serveris only supported with an active Software Subscription for a Primary Red Hat Directory Server. 
Server Virtual “Replica” means a second instance of a Directory Server configured as a subordinate to the first 
Node instance of Directory Server. Red Hat Enterprise Linux Server is supported solely for the purpose of 
running Red Hat Directory Server Software. “Primary” means the authoritative Red Hat Directory 
Server from which Replica Red Hat Directory Servers derive Red Hat Directory Server information. 
表 5 
ソフ トウ ェ ア ユニ ーッ 
サブ スク リプ ショ ン | ト AA 
Red Hat Directory Server は 、 標 準 の Red Hat Enterprise Linux ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン ( 
物理 ノ Red Hat Enterprise Linux Desktop、 Red Hat Enterprise Linux for HPC、 及び Red Hat Enterprise 
ー ド ま Linux Workstation ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン で は あり ませ ん ) が ある 物理 サー バー 上 で の み 
Red Hat Directory た は 仮 サポ ー ト され ます 。 レ プリ カ の Red Hat Directory Server は 、 プ ライ マリ の Red Hat Directory Server 
Server wey | に 関す る 有効 な リフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン に つい て の み サ ポー ト さ れ ま す 。「 レ プリ カ 」 と 
E I£, Directory Server の 2 番目 の イン スタ ンス で 、 最 初 の イン スタ ンス の 下位 と し て 構成 され る も の 
意味 し ます 。Red Hat Enterprise Linux Server は 、Red Hat Directory Server ソ フト ウェ ア を 稼働 さ 
せる 目的 で の み サ ポー ト 対 象 と な り ま す 。「 プ ライ マリ 」 と は 、Red Hat Directory Server の レプ リ 
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AA, Red Hat Directory Server の 情報 を 引き 出す 元 と な る 、 権 限 を 与え られ た Red Hat Directory 


Server を 意味 し ます 。 
6. Red Hat Certificate System Software Subscriptions 6. RedHat Certificate System ソフ トウ ェ ア サ ブス クリ プシ ョ ソン 
Table 6 sets forth the Unit of measure and Supported Use 表 6 は Red Hat Certificate System の 測定 ユニ ッ ト お よび 


Cases for Red Hat Certificate System. You must purchase 


the appropriate number and type of these Subscriptions サポ ー ト 対象 の ユー スケ ー ス を 示し て いま す 。 お 客 様 は 、 ユ 


based on the Unit and other parameters described in Table ニッ ト 、 及 び 以 下 の 表 6 に 記載 され て いる その 他 の 制限 範 
6 below. The Service Level(s)) for Certificate System is 囲 に 基づき 、 適 切な 数 お よび 種類 の サブ スク リプ ショ ン を 購 
determined by the Service Level of the underlying Red Hat 入 す る 必要 が あり ます 。Certificate System の サー ビス レベ 
Enterprise Linux Subscription for the Physical Node running ル は 、 こ れ を 実行 する 物理 ノー ド の ベー ス と な る Red Hat 
Certificate System (for example, if the Service Level for the Enterprise Linux サブ スク リプ ショ ン の サー ビス レベ ル に 
underlying Red Hat Enterprise Linux Software Subscription よっ て 決ま り ま す 。 例 えば 、 ベ ー ス と な る Red Hat 
b Certificate System would receive Premium Enterprise Linux ソフ トウ ェ ア サ ブス クリ プシ ョ ン の サー 


ビス レベ ル が プレ ミア ム の 場合 、Ceritificate System は プレ 
ミア ムレ ベル の サポ ー ト を 受け る こと に な り ま す 。 


Table 6 


Red Hat Certificate System is only supported on a standard Red Hat Enterprise Linux Software 
Red Hat Certificate Certificate Subscription (not a Red Hat Enterprise Linux Desktop, Red Hat Enterprise Linux for HPC or Red Hat 
System Enterprise Linux Workstation Software Subscription). Certificate System includes Directory Server only 


to run and support Certificate System. 


Red Hat Certificate System は 、 標 準 的 な Red Hat Enterprise Linux ソフ トウ ェ ア サ ブス クリ プシ ョ 
ン (Red Hat Enterprise Linux Desktop. Red Hat Enterprise Linux for HPC、 及 び Red Hat Enterprise 
System 証明 書 | Linux Workstation ソフ トウ ェ ア サ ブス クリ プシ ョ ン で は あり ませ ん ) 上 で の み サ ポー ト さ れ ま す 。 
Ceritificate System に は 、 そ の シス テム を 実行 し サポ ー ト する た め の デ ィ レ クト リサ ー バ ー の み が 含 ま 
れ ま す 。 


Red Hat Certificate 
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EXHIBIT 1.B 

RED HAT APPLICATION 
SERVICES, RED HAT 
OPENSHIFT CONTAINER 
PLATFORM, AND RELATED 
SOFTWARE SUBSCRIPTIONS 


別紙 1.B 


RED HAT APPLICATION 
SERVICES、RED HAT 
OPENSHIFT CONTAINER 
PLATFORM 及び 関連 する ソフ ト 
JIP サブ スク リプ ショ ン 


&, Red Hat 


This Exhibit 1.B. to Product Appendix 1 governs your use of the 
Red Hat Application Services (formerly known as Red Hat JBoss 
Middleware), Red Hat OpenShift Container Platform, Red Hat 
Storage Services and Red Hat Quay product lines. 


1. 


1.1 


1.2 


(a) 


(b) 


(c) 


1.3 


Unit of Measure and Purchasing Requirements for Red 
Hat Application Services Software Subscriptions. 

Table 1 sets forth the Units of measure and Supported Use 
Cases for various Red Hat Application Services 
Subscriptions. 


Supported Application Services Software. Using Red Hat 
Application Services Software Subscriptions to support 
software obtained from community sites without purchasing 
a corresponding Software Subscription for such community 
software is a material breach of the Agreement. 


Red Hat JBoss Core Services Collection. “Red Hat JBoss 
Core Services Collection” is a collection of components 
that provide common functionality (such as monitoring and 
management, load balancing, process control and single 
sign-on) across a majority of the Red Hat Application 
Services portfolio and is subject to the following terms: 


You will receive entitlements for Red Hat JBoss Core 
Services Collection in a quantity equal to the number of 
Cores of Red Hat Application Services Software 
Subscriptions you purchased (for Software Subscriptions 
where the Unit is a Core). 


You will receive entitlements to Red Hat JBoss Core 
Services Collection equal to sixteen (16) Cores for each Red 
Hat Application Services Software Subscription you 
purchase on a per socket-pair basis. 


Red Hat JBoss Web Server does not include Red Hat JBoss 
Core Services Collection. 


Red Hat Application Services for Hybrid Deployments. 
Red Hat Application Services Software Subscriptions in 
Table 1 include access to the Red Hat Application Services 
Software enabled for and supported on Red Hat OpenShift 
Container Platform for both private cloud and public cloud 
deployment platforms. 


Table 1 


製品 付属 文書 1 に 付随 する この 別紙 1.B. の 規約 で は 、Red Hat 


Application Services (旧称 Red Hat JBoss Middleware) 、Red Hat 


OpenShift Container Platform, Red Hat Storage Services 及び Red 
Hat Quay の 各 製 品 ラ イン の ご 利用 方 法 を 規定 し て いま す 。 


1. 


(a) 


(b) 


(c) 


1.3 


Red Hat Application Services ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン の 
測定 ユニ ッ ト 及 び こ 購入 要件 

表 1 は 、 各 種 の Red Hat Application Services サ ブス クリ プ 
ショ ン の 測定 ユニ ッ ト 、 及 び サ ポー ト さ れる ユー スケ ー ス を 
示し た も の で す 。 


サポ ー ト 対象 と な る Application Services ソ フト ウェ ア 。 コ 
ミュ ニテ ィ ソ フト ウェ ア を ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ 
ン を 購入 し な いま ま コ ミュ ニテ ィ サ イト か ら 人 入手 し 、 そ の ソ 
フト ウェ ア が サポ ー ト 対象 と な る よう に Red Hat 
Application Services ソ フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン を 利 
用 する こと は 、 本 契約 の 重大 な 違反 と な り ま す 。 


Red Hat JBoss Core Services Collection 。「Red Hat 
JBoss Core Services Collection」 は 、 各種 JBoss 
Application Services の 大 多数 で 共通 の 機能 (監視 と 管理 、 ロ 
ー ド バラ ン シ ン グ 、 プ ロ セ ス 制 御 及び シン グル サイ ン オ ン な 
E) を 実現 する コン ポー ネン ト 集 で 、 次 の 条件 が 適用 され 
ます 。 


それ ぞ れ に つき ご 購入 いた だ いた Red Hat JBoss 
Application Services ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン の 
コア 数 と 同数 の Red Hat JBoss Core Services Collection を 
使用 する 権利 が 取得 で きま す 。 


ソケット ペア ベー ス で ご 購入 いた だ いた Red Hat JBoss 
Application Services ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン の 
それ ぞ れ に つき 16 コア の Red Hat JBoss Core Services 
Collection を 使用 する 権利 を 取得 で きま す 。 


Red Hat JBoss Web Server は 、 Red Hat JBoss Core 
Services Collection を 含み ませ ん 。 


混合 展開 向け Red Hat Application Services。 表 1 の Red 
Hat Application Services ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ 
ン に は 、 プ ライ ベー ト クラ ウド と パブ リッ ク クラ ウド の 
両方 の デプロイ メン ト プラ ッ ト フ ォ ー ム の Red Hat 
OpenShift Container Platform に 対応 する RedHat アプ リ 
ケー ショ ン サ ービス ソフ トウ ェ ア へ の アク セス が 含ま れ 
て いま す 。 


Software Subscription (Note 1 below) 


Unit of Measure 


Supported Use Case 


Red Hat JBoss Enterprise Application 
Platform 


Red Hat JBoss Web Server 


Red Hat Runtimes 


Red Hat Data Grid 


Red Hat Fuse 


Red Hat AMQ 

Red Hat Data Virtualization 

Red Hat Process Automation Manager 
(formerly Red Hat JBoss BPM Suite) 


Core Band 


Red Hat Decision Manager (formerly Red Hat 
JBoss BRMS) 


Red Hat JBoss Application Services 
Extended Life Cycle Support Add On 
Red Hat Integration (Note 2) 
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These Red Hat Products are only supported on Supported 
Configurations. 
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Red Hat Runtimes (Note 2) 


Red Hat Process Automation (Note 2) 
Red Hat Application Services Portfolio 
(Note 2) 


Red Hat 3Scale API Management Platform 


This 
Core Band 


on Supported Configurations, and (c) when used for the purpose 
of API Management. 


Red Hat Product is supported (a) when used on a server, (b) 


Red Hat build of OpenJDK for Workstations 
(Note 3) 


Physical Node 


This product is supported for use on supported Windows Desktop 
versions as set forth in the Supported Configurations (“Windows 
Desktop Use Case"). This product is explicitly not supported for 
the deployment of Java based servers or use on Windows Server 
distributions. 


Red Hat build of OpenJDK for Servers 
(Note 3) 


Core Band 


Windows Desktop Use Case 


Note 1: Unless otherwise stated in an Order Form, one (1) Core is equivalent to two (2) vCPUs with hyper-threading active for the 


Red Hat Products in this Exhibit 1.B. 


Note 2: You may use up to the number of Cores in the Core Bands that you purchase for any combination of Red Hat Products 


included in these Bundles. 


Note 3: Client may use up to twenty (20) Support Contacts for Red Hat build of OpenJDK Subscriptions. 


表 1 
db (or dp ds 測定 ユニ ッ ト サポ ー ト され る ユー スケ ー ス 
Red Hat JBoss Enterprise ア プリ ケー ショ ン 
プラ ッ ト フ ォ ー ム 
Red Hat JBoss Web Server 
Red Hat Runtimes 
Red Hat Data Grid 
Red Hat Fuse 
Red Hat AMQ 
Red Hat Data Virtualization 
Red Hat Process Automation Manager ( 以 -— これ ら の レッ ド ハ ッ ト 製 品 は 、 サ ポー ト さ れ 
前 の Red Hat JBoss BPM Suite) コア バン ド る 構成 で の み サポ ー ト 対象 と な り ま す 
Red Hat Decision Manager (以前 の Red Hat UN s 3 
JBoss BRMS) 
Red Hat JBoss Application Services 
Extended Life Cycle Support Add On 
Red Hat Integration ( 注 2 を 参照 ) 
Red Hat Runtimes € 2 を 参照 ) 
Red Hat Process Automation ( 注 2 を 参照 ) 
Red Hat Application Services Portfolio ( 注 2 
を 参照 ) 
この レッ ド ハ ッ ト 製 品 は 、(a)J サ ー バ ー 上 で 使 
T 用 され る 場合 、(bD) サ ポー ト さ れる 構成 上 で 使 
Red Hat 3Scale API Management Platform コア バン ド 用 され る 場合 、 お よび (c)AP| 管 理 の 目的 で 使 
用 され る 場合 に サポ ー ト され ます 。 
この 製品 は 、「 サ ポー ト さ れる 構成 」 で 示さ 
れ た よう に 、 サ ポー ト 対 象 の Windows 
Desktop バ ー ジ ョ ン で の 使用 に つい て 
Red Hat build of OpenJDK for Workstations 物理 ノー ド (「Windows Desktop ユ ー ス ケー ス 」 と い 
( 注 3 を 参照 ) WET) の み サ ポー ト さ れ ま す 。 こ の 製品 は 、 
Java ベ ー ス の サー バ の 展開 また は Windows 
Server デ ィ ス トリ ビュ ーション で の 使用 に 
つい て は 、 明 示 的 に サポ ー ト され ませ ん 。 
iig build of OpenJDK for Servers ( 注 3 コア バン ド Windows Desktop ユ ー ス ケー ス 


注 1: ご 注文 ) 
当 す る も の と し ます 。 


X 2 : これ 5 の バン ドル に 含ま れる すべ て の Red Ha 製品 の 組み 合わ せ に 関し て 、 購入 する コア バン ド の コア 数 を 使 


紙 に 別段 の 指定 が な い 限 り 、 本 別紙 1.B の Red Hat 製品 に 関し て 1 コア は ハイ パー スレ ッ デ ィング が アク ティ ブ な 2 つの vCPU に 相 


する こと が で きま す 。 


注 3 : お 客 様 は 、OpenJDK サブ スク リプ ショ ン の Red Hat ビ ルド に つい て 、20 名 まで の サポ ー ト 連絡 担当 者 を 利用 する こと が で 


きま す 。 


2. Unit of Measure and Purchasing Requirements for Red っ 


Hat OpenShift Container Platform 


Red Hat OpenShift Container Platform の 測定 ユニ ッ ト 及 び ご 
購入 要件 


Anf E 1 


Table 2 sets forth the Units of measure, capacity limitations 
and Supported Use Cases for various Red Hat OpenShift 
Container Platform Subscriptions. You must purchase the 
appropriate number and type of Software Subscription(s) for 
each Unit, based on the Unit and other parameters described 
in Table 2. The Red Hat OpenShift Container Platform Use 
Case (OCP Use Case as defined below) applies to all Red 
Hat OpenShift Container Platform offerings and additional 
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表 2 は 、 各 種 の Red Hat Storage OpenShift Container 
Platfoitm サ ブス クリ プシ ョ ン の 測定 ユニ ッ ト 、 容 量 制 限 、 及 
び サ ポー ト さ れる ユー スケ ー ス を 示し た も の で す 。 各 ユニ 
ッ ト に つき 表 2 に 記載 され て いる ユニ ッ ト 及 びそ の 他 の 制 
限 範囲 に 基づき 、 各 ユニ ッ ト に つき 適切 な 数 及び 種類 の ソ 
フト ウェ ア サブ スク リプ ショ ン を ご 購入 いた だ く 必 要 が 
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Use Cases apply to the Red Hat OpenShift Container 
Platform offerings as noted below. Red Hat OpenShift 
Container Platform for RHEL and Container Platform for 
RHEL are layered products and require a separate paid and 
active Software Subscription to Red Hat Enterprise Linux for 
Virtual Datacenters with matching Support Levels for each 
Unit that deploys, installs, uses or executes such layered 
products. 


HY EF. Red Hat OpenShift Container Plattorm の ユー ス 
ケー ス ( 下 に 定義 する OCP ユ ー ス ケー ス ) は すべ て の Red 
Hat OpenShift Container Platform の 品目 に 適用 され 、 追 加 
の ユー ス ケー ス は Red Hat OpenShift Container Platform 
の 品目 に 適用 され ます 

( 下 の 注 ) , Red Hat OpenShift Container Platform for RHEL 
及び Container Platform for RHEL は レイ ヤー 製品 で あり 、 そ 
れ ら の レイ ヤー 製品 を 展開 、 イ ンス トー ル ま た は 実行 する 
各 ユ ニッ ト に つき 個別 の 有料 で 有効 な 、 サ ポー トレ ベル が 
同じ で ある Red Hat Enterprise Linux for Virtual Datacenters 
の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン が 必要 


で す 。 

2.4 Red Hat Enterprise Linux Server - CoreOS. Red Hat 2.1 Red Hat Enterprise Linux Server - CoreOS. Red Hat 
Enterprise Linux Server as included in Red Hat OpenShift OpenShift Container Platform に 含ま れる Red Hat Enterprise 
Container Platform may be deployed using RPM package Linux Server は 、 RPM パッ ケー ジマ ネー ジャ を 使用 し て 、 X 
manager or in a host mode intended to run containers (aka 、 コ ン テ 45 - め の ホス トモ ー ド (別名 「Red H 
S Eran lir SoG Reg Ere9 は は. コンテナ を する た の の ホス トミ ー ド 人 meet 

inux CoreOS mode is an optional image based delivery, ei プシ ョ ・ メー ジ 
deployment and updating mechanism designed to support Enterprise ANUS CoreOS"E ド は 、 1: ン ョ ン の イ _ T 
container based environments. Each deployment of Red Hat ベー ス の 提供 、 展 開 、 及 び 更 新 メカ ニズム で あ り 、 コンテナ 
Enterprise Linux, regardless of the method (including ー ベ ー ス の 環境 を サポ ー ト する た め に 設計 され て いま す 。 
containers), constitutes a Unit. Red Hat Enterprise Linux の 各 展 開 は 、 そ の 方 法 (コン テ ナ 

を 含む ) に 関係 な く 、1 ユニ ッ ト を 構成 し ます 。 

2.2 Red Hat OpenShift Data Foundation. Red Hat OpenShift 2.2 Red Hat OpenShift Data Foundation. Red Hat OpenShift 
Data Foundation is an Add-on Subscription to Red Hat Data Foundation は 、Red Hat OpenShift Container Platform 
Openshift Container Platform. For any Cluster of Red Hat の アド オン サブ スク リプ ショ ン で す 。Red Hat OpenShift 
E a E d elo. WU RA Hos e Data Foundation を 使用 また は 実行 する Red Hat OpenShift 
aroun of Units and Capacity’ of Red Hat Openshift Container Flaliomm の クラ スタ に つい お 客 様 は 、 当該 ク 
Container Platform and Red Hat OpenShift Data Foundation ラス タ に つい て Red Hat OpenShift Container Platform お よ 
for such Cluster. URed Hat OpenShift Data Foundation の 同 量 の ユニ ッ ト お 

よび 容量 を 購入 する こと に 同意 する も の と し ます 。 

Table 2 

Software Subscription Unit of Capacity 0 merbased Supported Use Case 
(tote SAE) Messure Sockets Virtual Nodes 
Red Hat OpenShift Container Platform will only be 
Red Hat OpenShift i . Unlimited supported (this Use Case is collectively the “OCP 
Container Platform Physical Node | Socket-pair Virtual Guests | Use Case") when used as a platform as a service 
on Supported Configurations. Running other 
applications and/or programs of any type on the 
operating environment can have a negative impact 
on the function and performance. Third party 
operators are not supported. The Multicloud Object 
. Gateway included in Red Hat OpenShift Data 
Red Hat OpenShift Unlimited Foundation may be used for Migration purposes 
Container Platform for Physical Node Socket-pair Virtual Guests | With the Migration Toolkit included with Red Hat 
RHEL OpenShift Container Platform without the need for 
an active paid subscription for Red Hat OpenShift 
Data Foundation for such use. Red Hat JBoss 
Web Server is only supported to run Red Hat 
OpenShift Container Platform components. 
Red par openshit This Red Hat Product will only be supported when 
Container Platform i : : : 
Socket-pair installed and running on physical hardware and not 
(Bare Metal Node) ; i ; : : 
Red Hat OpenShift Physical Node with up to 64 None when running as a virtual image or on a public 
Cores cloud. 
Platform Plus (Bare OCP Use Case 
Metal Node) 
This Red Hat Product is only supported for the 
deployment of virtualized and containerized 
telecommunication services or network functions 
that deliver consumer services, business services, 
mobile services, video/content services, 
Red Hat OpenShift for Physical Node Socket pair Unlimited telecommunication workloads and loT services. 
NFV Applications Virtual Guests Examples of use cases that are not supported are 
nodes running general purpose IT or Enterprise 
applications in central or regional data center 
deployments, nodes running developer 
features/services or application development 
workloads, and nodes running databases, web 


Anf E 1 
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Capacity for Socket-based 


Software Subscription Unit of SKU Supported Use Case 
Note 1 below) Measure = 
( Sockets Virtual Nodes 
applications, or file services. Third party operators 
are not supported. 
OCP Use Case 
Red Hat OpenShift Container Platform “Bastion 
Nodes” are supported when Red Hat Enterprise 
Red Hat OpenShift Linux is used to host the scripts, files, and other 
Container Platform Physical Node Socket-pair N/A tools to provision the bootstrap, control-plane, and 
(Bastion Node) compute nodes for Red Hat OpenShift Container 
Platform. Containerized workloads are not 
supported on Bastion Nodes. 
Red Hat OpenShift Data This Red Hat Product is only supported when used 
Foundation Essentials Physical Node as a storage system with Red Hat OpenShift 
(formerly known as Red (see Note 4) Socket-pair N/A Container Platform or Red Hat OpenShift Platform 
Hat OpenShift Plus, deployed as containers within an OpenShift 
Container Storage) Cluster (“ODF Essentials Use Case"). 
This Red Hat Product is only supported when used 
as a storage system with Red Hat OpenShift 
Container Platform or Red Hat OpenShift Platform 
Plus, deployed either as (a) containers within an 
OpenShift Cluster, or (b) on Physical Nodes 
outside of the OpenShift cluster. When deployed 
on a Physical Node, the Subscription is supported 
Red Hat OpenShift Data | Physical Node Socket-pair N/A on server hardware, but not on desktops or 
Foundation Advanced (see Note 4) workstations. The Red Hat OpenShift Data 
Foundation Advanced edition extends the 
supported use cases for OpenShift Data 
Foundation Essentials, adding support for 
enhanced data encryption, disaster recovery, and 
data sharing across multiple OpenShift clusters 
and non-OpenShift clusters (“ODF Advanced Use 
Case"). 
Red Hat OpenShift 
Container Platform Virtual Node 2 Cores One Virtual 
Red Hat OpenShift or 4 vCPUs Guest 
Platform Plus 
OCP Use Case 
Red Hat OpenShift Virtual Node Unlimited 
; or Physical Core Band , 
Container Platform Virtual Guests 
Node 
Red Hat OpenShift Data Virtual Node 2 Cores One (1) Virtual 3 
Foundation Essentials (see Note 4) or 4 vCPUs Node br Esenas USE LISE 
Red Hat OpenShift Data Virtual Node 2 Cores One (1) Virtual 
Foundation Advanced (see Note 4) or 4 vCPUs Node ODF Advanced Use Gane 
Red Hat OpenShift 
Container Platform for 
Power ] 2 Cores One (1) Virtual 
Red Hat OpenShift MirtusliNode or 4 vCPUs Node Se Case 
Kubernetes Engine for 
Power 
Red Hat OpenShift 
Container Platform for 
id BM A Arid IEN, . These Red Hat Products will only be supported 
LinuxOne : One (1) Virtual 
Red Hat OpenShift Virtual Node 1 Core Node when deployed on Red Hat supported KVM 
: hypervisor running in an IBM Z L-PAR. 
Kubernetes Engine for 
IBM Z and IBM 
LinuxOne 
; This Red Hat Product is only supported as 
REG klat Openshitt described in the OCP Use Case with respect to the 
Kubernetes Engine : 
: 2 Cores One (1) Virtual | components that are set forth at 
(formerly known as Red Virtual Node : ; 
: or 4 vCPUs Guest https://access.redhat.com/support/offerings/opens 
Hat OpenShift hift-engine/sla/. Third party operators are not 
Container Engine) l ] party op 
supported. 
Red Hat OpenShift 
Container Platform with : Unlimited 
Application Runtimes Physical: Noge core pand Virtual Guests Der Use CaSe 
(Note 2) 
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Container Platform with 
Integration (Note 2) 


Red Hat OpenShift - mE 


Red Hat OpenShift 
Container Platform with 
Process Automation 
(Note 2) 


Red Hat OpenShift 
Container Platform with 
Application Services 
Portfolio (Note 2) 


Red Hat OpenShift 


Red Hat OpenShift Container Platform Bastion 
nodes are supported when Red Hat Enterprise 
Linux is used to host the scripts, files, and other 


Pack 


Platform (Bastion Node) Physical Node Core Band N/A tools to provision the bootstrap, control-plane, and 
compute nodes for Red Hat OpenShift Container 
Platform. Containerized workloads are not 
supported on Bastion Nodes. 

Red Hat OpenShift Data Red Hat OpenShift Data Foundation Expansion 

Foundation Expansion Cluster Storage Band N/A Pack entitles support for additional storage (as set 


forth in the product description) for Red Hat 
OpenShift Container Platform Clusters. 


Note 1: Unless otherwise stated in an Order Form, one (1) Core is equivalent to two (2) vCPUs with hyper-threading active for the 
Red Hat Products in this Exhibit 1.B. 
Note 2: There are two pools of Cores included in these Bundled Red Hat Products, one pool of Cores for any combination of Red 
Hat Application Services products and one pool of Cores for OpenShift Container Platform. You may use up to the number of Cores 
that you purchase in the Core Band(s) (a) for Red Hat Application Services products included in these Bundles and (b) for OpenShift 
Container Platform deployments (in a minimum of 2 Core allocations per Unit). 
Note 3: Red Hat OpenShift includes Red Hat OpenShift Virtualization which is designed to run and manage virtual instances. Red 
Hat OpenShift Virtualization is supported only when Red Hat OpenShift is installed on the bare metal server and is not installed 
within a virtual machine. The included Red Hat Enterprise Linux software is supported solely when used as the guest operating 
system within virtual machines hosted on Red Hat OpenShift Virtualization. Red Hat OpenShift Virtualization includes Red Hat 
JBoss Enterprise Application Platform solely supported to run certain utilities in Red Hat OpenShift Virtualization. 

Note 4: Each Red Hat OpenShift Container Platform Cluster with the Red Hat OpenShift Data Foundation Add-on is entitled up to 
256 TB of storage capacity. Additional OpenShift Data Foundation storage capacity for Red Hat OpenShift Container Clusters 
requires the purchase of Red Hat OpenShift Data Foundation Capacity Expansion Packs. 


表 2 


Red Hat OpenShift Container Plattorm は 、 サ ポー - 


Red Hat OpenShift 物理 ノー ド | ソケット ペア | 無制限 の 仮想 ゲ | ト され る 構成 に お ける サー ビス の プラ ッ ト フ ォ ー 

Container Platform スト ム と し て 使用 され る 場合 の み サ ポー ト 対 象 と な り 
ます (この ユー ス ケー ス を 併せ て 「OCP ユ ー ス 
ケー ス 」 と 呼び ます ) 。 動 作 環境 上 で 他 の アプ リ 
ケー ショ ン や プロ グラ ム を 実行 する と 、 機 能 や 性 
能 に 悪影響 を 及ぼ すこ と が あり ます 。 サ ー ド パー 
ティ オペ レー タ は サポ ー ト され ませ ん 。Red Hat 
OpenShift Data Foundation に 含ま れる 

Red Hat OpenShift Multicloud Object Gateway は 、Red Hat 

、 . HRED | OpenShift Container Platform に 含ま れる 

Container Platform for 物理 ノー ド ソケット ペア m m 7 Migration Toolkit を 使用 し て マイ グレ ーション 目 

RHEL 的 で 使用 する こと が で き 、 そ の 使用 に は Red Hat 
OpenShift Data Foundation の アク ティ ブ な 有料 
サブ スク リプ ショ ン は 必要 で は あり ませ ん 。Red 
Hat JBoss ウェ ブサ ー バ は 、HRed Hat OpenShift 
Container Platfoitm の コン ポー ネン ト を 動作 させ る 
目的 の み で サポ ー ト され ます 。 

Red Hat OpenShift この レッ ド ハ ッ ト 製 品 は 、 物 理 ハ ー ド ウェ ア に 

Container Platform (ベア イン スト ー ル し て 実行 し て いる 場合 に の み サ ポ 

メタ ルノー ド ) 物理 ノー ド ソケット ペア な し ー ト され ます 。 仮想 イメ ー ジ と し て 、 又 は パブ 

Red Hat OpenShift 最大 64 コア ui リッ ク ク ラ ウド 上 で 実行 し た 場合 に は 、 サ ポー 

Platform Plus (ベア メタ ト さ れ ま せん 。 

ルノー ド ) OCP ユ ー ス ケー ス 
この レッ ド ハ ッ ト 製 品 は 、 仮 想 化 され 、 コ ン テ ナ 

Red Hat OpenShift for er S 無制限 の 仮想 ゲ | 化 され た 電子 通信 サー ビス 、 又 は コン シュ ー マ 

NFV Applications 物理 ノー ド FN スト サー ビス 、 ビ ジネス サー ビス 、 モ バイ ル サー ビ 
ス 、 ビ デオ / コ ン テ ン ツ サー ビス 、 遠 距離 通信 ワ 
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ソフ トウ ェ ア サブ スク 


ソケット ベー ス の SKU の 容量 


サポ ー ト され る ユー ス ケー ス 


リプ ショ ン 測定 ユニ ッ ト m 
(FOS 1) ソケット 仮想 ノー ド 
ー ク ロー ド 及 び loT サ ービス を 提供 する ネッ トワ 
ー ク 機能 を 展開 する 場合 に の み 、 サ ポー ト さ れ ま 
す 。 サ ポー ト さ れ な い ユ ー ス ケー ス の 例 と し て 
は 、 中 央 又は 地域 デー タ セ ンタ ー 展 開 で 汎用 の IT 
また は エン ター プラ イズ アプ リケーション を 実 
行 し て いる ノー ド 、 開 発 者 機能 / サ ービス また は ア 
プリ ケー ショ ン 開 発 の ワー クロ ー ド を 実行 し て い 
る ノー ド 、 及 び デ ー タ ベー ス 、 ウ ェ ブ アプ リ ケ 
ーション 、 又 は ファ イル サー ビス を 実行 し て い 
る ノー ド が あり ます 。 サ ー ド パー ティ オペ レー 
タ は サポ ー ト され ませ ん 。 
OCP ユ ー ス ケー ス 
Red Hat OpenShift Container Platform の 「 バ ス 
ティ オン ノー ド 」 は 、Red Hat OpenShift 
Container Platform の ブー トス トラ ッ プ 、 コ ント 
Red Hat OpenShift ロー ルプ レー ン 、 及 び コ ン ピ ュ ー ト ノー ド を 提供 
Container Platform (バス | 物理 ノー ド ソケット ペア 該当 な し する た め の ス クリ プ ト 、 フ ァイル 、 及 びそ の 他 の 
ティ オン ノー ド ) ツー ル を ホス ト す る た め に Red Hat Enterprise 
Linux が 使用 され る 場合 に サポ ー ト され ます 。 コ 
ン テ ナ 化 さ れ た ワー クロ ー ド は 、 バ ステ ィ オ ン 
ノー ド で は サポ ー ト され ませ ん 。 
Red Hat OpenShift Data この Red Hat 製品 は 、OpenShift Cluster 内 の コノ テ 
Foundation Essentials ( 物理 ノー ド ナー と し て 展開 され た Red Hat OpenShift Container 
旧名 称 :Red Hat GE 4 を 参照 ソケット ペア 該当 な し Platform また は Red Hat OpenShift Platform Plus 
OpenShift Container rm で スト レー ジ シ ステ ム と し て 使用 する 場合 に の み サ ポー ト さ れ 
Storage) ます (「ODF Essentials ユ ー ス ケー ス 」 と いい ます )。 
この RedHat 製品 は 、Red Hat OpenShift 
Container Platform また は Red Hat OpenShift 
Platform Plus と 共に スト レー ジ シ ステ ム と し て 使 
用 され 、(a) OpenShifft クラ スタ 内 の コン テ ナ 、 
また は (b) OpenShift クラ スタ 外 の 物理 ノー ド 上 
の いずれ か に 展開 され た 場合 に の み サ ポー ト さ れ 
ます 。 物理 ノ ー ド で 展開 され た 場合 、 本 サブ スク 
i g リプ ショ ン は サー バー ハー ドウ ェ ア で サポ ー ト さ 
| gratem) | ソケット ペア | 該当 な し | れ ま す が 、 デ スク トッ プ や ワー クス テー ショ ン で 
mE は サポ ー ト され ませ ん 。Red Hat OpenShift Data 
Foundation Advanced エディ ショ ン は 、 
OpenShift Data Foundation Essentials 向 け の サポ 
ー ト 対象 ユー スケ ー ス を 拡張 し 、 複 数 の 
OpenShift クラ スタ と OpenShift 以外 の クラ ス 
タ に また が る デー タ の 暗号 化 、 災 害 復旧 、 デ ー タ 
共有 の 強化 を サポ ー ト し ます (「ODF Advanced 
ユー スケ ー ス 」 と いい ます )。 
Red Hat OpenShift 
Container Platform 、 2 コア E 
Red Hat OpenShift 仮想 ノー ド | マ ょ 4ycpu | 1 仮想 ゲス ト 
Platform Plus 
OCP ユ ー ス ケー ス 
Red Hat OpenShift 仮想 ノー ド 又 コア バン ド 無制限 の 仮想 ゲ 
Container Platform は 物理 ノー ド スト 
Red Hat OpenShift Data 仮想 ノー ド 2 コア is ; RUE 
Foundation Essentials | ( 注 4 を 参照 ) | 又は 4vCPU | | 仮想 ノー ド | ODF Essentials ユー スケ ー ス 
Red Hat OpenShift Data j 仮 想 ノ ー ド 2 コア š =. 
Foundation Advanced | ( 注 4 を 参照 ) | 又は 4vCPU | | 仮想 ノー ド | ODF Advanced ユー スケ ー ス 
Red Hat OpenShift 
Container Platform for 
Power 2 コア 
Red Hat OpenShift 仮想 ノー ド | sipavcpp | 1 仮想 ノー ド | OCP ユ ー ス ケー ス 
Kubernetes Engine for 
Power 
Red Hat OpenShift これ ら の レッ ド ハ ッ ト 製 品 は 、 IBM ZL-PAR で 動作 
Container Platform for $ " し て いる 、 レ ッ ド ハッ ト が サポ ー ト し て いる KVM 
IBM Z 及び IBM 仮想 ノー ド tag 1 仮想 ノー ド | ハイ パー バイ ザ 上 に 展開 され て いる 場合 に の み 、 サ 
LinuxOne ポー ト さ れ ま す 。 
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_Red Hat OpenShift 
Kubernetes Engine for 


Power 

この レッ ド ハ ッ ト 製 品 は 、OCP ユ ー ス ケー ス に 記 
Red Hat OpenShift 載 さき n て い る よ う に 、 
Kubernetes Engine (IB 仮想 ノー ド 2 コア 1 仮想 ゲス ト https://access.redhat.com/support/offerings/opens 
称 : Red Hat OpenShift 又は 4 vCPU hift-engine/sla/ に 記載 され た コン ポー ネン ト に 関し 
Container Engine) て の み サ ポー ト 対 象 と な り ま す 。 サ ー ド パー ティ 


オペ レー タ は サポ ー ト され ませ ん 。 


Red Hat OpenShift 
Container Platform with 
Application Runtimes ( 
注 2) 

Red Hat OpenShift 
Container Platform with 
Integration GÈ 2) 


Red Hat OpenShift 物理 ノー ド コア バン ド pola OCP ユ ー ス ケー ス 

Container Platform with 

uid Automation ( 注 

2 

Red Hat OpenShift 

Container Platform 

withApplication Services 

Portfolio ( 注 2) 
Red Hat OpenShift Container Platform の 「 バ ステ 
ィ オ ン ノー ド 」 は 、Red Hat OpenShift Container 
Plattorm の ブー トス トラ ッ プ 、 コ ント ロー ルプ レ 

Red Hat OpenShift ー ン 、 及 び コ ン ピ ュ ー ト ノー ド を 提供 する た め の 

Platform (バス ティ オン 物理 ノー ド コア バン ド 該当 な し スク リプ ト 、 フ ァイル 、 及 びそ の 他 の ツー ル を ホ 

ノー ド ) スト する た め に Red Hat Enterprise Linux が 使用 
され る 場合 に サポ ー ト され ます 。 コ ン テ ナ 化 さ れ 
た ワー クロ ー ド は 、 バ ステ ィ オ ン ノー ド で は サポ 
ー ト され ませ ん 。 
Red Hat OpenShift Data Foundation Expansion 

Red Hat OpenShift Data n — pu Pack に は 、 Red Hat OpenShift Container Platform 


Foundation 拡張 パッ ク Clusters 用 の 追加 スト レー ジ (製品 説明 に 記載 ) の サポ 


ー ト が 付与 され て いま す 。 


注 1: ご 注文 用 紙 に 別段 の 指定 が な い 限り 、 本 別紙 1.B の RedHat 製品 に 関し て 1 コア は ハイ パー スレ ッ デ ィング が アク ティ ブ 
な 2 つの vCPU に 相当 する も の と し ます 。 

注 2 : これ ら の バン ドル され た レッ ド ハ ッ ト 製 品 に は 、 JBoss Application Services 製 品 す べ て の 組み 合わ せ の コア プー ル 1 つ 、 お 
よび OpenShift Container Platfortm の コア プー ル 1 つの 2 つの コア プー ル が 含ま れ て いま す 。 (a) これ ら の バン ドル に 含ま れ て い 
る Red Hat Application Services 製 品 、 お よび (b) OpenShift Container Platform の 展開 (ユニ ッ ト あ た り 2 コア 以上 ) の コア バン ド 
で 購入 する コア 数 を 使用 する こと が で きま す 。 

注 3 : Red Hat OpenShift に は 、 仮 想 イ ンス タン ス を 実行 し て 管理 する た め に 設計 され た Red Hat OpenShift Virtualization が 含ま れ 
て いま す 。Red Hat OpenShift Virtualization は 、Red Hat OpenShift が (仮想 マシ ン 内 に イン スト ー ル され て いる の で は な く ) ベア 
メタ ル サ ー バ ー 上 に イン スト ー ル され て いる 場合 に の み サ ポー ト さ れ ま す 。 含ま れ て いる Red Hat Enterprise Linux ソ フト ウェ ア 
は 、Red Hat OpenShift Virtualizallon 上 に ホス ト さ れ て いる 仮想 マシ ン 内 の ゲス ト オ ペ レー ティ ング シス テム と し て 使用 され る 場 
合 に の み サ ポー ト さ れ ま す 。HRed Hat Openshift Visualization に は Red Hat JBoss Enterprise Application Platform も 含ま れ ま す が 、 
これ は 、Red Hat Openshift Virtulization 内 の 特定 の ユー ティ リティ を 動作 させ る た め に の み サ ポー ト さ れ ま す 。 

注 4: Red Hat OpenShift Data Foundation アド オン を 搭載 し た 各 Red Hat OpenShift Container Platform Cluster に は 、 最 大 256 TB 
の スト レー ジ 容 量 が 付与 され ます 。 Red Hat OpenShift Container Cluster 用 の OpenShift Data Foundation スト レー ジ 容 量 を 追加 する に は 、 


Red Hat OpenShift Data Foundation 容量 拡張 パッ ク を 購入 する 必要 が あり ます 。 


3. Unit of Measure and Purchasing Requirements for Red Hat 3. Red Hat Quay の 測定 単位 と 購入 要件 。 


nae — T -— 表 3 は 、Red Hat Quay サ ブス クリ プシ ョ ン の 測定 単位 と サポ 
able 3 sets fo e Units of measure and Supported Use ー ト され る ユー スケ ー ス を 示し て いま す 。 Red Hat Quay は ア 
Cases for the Red Hat Quay Subscriptions. Red Hat Quay is ド オ ン サブ スク リプ シ per F hed Mat Quay 

an Add-On Subscription. E 
Table 3 


These Red Hat Products will only be supported when used on a 


Red Hat Quay Deployment Supported Configurations. Running other applications and/or 
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programs of any type on the operating environment can have a 
negative impact on the function and/or performance. 


表 3 


これ ら の レッ ド ハ ッ ト 製 品 は サポ ー ト され る 構成 に お いて 使用 さ 
れる 場合 の み サ ポー ト 対 象 と な り ま す 。 こ の オペ レー ティ ング 環 


Red Plat Quay 展開 境 で 種類 を 問わ ず 他 の アプ リケーション や プロ グラ ム を 起動 する 
と 、 機 能 や 性 能 に 悪影響 が 生じ る 可能 性 が あり ます 。 
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EXHIBIT 1.C 


別紙 1.C 


RED HAT DATA SERVICES Red Hat Data Services and 
AND STORAGE Storage 
SUBSCRIPTIONS サブ スク リプ ショ ン ソン ~ Red Hat 


This Exhibit 1.C. governs your use of the Red Hat products as 
described below. References to “Red Hat Data Services and 
Storage Subscriptions’ refer to both product lines. 


(a) 


(b) 


Unit of Measure and Purchasing Requirements for 
Red Hat Storage Services. 

Table 3 sets forth the support level, Unit of measure and 
Supported Use Case for various Red Hat Data Services and 
Storage Subscriptions. You must purchase the appropriate 
number and type of these Software Subscriptions based on 
the Unit and other parameters described in Table 3 below. In 
addition, the following terms apply: 


Red Hat Gluster Storage includes management tools to 
manage one or more instances of Red Hat Gluster Storage. 


Red Hat Ceph Storage Software Subscriptions are priced 
based on the total amount of storage capacity. Each Red Hat 
Ceph Storage Software Subscription supports up to a certain 
number of Physical Nodes or Virtual Nodes. Should the 
number of Physical or Virtual Nodes be consumed before the 
Storage Band capacity is reached, you may upgrade to the 
next Storage Band to receive additional Physical or Virtual 


この 別紙 1.C. の 規約 で は 、 以 下 の レ ッ ド ハッ ト 製 品 の ご 利用 方 法 


を 規定 し て いま す 。 


「Red Hat Data Services and Storage サ ブス 


クリ プシ ョ ン 」 と いう 場合 は 、 両 方 の 製品 ライ ン を 指し ます 。 


1. 


(a) 


(b) 


Red Hat Storage Services の 測定 ユニ ッ ト 及 び ご 購 


入 要件 

表 3 は 、 各種 の Red Hat Data Services and Storaget FAD 
リプ ショ ン の サポ ー ト レベ ル 、 測 定 ユ ニッ ト 、 及 び サ ポー ト 
され る ユー スケ ー ス を 示し た も の で す 。 表 3 に 記載 され て 
いる ユニ ッ ト 及 びそ の 他 の 制限 範囲 に 基づき 、 適 切な 数 及び 
種類 の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン を ご 購入 いた だ く 
必要 が あり ます 。 ま た 、 次 の 条件 が 適用 され ます 。 


Red Hat Gluster Storage に は Red Hat Gluster Storage の 1 つ 
以上 の イン スタ ンス を 管理 する た め の 管 理 ツ ー ル が 含ま れ 
て いま す 。 


Red Hat Ceph Storage ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン 
は スト レー ジ 容 量 の 総量 に 基づい た 価格 設定 と な っ て いま 
す 。 各 Red Hat Ceph Storage ソ フト ウェ ア サブ スク リプ シ 
ョ ン で は 一 定数 まで の 物理 ノー ド ま た は 仮想 ノー ド が サポ 
ー ト 対象 と な り ま す 。 ス トレ ー ジ バン ド の 最大 容量 に 達する 
前 に 物理 ノー ド 数 また は 仮想 ノー ド 数 を 使い 切っ て し まっ 
た 場合 は 、 次 の スト レー ジ バ ン ド に アッ プ グ レー ド す る こと 


Nodes. 


Table 3 


で 追加 の 物理 ノー ド ま た は 仮想 リー ド を 入手 で きま す 。 


Software Subscription 


Unit of 
Measure 


Supported Use Case 


Red Hat Gluster Storage 


Red Hat Gluster Storage Module 


Red Hat Ceph Storage 


Physical Node 
Or 
Storage Band 


Red Hat Storage is intended to be used as a storage system and will be 
supported only when used as a storage node. These Subscriptions are not 
supported on non-server hardware such as desktops or workstations and are 
intended for use on a dedicated Physical Node; running other applications 
and/or programs of any type on the Physical Node can have a negative 
impact on the function and/or performance of the Subscription. Each 
Subscription includes one Software Subscription to Red Hat Enterprise Linux 
Server and the Scalable File System Add-on, which are supported solely in 
connection with the use of the respective Red Hat Storage Subscription. Red 
Hat Gluster Storage Module does not include a Red Hat Enterprise Linux 
Software Subscription which must be purchased separately. (collectively 
“Storage Node Use Case”) 


Red Hat Gluster Storage Pre- 
Production 


Red Hat Ceph Storage Pre- 
Production 


These Pre-Production Subscriptions are subject to Red Hat Storage Node 
Use Case, provided that Support is only provided for Pre-Production 
Purposes (defined below).* 


Red Hat Gluster Storage for 
Public Cloud 


Virtual Node 


Red Hat Gluster Storage for Public Cloud is subject to Storage Node 
Supported Use Case. When running in Amazon Web Services, an EC2 M1 
Large dedicated instance is required in order to be supported. Running other 
applications and/or programs of any type on the same instance can have a 
negative impact on the function and/or performance of the Red Hat Gluster 
Storage for Public Cloud and is not a Supported Use Case. 


Red Hat Hyperconverged 
Infrastructure for Virtualization 


Physical Node 


Red Hat Hyperconverged Infrastructure is only supported when used as an 
integrated compute plus storage infrastructure. These Software Subscriptions 
are supported on server hardware but not on desktops or workstations. 
Support is provided for a minimal deployment of three (3) Nodes. 


*“Pre-Production Purposes’ consists of assistance with issues relating to the installation, configuration, administrative tasks 
and basic trouble-shooting of the Red Hat Ceph Storage or Red Hat Gluster Storage Software components prior to 
deployment in a production environment, but it does not include architectural design reviews or advice, advanced 
configuration topics, performance analysis or reviews. 
Note 1: Standard or Premium Support levels are available for all Software Subscriptions listed in Table 1 above except for 
Red Hat Gluster Storage Pre-Production and Red Hat Ceph Storage Pre-Production. Red Hat Gluster Storage Pre- 
Production and Red Hat Ceph Storage Pre-Production only provide Standard Support level. 
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表 3 


ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ 
ン 名 


測定 ユニ ッ ト 


サポ ー ト され る ユー スケ ー ス 


Red Hat Gluster Storage 


Red Hat Gluster Storage Module 


Red Hat Ceph Storage 


物理 ノー ド ま 
た は 
スト レー ジ バ 
ンド 


Red Hat Storage は 、 ス トレ ー ジ シス テム と し て 使用 され る こと を 想定 し 
た も の で あり 、 ス トレ ー ジ ノー ド と し て 使用 され る 場合 に 限り サポ ー ト 
対象 と な り ま す 。 こ れ ら の サブ スク リプ ショ ン は 、 デ スク トッ プ や ワー 
クス テー ショ ン な ど サ ー バ 以外 の ハー ドウ ェ ア で は サポ ー ト され ず 、 専 
用 の 物理 ノー ド で 使用 され る こと を 想定 し て いま す 。 物 理 ノ ー ド で 種類 
を 問わ ず 他 の アプ リケーション や プロ グラ ム を 起動 させ る と 、 サ ブス ク 
リプ ショ ン の 機能 や 性 能 に 悪影響 が 生じ る 可能 性 が あり ます 。 各 サブ ス 
クリ プシ ョ ン に は 、Red Hat Enterprise Linux Server 及 び Scalable File 
System Add-on を 利用 で きる ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン 1 つが 含 
まれ 、 こ れ ら の ソフ トウ ェ ア は それ ぞ れ の Red Hat Storage サ ブス クリ プ 
ショ ン の 利用 に 関連 する 場合 に の み サ ポー ト 対 象 と な り ま す 。 Red Hat 
Gluster Storage Module に は Red Hat Enterprise Linux ソ フト ウェ ア サブ 
スク リプ ショ ン は 含ま れず 、 別 途 ご 購入 いた だ く 必 要 が あり ます 。 ( こ 


Red Hat Gluster Storage Pre- 
Production 


Red Hat Ceph Storage Pre- 


これ ら の Pre-Production サ ブス クリ プシ ョ ン は 、Red Hat Storage/ — F 
ユー スケ ー ス に 従い ます 。 た だ し 、 サ ポー ト の 提供 は プリ プロ ダク ショ 
VAR (以下 で 定義 し て いま す ) * の 場合 の み と な り ま す 。 


Production 


Red Hat Gluster Storage for Public Cloud は 、 ス トレ ー ジ ノー ド が サポ ー 
ト さ れる ユー スケ ー ス に 従い ます 。Amazon Web サ ービス で 稼働 させ る 
場合 、 サ ポー ト 対 象 と な る に は EC2 M1 Large 専 有 イ ンス タン ス が 必要 と 
な り ま す 。 同じ イン スタ ンス で 種類 を 問わ ず 他 の アプ リケーション や プ 
ログ ラム を 起動 させ る と 、Red Hat Gluster Storage for Public Cloud の 機 
能 や 性 能 に 悪影響 び が 生 じ る 可能 性 が あり 、 そ れ ら の 起動 は サポ ー ト され 
る ユー スケ ー ス で は あり ませ ん 。 

Red Hat Hyperconverged Infrastructure は 、integrated compute plus 
storage infrastructure と し て 使用 され る 場合 に の み サ ポー ト 対 象 と な り ま 
す 。 こ れ ら の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン は 、 サ ー バ ー ハ ー ド ウェ 
ア 上 で サポ ー ト され 、 デ スク トッ プ や ワー クス テー ショ ン で は サポ ー ト さ 
れ ま せん 。 サ ポー ト は 、3 ノー ド 以 上 の 展開 で 提供 され ます 。 

*「 プ リプ ロダ クシ ョ ン 用 途 」 と は 、Red Hat Ceph Storage ま た は Red Hat Gluster Storage Software コ ン ポ ー ネ ン ト の 本 番 環境 へ の 
展開 前 の イン スト ー ル 、 構 成 、 管 理 作業 及び 基本 的 な トラ ブル シュ ー テ ィング に 関す る 問題 の 支援 を いい 、 ア ー キ テク チャ 設計 の 検 
証 も し く は 助言 、 詳 細 構成 に 関す る トピ ッ ク 、 性 能 解 析 ま た は 性 能 審査 は 含ま れ ま せん 。 

注 1: Red Hat Gluster Storage Pre-Production お よび Red Hat Ceph Storage Pre-Production を 除き 、 上 記 の 表 1 に 記載 され て いる 
すべ て の ソフ トウ ェ ア サ ブス クリ プシ ョ ン で 、 ス タン ダー ドサ ポー ト ま た は プレ ミア ム サ ポ ー ト レベ ル が 利用 で きま す 。Red Hat 
Gluster Storage Pre-Production お よび Red Hat Ceph Storage Pre-Production は スタ ンダ ー ド サポ ー ト レベ ル の み を 提供 し ます 。 


Red Hat Gluster Storage for 


48 JR 
Public Cloud 仮想 ノー ド 


Red Hat Hyperconverged 


Infrastructure for Virtualization 物理 ノー ド 
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EXHIBIT 1.D 


MANAGEMENT 別紙 1.D ~ Red Hat 
SUBSCRIPTIONS マネ ジメント サブ スク リプ ショ ン 


This Exhibit 1.D. to Product Appendix 1 governs your use of the 
Red Hat Smart Management, Red Hat CloudForms, Red Hat 
Ansible product lines and related offerings 


製品 付属 文書 に 付随 する この 別紙 1.D. の 規約 で は 、 Red Hat Smart 
Management、Red Hat CloudForms、Red Hat Ansible の 各 製 品 


ライ ン と これ ら に 関連 する 品目 の ご 利 / 


方 法 を 規定 し て いま す 。 


1. RedHat Smart Management, Red Hat Satellite and 1. Red Hat Smart Management, Red Hat Satellite、 お 
Red Hat Capsule & URed Hat Capsule 
11 Red Hat 2n Management. Red po Smart Han 1.31 Red Hat Smart Management, Red Hat Smart Management 
is an infrastructure management offering for Red Hat ` (4. Red Hat Enterprise Linux 及 び 他 の Red Hal イ ン フラ スト 
E c | ラク チャ 環境 の た め の イ ン フ ラス トラ クチ ャ 管理 品目 で 、 
environments consisting of fifty (50) entitlements of Red Hat Red Hat Satelite に つい て の 50 エン タイ トル メン ト 、 も し 
Satellite, or, Red Hat Satellite Capsule and access to a Red ed Hat Satellite に つい て iene em A Nis 
Hat Portal(s). く は Red Hat Satellite Capsule お よび Red Hat ポ ボー タル へ の 
アク セス に より 構成 され ます 。 
1.2 Units of Measure and Purchasing Requirements. You 1.2 測定 ユニ ッ ト 及 び ご 購入 要件 。 表 1 に 記載 され て いる ユニ ッ ト 及 び サ 
must purchase the appropriate number and type of Red Hat e T pe ewe E" T 
Smart Management Subscriptions based on the Unit and ポー ト さ れる ユー スケ ー ス に 基づき 、 適 切な 数 及び 種類 の Red Hat 
Supported Use Cases described in Table 1 below. Smart Management サ ブス クリ プシ ョ ン を ご 購入 いた だ く 必 要 が あり 
ます 。 
Table 1 
Software Subscription Unit Supported Use Case 
Red Hat only provides Subscription Services for Red Hat Satellite, Red Hat 
Red Hat Satellite, Red Hat Satellite Satellite Capsule or Red Hat Satellite Proxy when used on a System or Physical 
Capsule and Red Hat Satellite System Node that is a server. Red Hat only provides Subscription Services for Red Hat 
Proxy (included in Red Hat Smart y Satellite Capsule and Red Hat Satellite Proxy when deployed with Red Hat 
Management Subscriptions) Satellite. Red Hat Satellite includes a subscription for Red Hat Enterprise Linux 
for the purposes of running Red Hat Satellite. 
Red Hat Smart Management entitlements are required for each Unit of Red Hat 
ped Hal Smalt Management Managed Enterprise Linux that is managed by Red Hat Satellite Capsule, Red Hat 
9 Node Satellite Proxy and/or Red Hat Satellite. Red Hat Smart Management 
entitlements may be used with Red Hat Portal directly. 
Red Hat Smart Management for non-RHEL entitlements are required for each 
Unit of non-RHEL that is managed by Red Hat Satellite Capsule, Red Hat 
Satellite Proxy and/or Red Hat Satellite. Red Hat only provides support for the 
Red. Hat Smart. Management. Tur Managed Red Hat Smart Management functionality and does not support the installation, 
non-RHEL Node : e 
configuration, connectivity or other general use of the non-RHEL Managed 
Node. Red Hat Smart Management entitlements may be used with Red Hat 
Portal directly. 
表 1 
ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン 名 | ユニ ッ ト サポ ー ト され る ユー スケ ー ス 
サー バ で ある シス テム また は 物理 ノー ド で 使用 され る 場合 に の み 、Red Hat 
Red Hat Satellite、Red Hat Satellite Satellite. Red Hat Satellite Capsule ま た は Red Hat Satellite Proxy の サブ スク 
Capsule X U: Red Hat Satellite Proxy LATA リプ ショ ン サー ビス が 提供 され ます 。 レ ッ ド ハッ ト は 、Red Hat Satellite CH 
(Red Hat Smart Management サ ブス 開 さ れる 場合 に の み 、Red Hat Satellite Capsule 及 び Red Hat Satellite Proxy の 
クリ プシ ョ ン に 含ま れる ) サブ スク リプ ショ ン サー ビス を 提供 し ます 。Red Hat Satellite に は 、 こ れ を 動 
作 さ せる た め の Red Hat Enterprise Linux の サブ スク リプ ショ ン が 含ま れ ま す 。 
Red Hat Satellite Capsule, Red Hat Satellite Proxy 及 び / 又 は Red Hat Satellite 
管理 対象 ノー | に よっ て 管理 され る Red Hat Enterprise Linux に は 各 ユ ニッ ト に つき Red Hat 
Red Hat Smart Management ド Smart Management の 権利 が 必要 で す 。Red Hat Smart Management の 権利 は 
レッ ド ハ ッ ト ポー タル で 直接 使用 で きま す 。 
Red Hat Satellite Capsule、Red Hat Satellite Proxy 及 び / 又 は Red Hat Satellite 
に よっ て 管理 され る 非 HHEL に は 各 ユ ニッ ト に つき Red Hat Smart 
Management for non-RHEL の 権利 が 必要 で す 。 Red Hat は Red Hat Smart 
-| 管理 ※ — 3 
ari Smart Management OP non- |, $ dd Management の 機能 こつ いて の み サ ポー ト を 提供 し ます 。 非 RHEL の 管理 ノー 
ド の イン ストール 、 構 成 、 接続 又は 他 の 一 般 的 な 使用 方 法 に つい て は サポ ー ト 
し ませ ん 。 Red Hat Smart Management の 権利 は レッ ド ハ ッ ト ポー タル で 直接 
使用 で きま す 。 
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2. Red Hat CloudForms 2. Red Hat CloudForms 


2.1 Units of Measure and Purchasing Requirements. Table2 24 測定 ユニ ッ ト 及 び ご 購入 要件 。 表 2 は 、 各 種 の Red Hat 


sets forth the Unit of measure and Supported Use Cases for Management サ ブス クリ プシ ョ ン の 測定 ユニ ッ ト 、 サ ポー ト 
various Red Hat Management Subscriptions. You must され る ユー スケ ー ス を 示し た も の で す 。 表 2 に 記載 され て い 
purchase the appropriate number and type of these る ユニ ッ ト 及 びそ の 他 の 制限 範囲 に 基づき 適切 な 数 及び 種 


Subscriptions based on the Unit and other parameters 


described in Table 2. For Virtual Nodes managed by 類 の サブ スク リプ ショ ン を ご 購入 いた だ く 必 要 が あり ます 。 


CloudForms in a CloudForms enabled public cloud, you CloudForms が 有効 化 さ れ た パブ リッ ク ク ラ ウド で 
need to purchase Units equal to either (at your option), (a) CloudForms が 管理 する 仮想 ノー ド に つい て は 、(a) ユ ニッ ト 
the actual number of Units or (b) the average daily maximum の 実数 また は (b) 直 近 365 日 間 の 1 日 当たり 平均 最大 仮想 ノ 
Virtual Nodes managed by CloudForms in the previous 365 ー ド 数 の いずれ か 一 方 (お 客 様 の 判断 に より ます ) の 数 だ け 
a 365 days of Pig history is s Agi ori ユニ ッ ト を ご 購入 いた だ く 必 要 が あり ます 。 パ ブリ ッ ク ク ラ 
use the average usage istory perio that is availa e. ウド で 仮想 ノー ド を 管理 する 場合 、 そ の パブ リッ ク ク ラ ウド 
managing Virtual Nodes on a public cloud, you must confirm で Red Hat CloudForms が 有効 化 さ れ て いる こと を 必ず ご 確 


that a specific public cloud is Red Hat CloudForms enabled. 認 く だ さい 


Table 2 


Red Hat only provides Subscription Services for Red Hat 


pos Socket-pair for each CloudForms Software when deployed on (a) a System or Physical 
Red Hat (Physical Node Physical Node Node that is a server and (b) Virtual Nodes if they are running on- 
CloudForms ; or premise or on a Red Hat CloudForms enabled public cloud. Red 
Vi MI Node) Sixteen (16) Virtual Nodes | Hat Enterprise Linux is the only supported operating system for Red 


Hat CloudForms Subscriptions. 


(a) サ ー バ で ある シス テム また は 物理 ノー ド 、 お よび (b) オ ンプ レミ 
ス ま た は パブ リッ ク ク ラ ウド を 稼働 させ る Red Hat CloudForms 上 


、| 各 物理 ノー ド に つき 1 ソ ケ ッ 


Red Hat トペ ア で 展開 され る 場合 の み Red Hat CloudForms ソ フト ウェ ア の サブ ス 
CloudForms は 仮想 ノー ド ) また は クリ プシ ョ ン サー ビス が 提供 され ます Red Hat Enterprise Linux は 
id 16 仮想 ノー ド Red Hat CloudForms サ ブス クリ プシ ョ ン に 対応 し て いる 唯一 の オ 


ペレ ー テ ィング シス テム で す 。 


3. Red Hat Ansible Automation Platform 3. Red Hat Ansible Automation Platfotm サ ブス クリ プ 


Subscriptions ショ ン 

3.1 Units of Measure and Purchasing Requirements. Table 3 31 測定 ユニ ッ ト 及 び ご 購入 要件 。 表 3 は 、Red Hat Ansible 
sets forth the Unit of measure and Supported Use Cases for Automation Platlorm サ ブス クリ プシ ョ ン の 測定 ユニ ッ ト 及 び 
Red Hat Ansible Automation Platform Subscriptions. You o ing _ =j t : -z 
must purchase the appropriate number and type of these EAS. Em a An 
Subscriptions based on the Unit and other parameters e エー ッ ト 及 iin es 
described in Table 3 below. 及び 種類 の サブ スク リプ ショ ン を ご 購入 いた だ く 必 要 が あり ます 。 

Table 3 


Red Hat only provides Subscription Services for Red Hat Ansible Automation Platform 
Software (a) when used on a system that is a server and (b) on platforms that are 
Supported Configurations. Support of Red Hat Ansible Automation Platform Software 
does not include Subscription Services for Ansible Project Software. At its sole 
discretion, Red Hat may provide assistance with Ansible Project Software, solely to the 
extent required to run Red Hat Ansible Automation Platform Software. Red Hat Ansible 
Automation Platform includes a subscription for Red Hat Enterprise Linux or Red Hat 
OpenShift Container Platform for the purposes of running Red Hat Ansible Automation 
Platform. 


Red Hat Ansible Managed Node 
Automation Platform (see Note 1) 


Red Hat Ansibl 
ea Mal Ansile Red Hat provides Subscription Services for Ansible Automation Platform Software (a) on 


A ion PI 
ee FTEs systems that are supported platforms set forth at 
Subscription https://access.redhat.com/articles/3168091 and (b) modules identified via Section 4 


above. The Support of Red Hat Ansible Automation Platform does not include the 
creation, maintenance, support or services related to customer playbooks and/or roles, or 
Ansible Project Software. 

Note 1: Managed Node includes each Node managed by Ansible Automation during the term of the Software Subscription. 
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ソフ トウ ェ ア サブ スク 
リプ ショ ン 名 


Red Hat Ansible 
Automation プ ラッ ト フ 
ォ ー ム 


SL= 9) に 


管理 対象 ノー ド 
GE 1 参照) 


Red Hat Ansible 
Automation Platform 
Academic Site 
Subscription 


FTE 


サポ ー ト され る ユー スケ ー ス 


レッ ド ハ ッ ト は 、Red Hat Ansible Automation Platform ソ フト ウェ ア に 対す る サブ スク 
リプ ショ ン サー ビス を 、(a) サ ー バ ー で ある シス テム 上 で 使用 され る 、 及 び 、(b) サ ポー 
ト さ れ て いる 構成 の プラ ッ ト フ ォ ー ム 上 で 使用 され る 場合 に の み 提 供し ます 。Red Hat 
Ansible Automation Platfoitm ソ フト ウェ ア の サポ ー ト に は Ansible Project ソ フト ウェ ア 
の サブ スク リプ ショ ン サー ビス は 含ま れ ま せん 。 レ ッ ド ハッ ト の 裁量 に より 、Ansible 
Project ソ フト ウェ ア に つい て は Red Hat Ansible Automation Platform ソ フト ウェ ア を 稼 
働 さ せる た め に 必要 な 範囲 で の み 支 援 を 提供 する 場合 が あり ます 。Red Hat Ansible 
Automation Platform に は 、Red Hat Ansible Automation Platform を 動作 させ る た め の 
Red Hat Enterprise Linux ま た は Hed Hat OpenShift Container Platform の サブ スク リプ 
ショ ン が 含ま れ ま す 。 


レッ ド ハ ッ ト は Ansible Automation Platfortm ソ フト ウェ ア に 対す る サブ スク リプ ショ ン 
サー ビス を 、(8) https://access.redhat.com/articles/3168091 に 定め られ た サポ ー ト 対象 
プラ ッ ト フ ォ ー ム で ある シス テム 上 で 、 か つ 、(b) 上 記 の 第 4 条 に 明記 され て いる モジ 

ュー ル 上 で 、 提 供し ます 。Red Hat Ansible Automation Platfotm の サポ ー ト に は 、 カ ス 
タマ ー プ レイ ブッ ク 及 び / 又 は ロー ル 、 ま た は Ansible プ ロジ ェクト ソフ トウ ェ ア に 関連 


する 作成 、 保 守 、 サ ポー ト 、 も し く は サー ビス は 含ま れ ま せん 。 


注 1 : 管理 対象 ノー ド に は 、 ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン の 期間 中 に 、 Ansible Automation に よっ て 管理 され る 各 ノ ー ド が 含ま れ ま す 。 


3.2 Red Hat Ansible Components. Red Hat Ansible 3.2 Red Hat Ansible Components. Red Hat Ansible 
Automation Platform Subscriptions provide access to Automation Platfortm サ ブス クリ プシ ョ ン で は 追加 の ソフ ト 
additional software components (Certified Components and ウェ アコ ン ポ ー ネ ン ト (認定 コン ポー ネン ト 及 び コ ミュ ニ 
Community Components) with varying levels or no support ティ コン ポー ネン ト ) へ の アク セス が 可能 で 、 
as se forth at https:// access.redhat.com/ articles/3166901 https://access.redhat.com/articles/3166901 (「Ansible サ ポ 
("Ansible Support Matrix’). “Certified Components as ak S e nre x 
means third party components listed on the Ansible Support ー ト マト リッ クス 」 ) に 記載 され て いる と お り = MUR p 
Matrix and maintained by such third party. "Community ト に よっ て サポ ー ト レベ ル が 異な る 場合 や サポ ー ト が 付か 
Components” means components (e.g., modules and な い 場 合 が あり ます 。「 認 定 コ ン ポ ー ネ ン ト 」 と は 、Ansible 
plugins) that are created and submitted by community サポ ー ト マト リッ クス に 記載 され て いる 第 三 者 の コン ポー 
members. Red Hat will provide limited assistance for ネン ト で 、 そ れ ら の 第 三 者 に よっ て 保守 され て いる も の を 
Certified Components solely to the extent required to run 意味 し ます 。「 コ ミュ ニテ ィ コ ン ポ ボ ポー ネン ト 」 と は 、 コ ミュ 
Red Hat Ansible Automation Platform but otherwise does ニテ ィ メ ン バ ー に よっ て 作成 され 、 提 出さ れる コン ポー ネ 
provide Support or Software Maintenance for Certified ント ( 例 : モジ ュー ル 、 プ ラグ イン その 他 ) を 意味 し ます 。 

omponents or Community Components. “Ansible Project VUE eu E a Site = ヽ て Red H 
Software” means the upstream open source community レッ ド ハ ッ ト は 認定 コン ポー ネン ト に つい て Hed Hat 
version of the Ansible deployment and configuration Ansible Automation Platform を 稼働 させ る た め に 必要 な 範 
management engine. 囲 で の み 限 定 的 な 支援 を 提供 し ます が 、 そ れ 以 外 で は 認定 

コン ポー ネン ト ま た は コミ ュ ニ ティ コン ポー ネン ト に つい 
て サポ ー ト サー ビス また は ソフ トウ ェ ア メン テ ナ ン ス の 
提供 は 行い ませ ん 。「Ansible プロ ジェ クト ソフ トウ ェ ア 」 
と は 、Ansible 展 開 及び 構成 管理 エン ジン の 上 流 で ある オー 
プン ソー ス コミ ュ ニ ティ バー ジョ ン を 意味 し ます 。 

3.3 Data Analytics. Red Hat Ansible Automation Platform 3.3 デー タタ 解析 。RedHat Ansible Automation Platform 7 7 F7 
Software may collect and transmit usability data (including ェ ア で は 、 ユ ー ザ ビリ ティ デー タ (その デー タ の ソー ス を 特 
information identifying the source of that data) to Red Hat. 定 する 情報 を 含む ) を 収集 し て レッ ド ハ ッ ト に 送信 する 場 
Red Hat intends to use the data to enhance future releases 合 が あり ます 。 レ ッ ド ハッ ト で は 、 こ れ ら の デー タ を Red 
of the Red Hat Ansible Automation Platform and help f ; d. LETS pa 
streamline customer experience and success. Usability data Hat Ansible Automation Platfrom の 将来 の リー ス の 機能 を 

レー A 
includes information such as dashboard items clicked in the 強化 する た め 、 ま た 、 お 客 様 の 経験 価値 と 成功 体験 の 合理 化 
Red Hat Ansible Automation Platform Software, amount of に 役立て る た め に 利用 する 予定 で す ユ ー ザ ビリ ティ デー タ 
time spent on individual pages and paths taken throughout に は 、Red Hat Ansible Automation Platfrom ソ フト ウェ ア で 
the Red Hat Ansible Automation Platform Software. Usability クリ ッ ク さ れ た ダッ シュ ボー ドア イ テ ム 、 個 々 の ペー ジ で 
data is collected and transmitted to Red Hat via a javascript 費やし た 時 
file that js I to a a web-browser. The R3. Red Hat Ansible Automation Platfrom ソ フト ウェ ア の 使 
collection and transmission of such usability data is optional NIS さ es 
and you may (a) completely opt-out by editing the Red Hat 用 履歴 な どの 情報 が あり ます ユー ザビ J7 TI タ の 収集 
Ansible Automation Platform Software configuration and 及び レッ ド ハ ッ ト へ の 送信 は お 客 様 の ウェ ブフ ラウ ザ に タ 
restarting the Red Hat Ansible Automation Platform ウン ロー ド さ れる JavaScript フ ァイル に よっ て 行わ れ ま す 。 
Software, or (b) choose between two opt-in scenarios: (i) これ ら の ユー ザビ リティ デー タ の 収集 及び 送信 は 任意 と な 
“anonymous mode" that will provide usability data to Red Hat っ て お り 、 お 客 様 は 、(a)Red Hat Ansible Automation 
without any information identifying the source of that data, or Plattrom ソ フト ウェ ア の 設定 を 編集 し て Red Hat Ansible 
(ii) “detail mode” that will provide usability data with the Automation Platfrfom ソ フト ウェ ア を 再起 動 す る こと に より 
NN Red Hat. For Red NPB Sed 完全 に 「 オ プ ト ア ウト 」 し て いた だ く か 、(b)() デ ー タ の ソ 
Platform Software you may opt-out from usability data i E RM ME 、 
collection and transmission by following the directions found EA e am 3 E J TIT 2 を E T 
at: http:/docs.ansible.com/ansible- ハッ ト に 提供 する 「 匿 名 モー ド 」 と (⑪ お 客 様 名 を 含む ユ 
tower/latest/html/administration/usability data collection.ht ー ザ ビリ ティ デー タ を レッ ド ハ ッ ト に 提供 する 「 詳 細 モ ー 
ml. ド 」 の 2 つの 「 オ プ ト イ ン 」 シ ナリ オ の うち 一 方 を お 選び 
いた だ く こ と が で きま す 。Red Hat Ansible Automation 
Platrom ソフ トウェア に つい て は 、 
http://docs.ansible.com/ansible- 
tower/latest/html/administration/usability data collection.ht 
ml に 記載 され て いる 案内 に 従っ て いた だ く こ と に より ユー 
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3.4 Red Hat Ansible Automation Platform Software Life 3.4 


Cycle. The supported life cycle for Red Hat Ansible 
Automation Platform Software is set forth at: 
https://access.redhat.com/support/policy/update policies. 


ザビ リティ デー タ の 収集 及び 送信 を オプ ト ア ウト する こと 
が 可能 で す 。 


Red Hat Ansible Automation Plaltrom ソ フト ウェ ア の ライ 
ブサ イク ル 。HRed Hat Ansible Automation Platffom ソ フト ウ 
ェ ア の サポ ー ト は され る ライ フサ イク ル は 


https://access.redhat.com/support/policy/update_ policies に 
記載 され て いま す 。 


4. Red Hat Advanced Cluster Management for Red Hat Advanced Cluster Management for 
Kubernetes Software Subscriptions Kubernetes ソ フト ウェ アサ ブス クリ プシ ョ ン 
Table 4 sets forth the Unit of measure, Capacity and # 4 で は 、Red Hat Advanced Cluster Management for 
Supported Use Cases for Red Hat Advanced Cluster Kubernetes で 測定 に 使用 する ユニ ッ ト 、 容 量 と サポ ー ト さ 
Management for Kubernetes. You must purchase the NK = era i 
appropriate number and type of these Subscriptions based a kie n E b » EE 5i そ s oe us 
on the Unit and other parameters described in Table 4 below. E m A T 
P き 、 適 切な 数 及び 種類 だ け 、 これ ら の サブ スク リプ ショ ン を 
ご 購入 いた だ く 必 要 が あり ます 。 
Table 4 


Red Hat Advanced Core a a nee This product is supported when used in connection with Red Hat OpenShift 
Cluster Management Band Four (4) VCPUs platforms. 
Red Hat Advanced 
Cluster Management | Physical Socket-pair This product is supported when used in connection with Red Hat OpenShift 
for Kubernetes (Bare Node with up to 64 Cores | platforms when running on a Physical Node. 
Metal Node) 

表 4 


Red Hat Advanced | -tyg and この 製品 は 、Red Hat OpenShit プ ラッ ト フ ォ ー ム と の 関連 で 使用 され る 場 
Cluster Management 4 合 に サポ ー ト され ます 。 

vCPU 
Red Hat Advanced 
Cluster Management | 物理 ノー | 64 コア まで の ソ ケ | 本 製品 は 、Red Hat OpenShift Platfrom と 接続 し て 物理 ノー ド 上 で 実行 する 
for Kubernetes (Bare ド ッ ト ペ ア 場合 に サポ ー ト され ます 。 
Metal Node) 


5. Unit of Measure and Purchasing Requirements for 5. Red Hat Advanced Cluster Security for 
Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes の 測定 ユニ ッ ト お よび ご 購入 要件 
Kubernetes. % 5 は 、 Red Hat Advanced Cluster Security for 


Kubernetes の 測定 ユニ ッ ト 、 容 量 制限 、 お よび サポ ー ト 
され る ユー スケ ー ス を 示し て いま す 。 お 客 様 に お いて は 、 表 
5 に 記載 され て いる ユニ ッ ト お よび その 他 の 制限 範囲 に 基 
づい て 、 各 ユニ ッ ト に つい て 適切 な 数 お よび 種類 の ソフ トウ 
ェ ア サ ブス クリ プシ ョ ン を 購入 いた だ く 必 要 が あり ます 。 


Table 5 sets forth the Units of Measure, Capacity limitations 
and Supported Use Cases for Red Hat Advanced Cluster 
Security for Kubernetes. You must purchase the appropriate 
number and type of Software Subscription(s) for each Unit, 
based on the Unit and other parameters described in Table 
5. 


Table 5 


Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes is 
supported when analyzing workloads running on 
current versions of Red Hat OpenShift Container 
Platform, Red Hat OpenShift for Kubernetes Engine 
and certain other Kubernetes implementations on 
Supported Configurations as set forth below. The 
Central (defined below) management platform is 
supported as set forth in Table 2.1 below. 


Red Hat Advanced Cluster 


Security for Kubernetes Core Band 


Two (2) Core 


Red Hat Advanced Cluster 
Security for Kubernetes (Bare 
Metal) 


Socket-pair 


Physical Node with up to 64 Cores 


表 5 


Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes は 
、 最 新 バ ー ジ ョ ン の Red Hat OpenShift Container 

Platform, Red Hat OpenShift for Kubernetes Engine、 
お よび その 他 特 定 の Kubernetes 実装 の 現在 の バー ジ 
ョ ン で 実行 され て いる ワー クロ ー ド を 、 以 下 に 定め る 
サポ ー ト 対象 の 構成 で 分 析 す る 際 に サポ ー ト され ます 


Red Hat Advanced Cluster コア バン ド 


Security for Kubernetes 


Red Hat Advanced Cluster 
Security for Kubernetes (Bare 
Metal) 


物理 ノー ド 
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o Central (以下 に 定義 ) 管理 プラ ッ ト フ ォ ー ム は 、 以 
下 の 表 2.1 に 記載 の と お り サ ポー ト さ れ て いま す 。 


5.1 Supported Configurations for Red Hat Advanced 
Cluster Security for Kubernetes. The following 
describes the platforms on which Red Hat Advanced Cluster 


Security for Kubernetes is supported. 


Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes 
Architecture 
Red Hat Advanced Cluster Security has two main 
architectural components with sub components as defined 
below and their supported platforms as set forth in Table 
5.1.1 below: 


e A server component called “Central” executes the 
scanner, persistent storage, API server, and user 
interface; and 


e A distributed framework for the Kubernetes clusters 
managed by Central, that includes three components 
"Collector" that runs on each node inside the clusters, a 
single "Sensor" that runs on each managed cluster, and 
a single "Admission Controller" that runs on each 
managed cluster. 


Table 5.1.1 


5.1 Red Hat Advanced Cluster Security for 
Kubernetes に つい て サポ ー ト 対象 と な る 構成 。Red 
Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes が 対応 する プ 
ラッ ト フ ォ ー ム は 、 以 下 の と お り で す 。 

5.1.1 Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes 


Architecture 

Red Hat Advanced Cluster Security に は 2 つの 主要 な アー 

キテ クチ ャ コン ポー ネン ト が あり 、 以 下 に 定義 され る サブ コ 

ン ポ ー ネ ン ト が これ に 付随 し 、 以 下 の 表 5.1.1 に 記載 の プ 

ラッ ト フ ォ ー ム が これ ら に 対応 し て いま す 。 

e 。 「Central」 と 呼ば れる サー バー コン ポー ネン ト は 、 ス キ 
ャ ナー、 永続 スト レー ジ 、 API サー バー、 お よび ユー ザ 
ー イ ンタ ー フ ェ イ ス を 実行 し ます 。 

e Central に よっ て 管理 され る Kubernetes クラ スタ の た 
め の 分 散 型 フ レー ム ワ ー ク で 、 こ れ に は 、3 つの コン ポ 
ー ネ ン ト 、 す な わ ち クラ スタ 内 の 各 ノ ー ド 上 で 動作 する 

「Collector」 、 各 マ ネー ジ ド 型 ク ラス タ 上 で 動作 する 1 
つの lSensor| , お よび 各 マ ネー ジ ド 型 ク ラス タ 上 で 動 
作 す る 1 つの 「Admission Controller」 を 含み ます 。 


Red Hat OpenShift Container Platform (OCP) 3.11.z No Yes (see Note 1) 
Red Hat OpenShift Container Platform (OCP) 4.x 9 (see Note 2) Yes Yes 
Red Hat OpenShift Kubernetes Engine (OKE) 4.x (see Note 2) No Yes 
IBM Red Hat OpenShift Kubernetes Services 4.x (ROKS) No Yes 
Amazon Elastic Kubernetes Service (Amazon EKS) (Kubernetes No Yes 
1.15and later) 

Google Kubernetes Engine (Google GKE) (Kubernetes 1.15 and No Yes 
later) 

IBM Cloud Kubernetes Service (Kubernetes 1.15 and later) No Yes 
Microsoft Azure Kubernetes Service (Microsoft AKS) (Kubernetes No Yes 
1.15 and later) 


Note 1: The Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes (ACS) Admission Controller is not supported on Red Hat OpenShift 
Container Platform 3.11.z. This only limits some of the feature capabilities related to event monitoring based on port forwards and 


system execs. 


Note 2: Red Hat OpenShift Container Platform 4.x and Red Hat OpenShift Kubernetes Engine 4.x have a rolling support window wherein 
3 versions are supported at any given time plus an OpenShift Container Platform Extended Update Support release. 


表 5.1.1 


Red Hat OpenShift Container Platform (OCP) 3.11.z 非 対 応 対応 ( 注 1 を 参照 ) 
Red Hat OpenShift Container Platform (OCP) 4.x 9 ( 注 2 を 参照 ) 対応 対応 

Red Hat OpenShift Kubernetes Engine (OKE) 4.x ( 注 2 を 参照 ) 非 対 応 対応 

IBM Red Hat OpenShift Kubernetes Services 4.x (ROKS) 非 対 応 対応 
Amazon Elastic Kubernetes Service (Amazon EKS) (Kubernetes 非 対 応 対応 

1.15 以降 ) 

ue Kubernetes Engine (Google GKE) (Kubernetes 1.15 以降 非 対 応 対応 
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IBM Cloud Kubernetes Service (Kubernetes 1.15 以降 ) 


Microsoft Azure Kubernetes Service (Microsoft AKS) (Kubernetes 
1.15 以降 ) 


非 対 応 対応 
非 対 応 対応 


注 1: Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes (ACS) Admission Controller は 、Red Hat OpenShift Container Platform 3.11.z 


に 対応 し て いま せん 。 た だ し これ は 、 ポ ー ト フォ ワー ド や シス テム 実行 に 基づく イベ ント 監視 に 関連 する 機能 
け で す 。 


一 部 が 制限 され る だ 


注 2: Red Hat OpenShift Container Platform 4.x お よび Red Hat OpenShift Kubernetes Engine 4.x に は ロー リン グ 方 式 の サポ ー ト 期 
間 が あり 、 こ れ に よっ て 任意 の 時 点 で 3 つの バー ジョ ン が サポ ー ト され 、 さ ら に OpenShift Container Platform Extended Update 
Support リリ ー ス が あり ます 。 


5.1.2 


Supported Browsers 

Table 5.1.2 outlines the supported browsers for viewing the 
Red Hat Advanced Cluster Security web user interface and 
their associated support tier: 


e Tier 1 means the browser and operating system 
combination is tested and fully supported. Red Hat will 
work to resolve issues with Tier 1 browsers. 


e Tier 2 means the browser and operating system 
combinations are partially tested, and are likely to work. 
Limited support is provided for Tier 2 browsers. 


e Tier 3 means the browser and operating system 
combinations are not tested, but may work. Minimal 
support is provided for Tier 3 browsers. 


5.1.2 対応 する ブラ ウザ 


表 5.1.2 は 、Red Hat Advanced Cluster Security ウェ ブユ 

ー ザ ー イ ンタ ー フ ェ ー ス を 表示 する こと が で きる 対応 ブラ 

ウザ 、 お よび それ に 関連 する 対応 度合 に 関す る 階層 の 概要 を 

示し て いま す 。 

e 第 1 階層 と に し 、 ブ ラウ ザ と オペ レー ティ ング シス テム 
の 組み 合わ せ が テ スト され 、 完 全 に 対応 し て いる こと を 
意味 し ます 。Red Hat は 第 1 階層 の ブラ ウザ の 問題 解 
決 に 努め ます 。 

e 第 2 階層 と に し 、 ブ ラウ ザ と オペ レー ティ ング シス テム 
の 組み 合わ せ が 部 分 的 に テス ト さ れ 、 動 作 する 可能 性 が 
ある こと を 意味 し ます 。 第 2 階層 の ブラ ウザ に は 限定 
的 な サポ ー ト を 提供 いた し ます 。 

e 第 3 階層 と は 、 ブ ラウ ザ と オペ レー ティ ング シス テム 
の 組み 合わ せ が テ スト され て いな いも の の 、 動 作 す る 可 
能 性 が ある こと を 意味 し ます 。 第 3 階層 の ブラ ウザ に 
対し て は 最小 限 の サポ ー ト し か 提供 され ませ ん 。 


Table 5.1.2 
Tier 1 Google Chrome for Business; Mozilla Firefox version 82.0.2 (64-bit) 
Tier 2 Microsoft Internet Explorer Edge version 44 and later for Windows and version 81 (Official build) (64-bit) for MacOS 
Tier 3 Safari on MacOS (Mojave) version 14.0 

Table 5.1.2 


第 1 階層 Google Chrome for Business; Mozilla Firefox バー ジョ ン 82.0.2 (64-bit) 

第 2 階層 Microsoft Internet Explorer Edge (Windows 向 け は バー ジョ ン 44 以降 、MacOS 向 け は バー ジョ ン 81 (Official 
build) (64-bit) 

第 3 階層 MacOS 上 の Safari (Mojave) バー ジョ ン 14.0 

5.2 Red Hat Advanced Cluster Security for 5.2 Red Hat Advanced Cluster Security for 


Anf 1 


Kubernetes Life Cycle 

Support and updates (if and when available) are provided for 
Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes versions 
up to six (6) months after their initial general availability, 
which typically corresponds to the previous nine (9) released 
versions (Y.X.Z.Q). 
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Kubernetes の ライ フサ イク ル 

Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes の 各 バ 
ー ジ ョ ン に つい て は 、 一 般 ユ ー ザ ー に 最初 に 提供 され て か ら 
最長 6 か 月 後 ま で サポ ー ト と アッ プ デ ー ト を (提供 可能 な 
昌 合 、 そ の 時 点 で ) 行 いま す 。 これ は 通常 、 直 近 の 9 リリ ー 
スバ ー ジ ョ ン 分 (Y.X.Z.Q) に 相当 し ます 。 
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EXHIBIT 1.E 


SUPPORT 
SUBSCRIPTIONS 


別紙 1.E 


サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン 


< RedHat 


This Exhibit 1.E. to Product Appendix 1 governs your use of TAM 


Services, 


Confirmed Stateside Support Subscriptions and 


Developer Support Subscriptions. 


1. 


Technical Account Management (“TAM”) Service 

The TAM Service is a Support Subscription that you may 
purchase in addition to your underlying Standard or Premium 
Software Subscription in order to receive enhanced Support. 
The TAM Service does not include support for (1) Self- 
support Software Subscriptions, (2) any Unit of Software 
(such as a System, Physical Node, Core, etc.) for which you 
do not have an active paid Software Subscription or (3) any 
Software Subscription for which support is provided by a 
Business Partner. When you purchase a TAM Service, you 
receive access to a Red Hat support engineer to provide you 
with (a) access to Red Hat's technology and development 
plans, including beta testing and bug/feature escalation, (b) 
weekly review calls, (c) up to two (2) on-site technical review 
visits per year for each full one year TAM subscription term, 
(d) up to four Support Contacts, (e) quarterly service 
performance metrics via the TAM electronic dashboard, and 
(f) a subscription to Red Hat’s TAM monthly newsletter. 


この 製品 付属 文書 の 別紙 1.E に は 、TAM サ ービス 、 確 認 済み 国外 
サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン と 開発 者 サポ ー ト サブ スク リプ シ 
ョ ン を 規定 する 条項 が 記載 され て いま す 。 


1. 


テク ニカ ル アカ ウン ト マネ ジメント (「TAM」) サー ビス 

TAM サ ービス は 、 ベ ー ス と な る スタ ンダ ー ド 又は プレ ミア ム 
の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン に 追加 し て ご 購入 いた 
だ く こ と に より 、 拡 張 サ ポー ト が 受け られ る サポ ー ト サブ 
スク リプ ショ ン で す 。TAM サ ービス に は 、(1) セ ルフ サポ ー ト 
の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン 、(2) お 客 様 が 有効 な 有 
料 の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン を お 持ち で な い ソ フ 
トウ ェ ア の ユニ ッ ト (シス テム 、 物 理 ノ ー ド 、 コ ア な ど ) 、 
又は (3) ビ ジネス パー トナ ー が サポ ー ト を 提供 する ソフ トウ 
ェ ア サブ スク リプ ショ ン に つい て の サポ ー ト は 含ま れ ま せ 
ん 。 TAM サ ービス を ご 購入 いた だ く と 、 レ ッ ド ハッ ト の サポ 
ー ト エン ジニ ア 1 人 が 担当 と な り 、(a) レ ッ ド ハッ ト の テク 
ノロ ジー 及び 開発 計画 に 関す る 情報 へ の アク セス (ベー タテ 
スト 及び バグ / 機 能 に 関す る エス カレ ーション を 含む ) 、(b) 
38 1 回 の 通話 に よる レビ ュー、 (c) 1 年 間 の TAM サブ スク リ 
プシ ョ ン 期 間 に つ き 、 年 2 回 まで の 技術 レビ ュー を 目的 と し 
た オン サイ ト 訪 問 、(Q) サ ポー ト 連 絡 担当 者 4 名 様 ま で の 指 
定 、(e) 四 半期 に 1 回 の TAM 電 子 ダ ッシュ ボー ド に よる サー 
ビス パフ ォ ー マ ンス 評価 、 及 び () レ ッ ド ハッ ト の TAM 月 刊 ニ 
ュー スレ ター を 購読 で きる 権利 を ご 提供 し ます 。 


Support Subscription Unit Description 
TAM Service : . : : 
Dedicated TAM Service Point of Contact: a Red Hat associate whom you are authorized to contact to request support 


TAM Extension 


for a particular team, geography or Red Hat product line. 


サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン 名 


ユニ ッ ト の 説明 


| TAM サ ービス 


(AAG 


$ お 問い 合わ せ 先 : 特定 の チー ム 、 地域 また は レッ ドル ハット 製品 ライ ン に つい て サポ ー ト を ご 依頼 いた だ く 際 に ご 連 
専用 TAM サ ービス 

TAM 拡 張 絡 い た だ ける レッ ドル ハッ ト の 担当 者 。 

1.1 TAM Service Coverage. Each TAM Service Subscription 1.1 TAM サ ービス の 対象 範囲 。 各 TAM サ ービス サブ スク リプ シ 
will be limited to, a region, a customer team and/or a product ョ ン は 対象 が 地域 、 お 客 様 の チー ム 及 び / ま た は 製品 ライ ン 
line and will be listed in the Order Form. If not listed, the TAM に 制限 され 、 これ ら の 範囲 は ご 注文 用 紙 に 記載 され ます 。 記 
parameters will be established upon the initiation of the TAM 載 が な い 場 合 、TAM の 制限 範囲 は TAM サ ービス の 開始 時 に 
Service. 

定め ます 。 

(a) Regions: North America, Latin America, EMEA, Asia-Pacific (a) 地域 : 北米 、 中 南米 及び メキ シコ 、 欧 州 ・ 中 東 ・ ア フリ カ 、 

(excluding Japan, China and India), China, India or Japan. アジ ア 太 平 洋 (日 本 、 中 国 及 び イ ンド を 除く ) 、 中 国 、 イ ン 
ド ま た は 日 本 。 

(b) Customer Team: The customer team supported by the (b) お 客 様 の チー ム : お 客 様 の 開発 チー ム 、 シ ステ ム 管 理 チ ー 
TAM, such as your development team, your system ム 、 サ ポー トチ ー ム な ど 、TAM が サポ ー ト する お 客 様 の チ 
administration team, your support team, etc. ー ム 。 

(c) Red Hat Product Line: The supported Red Hat product line, (c) レッ ド ハ ッ ト 製 品 ラ イン : Red Hat Enterprise Linux, Red 
such as the Red Hat Enterprise Linux, Red Hat JBoss Hat JBoss Application Services 、 Red Hat OpenShift 
Application Services, Red Hat OpenShift Container Platform, Container Platform, Red Hat Storage, Red Hat Ansible 又 は 
Red Hat Storage, Red Hat Ansible or Red Hat Cloud product Red Hat Cloud 製 品 ラ イン な ど 、 サ ポー ト さ れる レッ ド ハ ッ 
ines ト 製品 ライ ン 。 

1.2 TAM Service Level. The TAM Service is offered during local 49 TAM の サー ビス レベ ル 。TAM サ ービス の 提供 は 
Red Hat Support Standard Business Hours as set forth at https://access.redhat.com/support/contact/technicalSuppo 
https://access.redhat.com/support/contact/technicalSupport. Tee à m ー íi 
html (based on the physical location of the TAM rt.html に 記載 され て いる 各地 (TAM 担 当 者 の 物理 的 所 在 地 に 
representative). 基づく ) の レッ ド ハ ッ ト サ ポ ー ト 標準 営業 時 間 内 に 行わ れ ま す 。 

1.3 Dedicated TAM Service. The Dedicated TAM Service is the 1.3 専用 TAM サ ービス 。 専 用 TAM サ ービス と は 、TAM サ ービス 
assignment of a Red Hat resource dedicated to you for TAM の た め に 、 お 客 様 専任 者 と し て レッ ド ハ ッ ト の リソー ス を 割 
Services. り 当 て る も の で す 。 
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1.4 TAM Extension Service. The TAM Extension Service is an 1.4 TAM 拡 張 サ ービス 。 TAM 拡 張 サ ービス は Red Hat Enterprise 


1.5 


1.6 


1.6.1 


1.6.2 
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extension of a Red Hat Enterprise Linux TAM Service to 
provide additional technical knowledge such as SAP 
implementations on Red Hat Enterprise Linux. The TAM 
Extension Service requires a separate active and paid 
standard TAM Service Subscription. 


Confirmed Stateside Support Subscriptions 

Red Hat Software Subscriptions that are identified as 
Confirmed Stateside Support (“CSS”) Service are Software 
Subscriptions that provide the applicable level of Support 
(Standard or Premium) in English via restricted, support 
resources in the United States for a specific Client account 
on Red Hat Customer Portal (“CSS Client Account"). Each 
CSS Subscription will be limited to a specific CSS Client 
Account. All support requests for CSS Covered 
Subscriptions must be submitted to the Red Hat designated 
CSS support contacts. Client agrees to only submit CSS 
Support requests for Red Hat Software Subscriptions 
identified as CSS Subscriptions. The CSS Service does not 
include support for (i) Self-support Software Subscriptions, 
(ii) any instance of Software for which you do not have an 
active paid Software Subscription; or (iii) any Software 
Subscription for which support is provided by a Business 
Partner. When you purchase the CSS Subscription, you 
receive access to a Red Hat support group to provide you 
with: 


Support accessed from the US and provided by US 
citizens; 

Logical and physical Client data separation from Red 
Hat’s standard support systems for each CSS Client 
Account; 

Separate secured physical workspace for the CSS 
support personnel; and 

Triage based support to resolve known issues and 
create a sanitized support request ticket if escalation 
to standard non-CSS resources is required. 


Developer Support Subscriptions 


Scope of Coverage. For certain Red Hat Products, Red Hat 
offers Developer Support Subscriptions. For each paid, 
active Developer Support Subscription, Red Hat will provide 
you with (a) access to the supported versions of the 
respective products through a Red Hat Portal; and (b) 
assistance for: (i) installation, usage and configuration 
support, diagnosis of issues, and bug fixes, but only for 
issues related to your use of such products for Development 
Use and (ii) advice concerning application architecture, 
application design, industry practices, tuning and application 
porting (collectively, “Developer Support”). Developer 
Support Subscriptions do not include support for (a) modified 
software packages, (b) wholesale application debugging or 
(c) software included in the Red Hat Extras repository, 
supplementary channels, preview technologies or software 
obtained from community sites. For Red Hat Application 
Services and/or Red Hat OpenShift Developer Support 
Subscription Developer Support is provided for up to one 
hundred (100) developers provided all support requests will 
be made by up to two (2) named Client contacts. 


Red Hat Developer Support Subscription Levels. You 
may purchase Professional (two (2) business day response 
time) or Enterprise (four (4) Standard Business Hours 
response time) with web and phone support for an unlimited 
number of requests for Red Hat Storage Developer Support 
Subscriptions. 


(ARE 


1.5 


1.6 


1.6.1 


1.6.2 


39/39 ペー ジ 


Linux TAM サ ービス の 拡張 版 で 、Red Hat Enterprise Linux へ 
の SAP の 実装 な ど 付 加 的 な 技術 的 ナレ ッ ジ を 提供 し ます 。 
TAM 拡 張 サ ービス に は 別途 有効 な 有料 の 標準 TAM サ ービス 
サブ スク リプ ショ ン が 必要 で す 。 


確認 済み 国外 サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン 
確認 済み 国外 サポ ー ト (「CSS」) サー ビス と し て 識別 され 
る 、 レ ッ ド ハッ ト の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン 

は 、 レ ッ ド ハッ ト カス タマ ー ポー タル の 特定 の クラ イア ン 
ト アカ ウン ト (「CSS ク ライ アン ト アカ ウン ト 」) に 対し 、 
米国 内 で 、 制限 され た サポ ー ト リソー ス を 通し 、 英語 に より 、 
適用 可能 な レベ ル の サポ ー ト (標準 又は プレ ミア ム ) を 提供 
する ソフ トウ ェ ア サ ブス クリ プシ ョ ン で す 。 そ れ ぞ れ の CSS 
サブ スク リプ ショ ン は 、 特 定 の CSS ク ライ アン ト アカ ウン ト 
に 制限 され ます 。CSS で カバ ー さ れる サブ スク リプ ショ ン で 
の すべ て の サポ ー ト リク エス ト は 、 レ ッ ド ハッ ト が 指定 し た 
CSS サ ポー トト 連絡 先 に 送信 され る 必要 が あり ます 。 お 客 様 は 、 
CSS サ ブス クリ プシ ョ ン と し て 識別 され る Red Hat ソ フト ウ 
ェ ア サブ スク リプ ショ ン に 対し て 、CSS の サポ ー ト リク エス 
ト だ け を 送信 する こと に 同意 し ます 。CSS サ ービス に は 、()⑪) 
セル フサ ポー ト の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン 、(⑪ お 
客 様 が 有効 な 有料 の ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ ン を お 
持ち で な い ソ フト ウェ ア の ユニ ッ ト 、 又は (3) ビ ジネス パー ト 
ナー が サポ ー ト を 提供 する ソフ トウ ェ ア サブ スク リプ ショ 
ン に つい て の サポ ー ト は 含ま れ ま せん 。 お客様 が CSS サ ブス 
クリ プシ ョ ン を 購入 し た 場合 、 以 下 を 提供 する 、 レ ッ ド ハッ 
ト の サポ ー ト グル ー プ ヘア クセ ス で きる よう に な り ま す 。 


米国 か ら ア クセ ス で き 、 米 国 市 民 に よっ て 提供 され る 
サポ ー ト 。 

CSS ク ライ アン ト アカ ウン ト ご と に 、 レ ッ ド ハッ ト の 
標準 サポ ー ト シス テム か ら 論 理 及び 物理 クラ イア ン 
ト デ ー タ を 分 離す る こと 。 

CSS サ ポー ト 担 当 者 の た め の 、 独 立 し た 安全 な 物理 ワ 
ー ク スペ ー ス 。 及 び 

標準 的 な 非 CSS の リソー ス へ の エス カレ ーション が 必 
要 な 場合 、 既 知 の 問題 を 解決 し 、 整 理 さ れ た サポ ー ト 
リク エス ト チケ ッ ト を 作成 する た め の 、 ト リア ー ジ 
ベー ス の サポ ー ト 。 


開発 者 サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン 


対象 と する 範囲 。 レ ッ ド ハッ ト の 特定 の 製品 に 対し 、 レ ッ ド 
ハッ ト で は 開発 者 サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン を 提供 し て 
いま す 。 有料 の 有効 な 開発 者 サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン ご 
と に 、 レ ッ ド ハッ ト は 、(8) 各 製品 の 、 サ ポー ト さ れ て いる バ 
ー ジ ョ ン へ の Red Halt ポ ー タ ル か ら の アク セス 、 及 び (b)(⑪ イ 
ンス トー ル 、 利 用 方 法 及び 構成 に 関す る サポ ー 

ト 、 問 題 の 診断 及び バグ の 修正 の 支援 (た だ し 、 そ の よう な 
製品 の 開発 用 途 で の 利用 に 関す る 問題 に 限り ます ) 及び (0 ア 
プリ ケー ショ ン アー キテ クチ ャ 、 ア プリ ケー ショ ン デザ イ 
ン 、 業 界 慣 行 、 チ ュー ニン グ 及 び ア プリ ケー ショ ン の 移植 に 
関す る アド バイ ス (併せ て 「 開 発 者 サポ ー ト 」) を 提供 し ま 
d, 開発 者 サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン に は (3) 改変 され た 
ソフ トウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ 、(b) ホ ー ル セー ル 版 アプ リ ケ ー シ ョ 
ン の デバ ッ グ 、 ま た は (c)Red Hat エ キス トラ の レポ ジ ト リ 、 サ 
プリ メン タリ チャ ン ネ ル 、 プ レビ ュー テク ノロ ジー、 も し く 
は コミ ュ ニ ティ サイ ト か ら 入 手 す る ソフ トウ ェ ア に 含ま れる 
ソフ トウ ェ ア (の サポ ー ト は 含ま れ ま せん 。 Red Hat 
Application Services 及 び / 又 は Red Hat OpenShift 開 発 者 サポ 
ー ト サブ スク リプ ショ ン の 場合 、 開発 者 サポ ー ト は 、 すべ て 
の サポ ー ト リク エス ト が 、2 名 の 指定 され た クラ イア ント 連 
絡 先 か ら な され る こと を 条件 と し て 、 最 大 100 名 の 開発 者 に 
対し て 提供 され ます 。 


Red Hat 開 発 者 サポ ー ト サブ スク リプ ショ ン の レベ ル 。 お 客 
様 は 、 レ ッ ド ハッ トス トレ ー ジ 開発 者 サポ ー ト サブ スク リプ 
ショ ン に つい て 、 回 数 無制限 の Web 及 び 電 話 で の サポ ー ト と 
な る プロ フェ ッ シ ョ ナル (2 営業 日 以内 に 回 答 ) また は エン 
タプ ライ ズ (4 通常 営業 時 間 以 内 に 回 答 ) を ご 購入 いた だ け 
ます 。 
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